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鬼社長にひと目惚れした日




　私の旦那様は〝鬼だ〟と、周囲の人間は声をそろえる。

　全国にその名を轟とどろかせる大手酒造メーカー『御み鏡かがみ酒しゅ造ぞう』の社長である彼。一緒に仕事をしている人たちからすると、彼のシビアさがよくわかるのだろう。

　当然ながら、彼は質のいい商品を作るために妥協を許さない。質だけでなくラベルや価格設定、イベントの企画に関する内容まで即了承してもらえることがまずないので、皆〝今度こそ一回でＯＫをもらおう！〟と競い合っているという。

　しかし、決してなんでもかんでもダメだと跳ねのけるわけではなく、皆を納得させるだけのちゃんとした理由があり、それを教示してくれる。そうして作り上げた商品は必ずヒットするので、社員たちはしっかりついてくるのだ。

　そして彼は、家庭でも鬼のように厳しいのではないかと思われているらしい。

　御鏡酒造の本社で臨時の仕事をさせてもらっている私が、彼について歩くだけで好奇の視線を向けられる。まだ結婚して日が浅いので、ツーショットが物珍しいのだろうと気にしないようにしているが、内心はやはりいたたまれない。

　ついこの間も、私がトイレに入っていることを知らずに女性社員が話しているのを耳にしてしまった。

『御鏡夫妻ってどんな夫婦生活を送ってるんだろうね。やっぱり社長って亭主関白なのかな』

『事業のための政略結婚って噂だし、跡取りさえ授かれればいいのかもしれないわよ』

　そんな内容だったのだが、悪口を言っているというより私を憐れんでいるような調子だった。

　ああ、なんとも解せない。愛のない結婚だと思われているのは。だって、私たちは――。




「あっ、ぅ……それ、ダメ……！」

「よがってる姿も可愛いな。俺の奥さんは」

　扇情的に微笑む彼に、ぴんと主張した胸の先端を指で軽く弾かれ、幾度となく甘い痺れが走った。その間も腰はゆるゆると打ちつけられていて、いやらしい水音が響いている。

　間接照明がキングサイズのベッドで私を翻ほん弄ろうする旦那様を照らす。その引き締まった裸体も、汗が滲にじむ欲情した顔もものすごくセクシーで、ドキドキしすぎて苦しい。

　私たち夫婦が毎晩こんな風に愛し合っているなんて、皆想像もしていないんだろう。

　一度絶頂を迎えたらベッドに横たわり、心地よい気だるさを感じながらたわいない話をする。髪を撫でてくれていた手が身体をなぞり始めると、再び濃密な触れ合いになっていく。

　これが、会社では鬼と呼ばれる彼の夫としての姿。打算も計算もなくただただ愛してくれる、私の大好きな甘い獣だ。

　この夫婦関係はいつまでも続くと信じられる。……とはいえ、問題がまったくないわけではないのだが。

　キスが唇から首筋、胸へと移って自然に甘い声が漏れ、心拍数も息も上がり始めた時、彼がふとなにかを思い出したように顔を上げた。

「……どうしたの？」

「さっきのが最後だった」

　心なしか残念そうに、枕元に置いたままだった避妊具の箱を手に取る彼。どうやら中身はもう残っていないらしい。

　空のそれをダストボックスに放った彼は、私に覆い被さって危険な色気をたっぷり含んだ瞳で見下ろす。

「このままする？」

　ドクンと心臓が揺れる。「……まだ、ダメ」といたずらっぽく焦らしておきながら、ほんの少し後ろめたい気持ちになった。

　もう夫婦なのだし、社員に噂されていた通り跡取りも望まれている。本来なら避妊する必要はないのだけれど……私にはまだ頷けない理由がある。

　誰より彼を愛しているのに、子作りをためらってしまう理由が。




＊　＊　＊




　赤や橙だいだい、温かな色に木々が彩られる反面、昼間も冷え込むようになってきた十一月下旬。私はいつものように着物を纏い、東とう京きょう・恵え比び寿すにある割烹料理店『四しい時じ』で接客している。小さなビルの二階に入居しているここは、知る人ぞ知るお店だ。

　入り口や内装は高級料亭のような和モダンな雰囲気だが敷居は高くなく、日頃から立ち寄ってもらえるような価格で本格的な日本料理とお酒を提供している。古語で春夏秋冬を意味する〝四時〟を店名にしているのも、三百六十五日いつでも来てほしいという願いが込められているらしい。

　和紙の照明でほんのり照らされる店内には木のカウンターがあり、その向こうで料理長の伯父が腕を振るう。席数は多くないがテーブル席と個室もあり、毎日予約が入るくらいには繁盛している。

　ランチタイム中の今も、市松模様の畳たたみがおしゃれな個室に会席料理を予約していた五十代のご夫婦がやってきた。男性のほうはこれまでに何回か来ているので顔見知りだ。

　さあ、ここからが私の腕の見せ所。

　畳に膝をついた私は、上品に紅葉が描かれた洒落しゃれ柿がき色の着物の袖を少し捲まくって、ある一本の日本酒のラベルをふたりにお見せする。

「本日のおすすめはこちらです。ワイン酵母で仕込んだ、新しいタイプの純じゅん米まい吟ぎん醸じょう酒しゅです」

　日本酒のソムリエとも言われる唎きき酒さけ師しの資格を持っている私は、笑顔で意気揚々と説明を始めた。

　お客様の好みと、その日の料理にぴったりなお酒を提案する。それがこの店の売りのひとつであり、私が一番生き生きとするひと時なのだ。

　奥様はやや意外そうに目を丸くして私を見つめる。

「ワイン酵母？　それで日本酒ができるんですか」

「もちろんです。ワインのような風味の甘口のお酒に仕上がるんですよ。こちらは無む濾ろ過かのタイプなので、日本酒らしさもしっかり感じられます。酸味とのバランスがよくキレがありますし、本日の肉料理ともよく合いますよ」

　通常は濾過を行って雑味やにごりを取り除くのだが、無濾過はそれを行わないため自然に生成された成分がそのまますべて残っている。この独特な味わいは、日本酒好きにはたまらないだろう。

　自信を持っておすすめすると、恰かっ幅ぷくのいいご主人がふむふむと頷く。

「へえ。あまり甘いのは俺の口に合わないと思ったんだが、それならよさそうだな。試しにいただいてみようか」

　好感触だったので、私は「ありがとうございます」と言い、嬉々として提供する用意を始めた。

　私、花はな菱びし依い都とがここで働き始めたのは十八歳の時。最初はアルバイトで入ったのだが、この仕事が好きなのと伯父の厚意もあり、短大を卒業した後そのまま就職した。

　二十歳になって日本酒にどっぷりハマると、もっと知識を極めたくなって唎酒師の資格を取得。

　自分の好きなものを伝えたいという気持ちも強くなり、いつの間にかお酒をプレゼンする習慣が身についていた。今ではそれを楽しみにやってくるお客様も多いので、ますます仕事にも精が出る。

　ランチタイムが終了する頃、お客様がいなくなったホールでテーブルを綺麗に拭き上げていると、最後のお客様となった先ほどのご夫婦がお会計をしにやってきた。レジに回って支払いをしている最中、ふたりが話しかけてくる。

「さっきのワイン酵母の酒、下の酒屋に売ってる？　意外と気に入っちゃってさ」

「そうなの。すごく美味しかったわ」

「ありがとうございます！　もちろん販売しておりますので、ぜひお立ち寄りください」

　思惑通りにお気に召してもらえて私も嬉しくなり、銘柄をもう一度教えて笑顔でふたりを見送った。

　実はここ、一階の『ヒモト』という酒屋さんと協力して営業している。ヒモトで取り扱っている商品を四時で提供し、気に入ったお客様はそれを帰りに購入できるという仕組みだ。

　元々は、ヒモトがなかなか商品が売れず経営不振で悩んでいると知り、少しでも助けになればと皆で相談して始めたことだった。以来、珍しいお酒も入荷しているヒモトを贔ひい屓きにする人も増えて、経営は安定してきたそう。

　ほんのちょっとだけれど、今日も貢献できたようでほっとする。

「さすが依都。今日も売り上げるねぇ」

「凛りんくん」

　レジのお金を整理しつつ振り返ると、奥の調理場から白い和食衣に身を包んだ男性がにんまりと口角を上げて出てきた。

　彼、新あらた凛りん太た朗ろうは二十七歳の料理人で、いずれは父親の跡を継いで四時を引っ張っていくだろう。つまり彼は、私の従兄というわけ。

　凛くんは「あー腹減った」とひとりごちて和帽子を取る。長めの髪を後ろでひとつに縛っているスタイルが露わになり、セットしていた前髪がひと束はらりと落ちた。それがなんともセクシーなのだが、本人はまったく意識していない。

　顔立ちも彫りの深いワイルド系イケメンなので、『凛太朗さんにはいつ会えますか!?』と女性客に聞かれることもしばしば。彼がカウンター内に立つと、ドラマの撮影でもしているのかと思うくらい華があるし、落ち着いた話し方やニヒルな笑みで女性たちを虜にしている。

　が、しかし。素の彼はそんなにカッコいい大人の男性というわけでもなく……。

「お前、巷ちまたで有名になってるぞ。〝依都が薦める酒は必ず売れる〟って。すごいじゃん、伝説の女じゃん」

「なにそれ、どこで聞いてきたの？」

「ヒモトのおっちゃん」

「巷じゃないね、それ」

　ドヤ顔をしている凛くんに、私はすかさずツッコんだ。ヒモトの店主のおじさんが調子よく言っていただけで、有名になっているわけないでしょ。しかも伝説の女ってなによ。

　凛くんは気を抜いた瞬間に発言がちょっと残念になるのだ。黙っていればいい男なのに。

　私が目を据わらせるも、彼は至って真面目に続ける。

「いや、マジなんだって。ウチの客じゃない人からも『四時の女の子がおすすめしてる酒はどれ？』って聞かれるらしい」

「え、怖い」

「たぶんアレのせいだよ」

「アレ？」

　首をかしげると、凛くんは「ちょっと待ってて」と告げて店の奥へ下がる。すぐに戻ってきた彼の手にはスマホが持たれていた。

「ほら」と差し出されたそのディスプレイには、私たちの友人のＳＮＳが。〝四時の美人スタッフが薦める日本酒は即完売しちゃいます！　今すぐヒモトへ〟という文章と、着物の袖から伸びる手が日本酒を注いでいるところを切り取った写真が映し出されている。

　こ、これは……。

「なかなか〝いいね〟がついてるだろ。ＳＮＳの力ってすげーな」

「こんなの投稿してたの!?　ていうか盛りすぎ！」

　凛くんは単純に喜んでいるけれど、私はツッコまずにはいられなかった。

　これを投稿したのは、ヒモトの店長の娘で私の親友でもある雫しずくだ。いつだったか彼女がここに来た時『営業用に撮らせて～』って頼まれて許可したし、私の顔は写っていないが、美人だなんてハードルを上げないでほしい！

　私の顔は、目は二重で大きめなほうだとは思うけれど、取り立てて華やかでも整っているわけでもない。肩下十五センチくらいのストレートの髪は暗めのブラウンで、だいたい後ろでお団子にしている。身長も百六十センチ弱と至って平凡な容姿なのに、期待されていたら本当に困る。

　口元を歪ゆがませる私に対し、凛くんはあっけらかんと笑う。

「盛りすぎってことはないだろ。依都はミスなんたらになれそうなくらい可愛いし、実際に今のお客さんも依都に薦められて買う気になったわけだし」

「可愛いとか、よく恥ずかしげもなく言えるね……」

「まあ、なんにせよいい影響だろ」

　楽観的なところも見た目の印象とのギャップがあるけれど、基本ポジティブな凛くんが私は好きだ。

「そうよ。私たち皆、依都ちゃんに感謝してるんだから」

　個室から空の食器を持って出てきた伯母も、にこにこしながらそう言った。どうやら今の話を聞いていたらしい。

　綺麗に歳をとっていて着物がよく似合う伯母は、誰の心も穏やかにするような笑みを浮かべる。

「依都ちゃんが最高のお酒を出してくれるおかげで、私たちの料理もさらに美味しく食べてもらえるし、ヒモトさんも儲もうかるし、ほんとありがたいわぁ。ねえ、あなた」

「ああ。依都ちゃんみたいな子が嫁に来てほしいもんだ」

　カウンターの中で片づけをしていた伯父が賛同し、ふたりして意味深な視線を凛くんに向ける。モテるくせに将来を見据えた恋人を作らないものだから、ふたりは結婚を意識させたがっているのだ。

「そんな目で俺を見るな」と煙たそうにする凛くんに笑いつつ、自分はそこまで感謝されるほどのことはしていないとかしこまる。

「私は自分がいいと思ったものを提案してるだけよ。もちろん、四時とヒモトさんの力になりたいのもあるけど。だから、たとえ噂がひとり歩きしてたとしても、たくさんの人に知ってもらえるならそれでいっか」

　私も明るく微笑むと、皆が頬を緩めた。かと思いきや、凛くんはなぜかはっとして顔を強張らせる。

「でも、それで依都を知った男が万が一ストーカーになったら……。大丈夫だ、俺が守ってやるからな」

「凛くんの思考が突飛すぎるよ」

　私を守ろうとしてくれるのはありがたいけれど、縁起でもないことを言わないでほしい。

　凛くんはとても人懐っこく世話焼きで、昔から私を妹みたいに可愛がってくれている。それはたぶん、私の境遇を知っているからなのだけど。

　可愛がる対象を私ではなく別の女性にすればすぐに恋人ができるはずなのだから、早く大切な人を作ってくれたらいいのにな。

　店内をある程度綺麗にしてから、皆でまかないを食べる。その前に、伯母が花瓶と花束を持ってきた。

「さっきまたお花が届いたの。今年はピンクと白のデンファレだわ。綺麗」

　彼女が花瓶に移している優美な花束は、四時を贔屓にしてくれている遠方のお客様からいただいたもの。毎年、四時が開店した記念日に郵送で贈られてくるらしい。今日がその十一月二十五日だ。

「毎年、開店した日にお花を贈ってくれる人がいるなんて素敵。この店が愛されてる証拠ね」

　私も温かい気持ちになってそう言うと、カウンター奥の壁の飾り棚に花瓶を置く伯母も嬉しそうに微笑んだ。

　しかし、その笑みはやや元気がなくなっていく。

「ごめんね、今年は満足にお祝いができなくて。依都ちゃんも誕生日なのに」

「そうだな、ごちそう作ろうと思ってたんだが」

　まかないを運ぶ伯父もやるせなさそうに続けた。

　そう、実は今日は私の二十六回目の誕生日でもあるのだ。四時の記念日と同じなので、皆が覚えていて毎年祝ってくれるのが嬉しい。

　ところが、九州に住む伯母の父が一昨日亡くなり、葬儀に参列するために今夜から三人はそちらへ向かうことになっている。私は会ったことがなかったのでこちらに残るが、四時の営業も今日はランチタイムだけだ。

　こんな時にも私の誕生日のことまで考えてくれる皆は本当に優しい。

「気持ちだけで十分よ。伯母さんだってつらいだろうから、無理しないでね」

　伯母は自分の父親が亡くなったのだ。気丈に振る舞っていても、こたえているに決まっている。彼女は気が緩んだのか、少しだけ泣きそうな顔になって「ありがとう」と言った。

　凛くんも申し訳なさそうに微笑んで、私の頭にぽんと手を置く。

「明後日には帰ってくるから、そしたらひと足遅れのパーティーをやろうな。依都が好きなケーキ買ってきてやる」

　子供みたいな扱いだけれど、彼の心遣いも温かくて胸がじんとする。数年前までは、誕生日なんて嬉しくもなかったのに。

　――四時は毎年花が贈られてくるくらい愛されている。一方私は、親からの愛情を十分に与えてもらえないまま育った。

　伯父の弟である父は、私が二歳の時に事故で亡くなった。シングルマザーとなった母は、私を育てることを放棄して四歳の頃に家を出ていってしまったのだ。

　それからは同じ新にい潟がたにいた母方の祖父母が面倒を見てくれて、高校卒業と同時に東京へ。そのまま地元にいようかと考えたものの、本当は東京へ行きたいという私の本音を見抜いていた祖父が送り出してくれたのだった。

　こちらで暮らしている伯父たちが『家においで』と言ってくれて、専門学校時代は居候させてもらっていた。いつまでもお世話になるわけにはいかないと、成人したのを機にひとり暮らしを始め、今に至る。

　人に恵まれたと感じているが、幼少期の日々はあまり思い出したくない。

　母は、父を亡くして心身共に負担が大きかったのだろう。今ではそう理解できるけれど、幼少期にそんな風に割り切れるわけもなく、彼女への恨みにも似た感情をずっと抱いてきた。

　母と楽しく誕生日を過ごした記憶はないし、自分が生まれた日をめでたいとも思えない。でも伯父夫婦や凛くんと一緒にいるようになってから、生まれてきてよかったと感じる瞬間が増えた。

「誕生日なんて虚しくなるだけだったんだけど、皆のおかげで今日がいい日だって思えるようになった。いつもありがとう」

　照れ臭いけれど、感謝の気持ちを口にしてみた。私の事情を知っている三人は、少しだけ神妙な表情になった後、それを崩して柔らかく微笑む。

「改まって言われるとこそばゆいなぁ。娘ができたみたいだ」

「そうね。依都ちゃんは私たちにとって娘同然よ」

　お茶目で気のいい伯父と、朗らかで優しい伯母。ふたりは私にとっても両親同然だ。

　なんとなくしんみりした空気を変えるように、伯母が「さ、食べましょ！」と明るく言ってテーブル席に向かう。その時、凛くんが私にだけ聞こえるくらいの小声で言葉を紡ぐ。

「この店だけじゃなくて、お前だって愛されてるよ。俺たち皆から」

　ドキリとして目線を上げると、優しい眼差しでこちらを見つめる彼と目が合った。純粋に嬉しくて、胸の奥からじんわりと熱くなってきて、私は口元を緩ませて目を逸らす。

「やめてよ、照れる」

「俺のほうが照れてんだよ、ふざけんな」

「自分で言ってなんでキレてるの」

　おかしな凛くんに笑いながらも、嬉しさを隠せなかった。

　ずっと憧れていた幸せな家族。それは一親等の血の繋がりがなくてもできるものなんだと、改めて感じて心が満たされていった。




　遅い昼食を済ませて、午後三時半頃に三人を見送った。一旦家に帰り、準備をしてから羽はね田だ空港に向かうらしい。

　私はそのまま店に残り、こういう時しかできない細かい部分の掃除や、備品の整理をすることにした。

　急きょ臨時休業にするというのは、昨日から店の外に貼り紙をしてあるし、常連さんにも伝えた。とはいえ、ＳＮＳはやっていないので知らずに来てしまう人もいるだろうから、そういう方々には本当に申し訳ないが。

　誕生日であることはすっかり忘れて、ひとり黙々と雑用をこなす。いらないものを整理しているだけでも時間がかかり、気がついた時には午後七時を回ろうとしていた。

　キリのいいところで帰ろうと、休憩室で身支度を整える。火の元や電気の消し忘れがないかを確認し、店を出て預かっていた鍵をかけた。

　その時、誰かが階段を上がってくる音が聞こえてきたので振り向く。

　現れたのは、短髪でガタイのいい三十代後半くらいの男性だ。若干目が据わっているように見えるし、頬も紅潮している。

　もしかしてもう酔っ払っている？と察した直後にお酒の匂いが鼻をかすめ、やはりそうだと確信した。男性は明かりのついていない店を見て、キョトンとする。

「あれ、今日やってねぇの？」

「大変申し訳ございません。諸事情で急きょお休みさせていただくことになりました」

「ったく、なんだよ～」

　不満を露わにする彼に、ガラ悪いな……と眉をひそめたくなるも、もう一度「申し訳ありません」と丁寧に謝った。

　すると、男性はなにか感づいたように私の顔を覗き込んでくる。

「……ん？　あんた、ここの従業員？」

「はい、そうですが」

「じゃあ、あんたか！　どんな酒も必ず売る、とかって噂があるのは」

　指を差しながら言われ、少々引き気味にぽかんとする私。

　どうやらこの人も雫のＳＮＳで知ったみたいだけれど、〝どんな酒も必ず売る〟？　いやいや、話が変わっているじゃない。それじゃ伝説の女もとい、伝説のバイヤーになっちゃうわよ。

　酔っているせいで噂をおかしな方向に解釈しているのかもしれないが、変に絡まれたら嫌だな。

「そんな噂はございませんよ。なにか勘違いしていらっしゃるのでは……」

「いいや、下の酒屋の親父も確かに言ってた」

　穏やかに微笑んで温和に返したものの、男性はまったく自分の耳を疑っていない。

　ヒモトのおじさんはそこまで話を盛ったとは思えないんだけど……と怪しんでいると、彼はなにやら自分のバッグを漁あさり出す。その中から取り出されたのは、日本酒の二合瓶。以前スーパーで見かけて私も飲んだことがあるものだ。

　一体なにをしようとしているのだろうか。警戒していると、彼は印いん籠ろうのようにその瓶を見せてくる。

「ちょっと頼まれてくんねぇ？　これ、俺が作った酒なんだ。でもあんまり売れ行きがよくなくてな……。ぜひあんたの力でこいつを売ってもらいたい」

「っ、はい!?」

　予想外すぎるお願いをされ、思わず声が裏返った。私の力でってどういう意味？

　困惑しまくる私に、男性はさらに近づいてくる。思わず一歩足を引くも、強面な彼は卑しい目をして小声で囁ささやく。

「あんな噂があるってことは、あんた相当な販路を持ってんだろ。でっかい商社の社長を手玉に取ったりしてんじゃねぇのか？　美人だし、いいモノ持ってそうだし」

　舐め回すような視線を顔から身体に向けられ、急激に嫌悪感が湧わく。

　そうか、私が色仕掛けで営業していると勝手に勘違いしているのか。どうしてそんな発想になるのよ……というか、いいモノって言い方やめなさいよ！

　心の中でぎゃーと叫びつつ、表面上は無理やり笑顔を作り冷静に返答する。

「そんなことは一切しておりません。私を頼るのではなく、いろいろな酒屋さんに営業してみてはいかがですか？」

「それがダメだからこうやって頼んでるんだろうが。俺もいずれ杜と氏うじになる身だってのにヒット商品を出せなくてさぁ、わらにも縋すがりたいところなんだよ」

　杜氏というのは、酒造りの最高責任者のことだ。この人はいずれ跡を継ぐ身なのだろう。

　悩んでいるのは本当のようで、やや苦悩の表情がかいま見える。ガサガサで所々あかぎれしている手を見れば、酒造りをしている人の手だというのもわかる。

　しかし、だからってこの人の望み通りにできるはずもない。

「それは大変ですね。お気持ちは察しますが、私ではわらにもなれませんので」

「じゃなんであんな噂があるんだよ？　火のないところになんたらって言うだろうが」

「ですから、あなたが言う噂は間違っているんです」

　堂々巡りなやり取りに辟へき易えきして笑顔が引きつってくる。

　どうやったら収拾がつくんだろう。いざとなったらヒモトに行って助けを求めるしかないかも。かと言って、うまく逃げ出せるかどうか……。

　困っていた時、男性はすっと表情を冷たくし、舌打ちと共に「使えねぇ」とボソッと吐き出した。私から少し距離を取ったので、諦めて帰ってくれるかと思ったのもつかの間……。

「酒の味もわからねぇような女に期待した俺がバカだったわ。どうせこの店も高が知れてるんだろ。あんたみたいな媚こびを売るしか能がない女を雇ってるくらいだからな」

　嘲あざけるような捨て台詞に、さすがにカチンときた。

　一方的に変な誤解をされ、罵ののしられて、腹立たしくならないわけがない。四時のことまで引き合いに出してくるのも許せない。

　一応気を遣って黙っておこうと思ったけれどこの際はっきり言ってやろうと、私は笑みを消して「あの」と口を開く。

「正直に申し上げますが、あなたのお酒が売れないのは、単に万人受けする味ではないからなんじゃないでしょうか」

「……は？」

　帰ろうとしていた足を止めて怪け訝げんそうに振り返る男性と、目を合わせてきっぱり告げる。

「そのお酒、以前飲ませていただきました。とてもキレがよくて、独特の風味があるので年配の方には受けるかもしれません。ただ、少し雑味が気になって。中には雑味がお酒の特徴になるものもありますが、そちらはえぐみが強い気がします」

　味を思い出しながら、私が抱いた率直な感想をありのまま伝える。

　日本酒の美味しさは個人の好みによるので難しいが、やはり誰が飲んでも美味しいと感じる商品が売れるのは間違いない。この人もそれを望んでいるなら、いまいちな部分も正直に教えたほうがいいのではないか。

「お米や酵母の種類を見直してもいいかもしれません。もしたくさんの方に愛される商品にしたいのなら、角をなくしてお米の甘みを感じられるような仕上がりになれば――」

「なんだとぉ？」

　男性の目つきがギロリと鋭くなり、私は口をつぐんだ。再びこちらに寄ってくる彼に、かすかな恐怖を感じて身体が強張る。

「これは、俺がずっと手間暇かけて作った酒なんだぞ？　俺の苦労もなにもかもわからないあんたが、偉そうなこと言ってんじゃねぇよ。この店で働けなくしてやろうか？　あぁ？」

　いよいよ男性の声が大きくなってきて、ビクッと肩を震わせた、その時。

「おい」と怒気を含んだ低い声が聞こえ、コツコツと革靴の小気味いい音を鳴らして階段からまた別の男性がやってきた。

　高級そうなスーツに身を包んだ、すらりと背の高い三十歳くらいの人。長めの前髪を斜めに流し、サイドを耳にかけたヘアスタイルはセクシーさがある。軽けい蔑べつするように男を見上げる目は鋭いのに美しく、鼻筋も唇もすべてのパーツが整っていて、目を見張るほどの顔立ちだ。

　片手をポケットに入れた気だるげな姿も絵になる彼は、悠々と男のそばに来て冷淡な声を投げつける。

「恫どう喝かつに脅きょう迫はく。見るに堪えない恥をさらしている自覚はないのか？　警察を呼ばれる前にとっとと失せろ」

　え、どこかの組の人!?

　若頭に見えてきそうなほどの威圧感と言葉遣いで、私のほうが萎縮してしまう。睨みつける顔すらも綺麗で、ものすごく迫力がある。

　彼に対し、次期杜氏らしい男はもうチンピラにしか見えないが、青筋を立てて突っかかっていく。

「脅迫だぁ？　それを言うなら、この女は俺が汗水流して作った商品を侮辱してきたんだぞ。名めい誉よ毀き損そんで訴えてやっからな！」

「えぇ～……」

　口元を歪ませて引く私。美麗な彼も、心底呆れた様子でため息を吐つく。

「名誉毀損の定義も知らないのか……彼女からは貴重な意見をもらえたんだからむしろ感謝するべきなのに。まあ、ここを大衆居酒屋かなにかと勘違いして、無様に喚わめく酔っ払いには理解できないか」

「はぁぁ!?　てめぇ……！」

　華麗な毒舌で怒りが沸点に達したかのごとく、男は拳を握って動き出す。殴りかかるのではと、私はひゅっと息を呑んだ。

　しかし、まったく動じない男性はその手首をぐっと掴み、なぜか自分の目の前に持ち上げた。酔っ払いの彼も「な、なんだよ!?」と動揺を露わにする。

　観察するようにその手をじっと見た彼は、心なしか宥なだめるような声になって言う。

「こんな手になるまで試行錯誤して作り上げたんだろう？　わが子のように手塩にかけた酒を、世間に認めてもらえない悔しさはよくわかる。だが、これで腐って改良しなければ同じことの繰り返しだ。一生いいものは生み出せない」

　意外にも寄り添うような言葉が紡がれ、私は目を見張った。酔っ払いさんも急に毒気を抜かれたかのごとく表情が変わる。

　この人も荒れた手に気づいたんだ。観察力に優れていて、冷静に諭す姿に胸を打たれた。

　怖い人ではなさそうだと、ちょっぴりじーんとさえしていると、彼はもう片方の手で自分のスマホを掲げてみせる。

「わかったら顔洗って出直せ。それ以上彼女に難癖をつけるなら、お前を社会的に抹殺する」

　あ、やっぱり組の人かな!?

　再び威圧感のある声色に戻り、今の様子を撮影していたのかと思わせる素振りに、酔っ払いさんはギクリとする。さっきの言葉もあって張り合う気を失くしたのか、バッと手を振り払った。

「……クソッ。やってらんねぇ」

「あの！」

　踵きびすを返して階段を下りようとした彼を、私は咄とっ嗟さに呼び止める。すごく嫌な人だけれど、これを新たな酒造りの第一歩にしてほしくて。

「パワーアップしたあなたのお酒、また飲めるのを楽しみにしていますから。応援しています」

　わずかに目を見張った彼は、舌打ちしただけでなにも言わずに私たちに背を向けた。

　一難が去ってほっと胸を撫で下ろす私の隣で、男性もひとつ息を吐き、スマホをポケットにしまって言う。

「簡単なもんだな。ただスマホを見せただけなのに」

「なにも撮ったりしていなかったんですか」

「そんなことしなくても、あれくらい黙らせられる」

　朝飯前だと言わんばかりの余裕さを、単純にカッコいいと思ってしまう。なんの仕事をしているのか気になるが、ひとまずお礼をしなければと、きちんと向き直って深く頭を下げる。

「助けてくださってありがとうございました！　お食事にいらしたんですよね？　すみません、急きょ休みになってしまって」

「ああ……また来るよ。でも、俺がここに来たのは君に会いたかったからでもある」

　目を見て〝会いたかった〟などと言われて少々ドキッとするも、一体なぜなのか気になって首をかしげる。

「花菱依都さん、だよな？　君の噂を聞いた」

　彼の口から出たひと言にギョッとした。フルネームまで知っているし、さっきの人と同じく誤解されていたらたまったもんじゃないと、慌てて訂正する。

「勘違いしないでくださいね!?　私、枕営業なんてしていませんから！」

　つい大きな声を出してしまい、男性がやや驚いて目を丸くした。直後、階段からまたお客様らしき男女が上がってこようとしているのに気づいてはっとする。

　今の、聞かれた!?と焦りつつ、今日は休業だと伝えて丁寧に謝る。あたふたする滑こっ稽けいな私を見ていた彼は、ぷっと噴き出した。

　あ……笑った。初めて見た気を許した表情に、胸がきゅんと小さく鳴る。

　彼はわずかに口角を上げたまま、先ほどとは違う穏やかな声で言う。

「わかってるよ。頼んだ料理に合う酒を提供してくれるんだろう」

「その通りです！」

　よかった、この人にはちゃんと正しく伝わっているみたいだ。きっとさっきの酔っ払いさんがレアケースだったのよね。

　過剰反応してしまったのが恥ずかしく、「すみません、さっきの男の人には勘違いされていたもので……」と苦笑を漏らした。

　事の経緯を軽く説明すると、彼は再び軽蔑するような目をして吐き捨てる。

「あいつは君が商社の社長にでも取り入ってるんじゃないかと思って、それにあやかろうとしたってことか。低俗なやつだな。もっと制裁を与えておけばよかったか」

　やっぱり怖いな……めちゃくちゃ煙草が似合いそう。

　漫画で見るヤのつく職業の人のイメージを重ねていると、彼のブラックダイヤのような瞳がこちらに向く。

「これからなにか予定があるのか？」

「私ですか？　いえ、なにも」

「なら、一緒に飯でもどうだ？　君は予想以上に日本酒の知識がありそうだから、もっと話してみたい」

　ストレートに誘われ、心臓が軽く飛び跳ねる。

　ど、どうしよう……!?　そんな風に初対面の男性に食事に誘われた経験なんてないから、どうすればいいのか。でも助けてもらった恩もあるし、私も単純にこの人のことをもっと知りたい気持ちもある。

　なによりまず名前を知りたくて、遠慮がちに尋ねてみる。

「お誘いは嬉しいのですが、あなたは……？」

「ああ、怪しい者じゃない。君も俺の会社を知っているはずだ」

　まだ名乗っていないのを思い出したように、彼は名刺を取り出す。差し出されたそれを両手で受け取り、まじまじと見つめる。

　真っ先に目に入ったのは〝御み鏡かがみ史し悠ゆう〟という名前。

　その苗字にはっとした私は、次に社名とその後に続く〝代表取締役社長〟の文字を見て目を見開いた。

「えっ……御鏡酒造の、社長!?」

　驚愕して声がひっくり返った。

　御鏡酒造は、お酒が好きではない人も社名を知っているであろう大手の酒造メーカーだ。東京にビルを建てて大量生産していることで有名で、海外にも販路を持っていると聞く。

　組の人じゃなかった……と安心しつつ、このお方が社長だったなんて！と唖あ然ぜんとする。御鏡酒造の社長は若くてイケメンだというのは有名だが顔までは知らなかったし、まさかお目にかかれるとは。

「職場以外で、話が合いそうな女性に会うのは初めてなんだ。君にとても興味がある」

　まっすぐ目を見つめてそんな風に言われ、頬がほんのり火照り出す。

　御鏡さんは、さっきからとてもストレートな発言をする。裏表がなく自分をしっかり持った、強さを秘めている人のように感じる。私の心を簡単に揺らすくらいの。

　彼とひと時を過ごしてみたいという好奇心が膨れ上がる。お酒の話をするだけじゃなくて、彼自身のことをもっと知りたい。

　彼の誘いに応えようと自然に口を開きかけた時、私のバッグの中でスマホが音を奏で始める。着信であることは御鏡さんもすぐにわかったらしく、手のひらを軽くこちらに向ける。

「どうぞ」

「すみません……！」

　断りを入れてスマホを取り出す。このタイミングで誰だろうと思いつつ名前を見ると、あのＳＮＳを投稿した張本人の雫からだった。

　手持ち無沙汰に四時の外観を眺める御鏡さんを気にしつつ、スマホを耳に当てて「はい」と出ると、可愛らしく元気な声が聞こえてくる。

《依都ちゃん、おたおめ～！》

「ありがとう、雫」

　私の誕生日を祝ってくれる人がここにもいた。心がほっこりして笑顔になる。

　私の三つ年下で二十三歳の雫は、見た目もノリも現代のギャルという感じの子。上京して初めてできた友達で、私にとっては親友と呼べる存在だ。

　とても明るい性格で皆から愛されている彼女は、今もテンション高めに話してくる。

《今日、仕事ないよね？　釣りをやってるお得意さんからカンパチを一尾もらってさ、食べきれないほどだからよかったら来て。誕生日なんだし、お刺身パーリナイするっしょ！》

「へぇ～、カンパチは贅沢！　ありがとう。食べたいのはヤマヤマなんだけど……」

　そこまで言ったところで、ちらりと御鏡さんを見やる。迷いを振り切って口を開く。

「ごめん、先約があって」

　思いきって断ると、御鏡さんの瞳もこちらを向いた。それにすらドキリとする自分はどうしたものか。

　電話の向こうからは驚きの声が聞こえてくる。

《えー！　依都ちゃんに先約する相手なんていた!?》

「いたの、一応」

　若干失礼な彼女に苦笑いするけれど、確かに私は交友関係が狭いから驚かれても無理はないかもしれない。

　雫は残念そうにしながらも《おけ。じゃまた今度ね～》と明るく言い、通話を終えた。スマホをしまう私に、御鏡さんが確認する。

「……よかったのか？　誰かから誘われたんだろう」

「大丈夫です。いつでも会える子なので。でも御鏡さんとは、食事するなんて最初で最後だろうし」

　こんな機会はきっと二度とない。これは誕生日に神様がくれたプレゼントなのかも、なんて都合よく解釈して口元を緩めた。

　しかし、御鏡さんはなぜかわずかに眉をひそめる。

「なぜそう決める？　お互い、また会いたいと思うかもしれないだろ」

　予想もしていなかった言葉が返ってきて、私は目を見張った。

　この人には心を揺さぶられてばかりだ。会って間もないのに、どうしてこんなに引き込まれそうになるんだろう。

　不思議な感覚を抱く私に、彼はゆるりと口角を上げる。

「とりあえず、俺を選んでくれてありがとう」

　そんな風に言われると、なんだか妙に恥ずかしくなって目を逸らす。「行こう」と歩き出す彼に、俯き気味なままついていった。




　タクシーに乗ってやってきたのは、代だい官かん山やまにある『Hidaka』というレストラン。外観はハイセンスな造りでとてもおしゃれだが、飛ひ高だか酒造という地方の酒蔵で造られている日本酒をメインにしている珍しいお店だ。

　エントランスに向かって歩きながら、御鏡さんが言う。

「ウチにも直営のレストランがあるが、今日は敵情視察も兼ねてここにした。君もいい勉強になるだろう」

「はい！　私も一度来てみたかったんです」

　ここは料理も格別なのだが、それはあくまでもお酒を引き立てるものという考えだそう。料理に合うお酒を提案している私と通ずるものがあるので気になっていた。

　店は木のぬくもりを感じる内装になっており、温かな雰囲気で入りやすい。厚手のカーディガンにスキニーパンツというカジュアルな服装の私でも浮かないのでよかった。たぶん、御鏡さんが気を遣ってくれたのだろうけれど。

　席に案内されると、スタッフの女性がそれぞれの日本酒の特徴や、どの料理が合うかなどを詳しく教えてくれる。御鏡さんの言う通り、自分の仕事にも活かせそう。

　コースを頼めるのは予約のみなので、飛び込みで来た私たちはいくつかのアテを単品で選ぶことにする。

「これ美味しそう！　……あ」

　メニューを見て惹かれたものを指差したものの、お値段の高さに怯ひるんでしまった。私のお財布事情では少々気が引ける。

「あー……やっぱりやめておこう」

「どうした？　頼めばいいだろ」

「や、ちょっと予算オーバーになっちゃいそうなので」

「君に払わせる気なんて毛頭ない。俺が誘ったんだし、遠慮するな」

　御鏡さんは当然のように言い、さっそくそれを頼んでくれた。社長である彼からしたら微々たる出費なのだろうけど、その潔さが男らしい。

　私が気になったメニューのひとつは伊勢海老の炙あぶり。

　殻ごと豪快にふたつに割り、海老味噌がぐつぐつになるまで焼いたそれは、バーナーで炙られてさらにいい香りがする。きゅっと締まった身の上にクリーミーな味噌がたっぷり乗っていて、口に含んだ瞬間贅沢な風味がいっぱいに広がった。

　とても美味しく、飛高酒造のお酒との相性も抜群で舌鼓を打っているのだが、私たちは気がつくと御鏡酒造の話をしている。

「この伊勢海老の炙りに合うのは、御鏡酒造の酒ならやっぱり〝ひやおろし〟か」

　御鏡さんの言葉に、私もうんうんと頷く。

　ひやおろしとは、冬場に造られた日本酒を寝かせて秋に出荷するもの。半年間ほど熟成させるので飲み口はよりまろやかに、味わいも深くなっていて、きのこやさつまいもなどを使った秋の料理にもよく合う。

「御鏡酒造のひやおろしは濃厚でとても香りがいいので、海老や味噌の香りと絶妙にマッチするはずです。ぬる燗にするのもおすすめしたいですね～。お米の旨味が増すので」

　この純米吟醸酒もすごく合うのだけど、とワイングラスに注がれたそれを口に含んで感嘆のため息をこぼす。

「依都さんは本当に好きなんだな、日本酒が」

　そう言われて目線を正面に向けると、穏やかな笑みを浮かべる彼と目が合いドキッとした。〝依都さん〟なんて何度も呼ばれているのに、なぜだか自分の名前が特別なものに感じる。

　食事中は冷酷な雰囲気はまったくなく、この姿も本来の彼なんだろうなと思う。

「それに、とてもお人好しだ。さっき、あの失礼極まりない男に対しても真摯だっただろう。あいつのためにあえて欠点を指摘したり、励ます言葉をかけたり」

『俺にはマネできない』と言いたげに片方の口角を上げる彼に、私は苦笑を漏らす。

　欠点を指摘したのは単にイラッとしたせいでもあるし、お人好しというよりお節介のような気がする。でも日本酒造りの大変さはよくわかるから、彼をなんとかしたくなったのは確かだ。

「あの人、お酒が入っていたせいであんな態度になっていただけで、悩んでいるのはたぶん本当なんだと思ったんです。ガサガサの手を見れば、一生懸命お酒を造っているのはわかりましたから」

　御鏡さんは同意するように軽く頷き、なんとなく意味ありげな瞳をこちらに向ける。

「そこまで理解があるのは、酒米農家のお祖じ父いさんのおかげか」

　彼の口から出た言葉に、私は目を丸くした。

　祖父は確かに新潟で酒米を作っている。人手不足や高齢化が進んで農家の数が減っている中、祖父はわりと大きな規模の田んぼを所有して安定した生産を続けている。

　しかし、どうしてそれを御鏡さんが知っているのか。

「君のお祖父さんが作っている酒米を、三年ほど前からウチで使わせてもらっている。会った時、嬉しそうに君の話をしていたよ。『いつまで経っても孫が可愛い』って」

「そうだったんですか!?　お恥ずかしい……」

　そんなに前から祖父が天下の御鏡酒造にお米を提供していたなんて、知らなかったから驚きだ。私が上京して以来、里帰りは度々しているものの、そこまで詳しい仕事の話はしないから。

　でも、これで御鏡さんが私のフルネームを知っていたのも納得する。噂で聞いたわけじゃなく、祖父と関わりがあったからだったのね。

　ガサツだけれど私を甘やかしてくれていた、大好きな祖父の姿を脳裏によぎらせつつ、ふと思う。

　御鏡さんは、大手企業のトップでありながら地方の酒米農家にまで自ら会いに行くのか。きっと仕事に手を抜かない人なんだろうな。

　彼のことをもっと知りたい――そんな好奇心が膨らんで、まずは仕事について詳しく話を聞くことにした。

　御鏡酒造は、今は東京に作った工場とオフィスが本社となっているが、元々は新潟で営んでいる小さな酒蔵だった。

　そこが御鏡さんの実家であり、現在もお父様が杜氏を務めている。お父様は大地主でもあって、杜氏として指揮を取る傍ら、お母様と一緒に土地や建物の管理の仕事もしているのだそう。

　お父様が大地主ということは、御鏡さんは資産家の息子でもあるわけだ。私にとっては住む世界の違うセレブとしか言いようがない。

「実家の商品を国内だけじゃなく海外にも広めるために、もっと大量生産したり宣伝したりできないかって考えて今の会社を立ち上げたんだ」

「本当にすごいですよ。酒蔵を完全再現した工場を東京に作っちゃうなんて」

「金はいくらでもあったからな。健全な使い道だろ」

　そんなことをさらっと言っちゃうなんてさすが御曹司、と唸うなりたくなる。でも、確かに使うべきところに使ったという感じかもしれない。

　御鏡酒造は〝日本酒は酒蔵で造るもの〟というイメージを一新させた。徹底した温度管理や工程管理で、クオリティーもほぼ同じものを生み出しているのだから。

　さらに瓶やラベルもおしゃれなものが多く、近年は〝映える〟と女性からの人気も高い。私が好きなひやおろしも透明な瓶に紅葉が散らされていて、ハーバリウムのように綺麗なのだ。

　自分の理想を語る御鏡さんは、心なしか生き生きしているように見える。

「俺たちが造った日本酒で、世の中の意識を変えるのが目標だ。なぜかいまだに〝日本酒はオヤジの飲み物〟ってイメージがあるのが解せない」

「わかります！　私もたまに『オジサンみたいだね』って言われるし、友達も苦手な人が多いです」

　思わず身を乗り出してしまった。彼の言う通り、私の周りで日本酒を酌み交わせるのは、新家の皆と酒屋の娘である雫ぐらいだ。

「飲まず嫌いな人には、最近の新しいタイプのものを一度飲んでもらいたいです。私も初めて御鏡酒造のお酒を飲んだ時、こんなに美味しい日本酒があったんだ！って衝撃を受けたので」

「それはよかった。そう言ってもらえると、俺たちだけじゃなく、君のお祖父さんのような農家の人たちも報われる」

　御鏡さんはどこか満足げな様子で、クリアなお酒を軽く口に含む。

　彼の言葉は胸に響くものばかりだ。それはたぶん、彼自身が誠心誠意仕事に向き合っているからじゃないだろうか。

「御鏡酒造のお酒がたくさんの人に愛されるようになったのは、きっと誠実なあなたが社長だからなんでしょうね」

　尊敬の気持ちも込めてふわりと笑みを浮かべる。彼は一瞬目を見張った後、ほんの少しだけ照れたようにまつ毛を伏せ、口角を上げた。




　あっという間に時間が過ぎ、気がつけば午後十時になろうとしていた。ほとんどお互いの仕事とお酒の話で終わってしまったが、同じ熱量を持ってこんなに語れたのは久しぶりで、すごく楽しかった。

　帰る前にお手洗いに行き、もう予定はないというのにメイクと髪を軽く直して御鏡さんのもとへ向かう。いい感じに酔っ払って、身体がふわふわしている。

　支払いは、やっぱり自分の分は自分で払うと食い下がったのだが、御鏡さんが一瞬怖い顔をしたので素直にお言葉に甘えることにした。今日は彼に感謝しっぱなしだ。

　ふたりでレストランを出ると、冷たい空気が肌を刺す。それもたいして気にならないほど、今の私は上機嫌になっている。

「お酒も料理も美味しかった～。ごちそうになってしまってすみません。なんか私だけ飲んでいたような……」

「気のせいだ」

　間髪を容れずに返した御鏡さんは、相変わらずクールな表情だけれどほんのり頬が紅潮しているように見える。おそらく彼も多少酔っているのだろう。

　私ばかりおかわりしていて、彼は一合くらいしか飲んでいない気がしたのだが、気のせいだったか。

　タクシーを拾うため歩き出そうとしてふと周りを見ると、きらきらと輝く街に目を奪われた。クリスマスの一カ月前は毎年こうなのに、なぜかいつにも増して美しく感じる。

「イルミネーション、綺麗ですね」

「ああ。少し見ていくか」

　同じように目線を上げていた御鏡さんのひと言に、私は思わず「はい！」と元気な返事をした。彼はクスッと笑って歩き出す。

　子どもっぽいと思われただろうか。ただイルミネーションが見られるのが嬉しいわけじゃなくて、まだ御鏡さんといられるのが嬉しいんだけどな。

　密かに胸を弾ませ、地元の話で地味に盛り上がりながら光を纏う並木道を歩く。

「東京のイルミネーションは、規模が違って圧巻ですね。まあ、自然の光では私たちの実家のほうも負けてませんけど」

「自然の光？」

「星と蛍ですよ。特に蛍は都心では見られないでしょう」

「ああ、なるほど。実家の近くに蛍がたくさん飛ぶ池があったな。あの光も幻想的で好きだ」

　ゆるやかに口角の上がった彼の口から、〝好きだ〟という言葉が出てドキッとしてしまった。「私も好き、です」と妙にぎこちなく返しつつ、なに意識してるのよ、と自分にツッコむ。

　そういえば、彼に恋人はいないのだろうか。外見もステータスもハイスペックな人だから、いないほうがおかしい気がする。

「あの、今さらですが、御鏡さんは彼女いないんですか？」

「いると思うか？　優しくもないこの俺に」

　彼は質問返しをして、ふっと鼻で笑った。

　どうやらフリーらしいが、御鏡さんは自覚がないようだ。どれほど自分が魅力的かということに。

「十分優しいじゃないですか。ほら、今も風除けになってくれてるでしょう。自然にそうできちゃう人は、きっとなかなかいません」

　冷たい風が少し吹いているものの、彼がさりげなくそちら側に回ってくれたことに私は気づいていた。おかげで全然寒くない。

　御鏡さんは足を止め、意外そうな目でこちらを見つめる。彼を見上げ、ちょっぴり照れつつ微笑む。

「もちろん、それだけじゃないですよ。御鏡さんのおかげで、私は今日本当に素敵な時間を過ごせましたから。ありがとうございました」

　お礼を口にすると、穏やかな表情になった彼がおもむろになにかを差し出してきた。月白色の和紙で包装された、小さな箱らしきものだ。

「俺も、君と出会えてよかった」

　胸がときめくひと言を告げると共にそれを持たされたので、私はキョトンとして首をかしげる。

「えっと、これは……？」

「今日、誕生日なんだろう。さっき電話している時に聞こえた」

　――思いがけない誕生日プレゼント。驚きと感激で目を見開く。

　雫との電話で、あの子が『おたおめ～！』と言ったのが漏れ聞こえていたのか。だとしても、プレゼントまで渡してくれるなんて。

　包装には〝Hidaka〟と記された金色のシールが貼られているし、あのレストランで売っていたものに違いない。おそらく私がお手洗いに行っている間に、会計と一緒に買ってくれていたのだろう。

　温かな声色で「おめでとう」と言われ、胸がいっぱいになる。新家の皆や雫に言われるのとは、また違った感覚だ。

「ありがとうございます……！　すごく嬉しい。最高の誕生日です」

「ほんの気持ちだぞ」

「それが嬉しいんですよ、なによりも」

　喜びを隠せない笑顔で、彼と目を合わせる。輝く光に照らされるその表情はとても綺麗で、目が離せなくなる。

　これまでにない高揚感を覚え始めていた時、私たちのそばに一台の乗用車がゆっくり近づいてきて停車した。ロマンチックなムードが薄れ、やや不審に思う私の隣で、御鏡さんは小さく「うわ」と呟いた。とても嫌そうに。

　直後、窓が下がって運転手が顔を覗かせる。御鏡さんと同じくらいの歳の男性が、こちらを見てギョッとしている。

「えっ、やっぱり社長!?」

「チッ」

「俺を見て舌打ちしない」

　どうやら知り合いだったらしく、運転手の男性は路肩に車を停めて降りてきた。さらっとした髪に、少年っぽさが残る愛あい嬌きょうのある顔立ちの彼は、驚いた様子で私たちをまじまじと見ている。

「社長がプライベートで女性とふたりで会ってるなんて。天変地異の前触れ……？」

「うるさい」

　顔をしかめる御鏡さんに一蹴されてもまったく気にしない爽やかなイケメンさんは、私ににこっと微笑みかける。

「どうも。僕は御鏡酒造の専務兼社長のお世話係をしております、波は多た野のと申します」

「専務……！　花菱依都です。はじめまして」

　会社の方だったとわかって無意識に背筋を伸ばし、しっかり挨拶を返した。御鏡さんは「世話係だと？」とぼやいているが、波多野さんはやっぱり聞いていない素振りで言う。

「お帰りでしたら家までお送りしますよ」

「別にいい――」

「あっ、この後おふたりでアバンチュールな場所に行かれるなら遠慮しておきますが」

「送ってくれ」

　食い気味に意見を変えた御鏡さんは、さりげなく私の背中に手を当てて車に乗るよう促す。アバンチュールな場所って？と頭の中にハテナマークを浮かべながらも、促されるまま後部座席に乗り込んだ。

　車はすぐに発進し、私が住む恵比寿のアパートへと向かう。ふたりが話している様子からして波多野さんのほうが年下っぽいけれど、気を遣わない仲なのだとわかる。

　今日はたまたま波多野さんも仕事終わりに出かけていて、帰る途中だったのだそう。

　彼はミラーで私をちらりと見て、なんとなく含みのある笑みを浮かべる。

「そうか、あなたが花菱依都さんでしたか。社長が会っていたのも納得です」

「はあ……？」

「余計なこと言うと海に沈めるぞ」

　相づちを打ちつつ、なんで納得するんだろうと疑問に思っていると、すかさず御鏡さんがまた怖いことを言うので意識がそちらへ向いた。波多野さんは「ごめんなさいごめんなさい」と謝るも、私にこんな風に問いかけてくる。

「花菱さん、社長怖くなかったですか？　この人、会社ではさすがに危ない発言はしないけどめちゃくちゃ厳しいんで、陰で〝鬼蔵元〟って呼ばれてるんですよ」

「誰だ、そんなダサい呼び名を考えたやつは」

　御鏡さんはずーんと沈んだ表情をするけれど、私は思わず笑ってしまった。

　確かに、彼は蔵元だもんね。社員にも厳しくしているのは想像がつくし、鬼と呼ばれるのもわかる。

「私も、最初は組の人かと思いました」

　正直に話し始めると、波多野さんがぶはっと噴き出した。次いで「でも」と続ける私を、ぴくりと反応した御鏡さんが横目で見てくる。

「話してみたら一本芯が通っている人っていう感じで、情熱を持っているのが伝わってきて、仕事に対する信念も尊敬します。さりげない気遣いもしてくれますし、チンピラみたいな酔っ払いから助けてくれたのもすごくカッコよくて……！」

　たった数時間でもたくさんわかった彼のいいところを、上機嫌に熱く饒じょう舌ぜつに語っていると、隣の彼が片手で口元を覆って俯き気味になっているのに気づいた。

「あれ、御鏡さん？　大丈夫ですか？」

　具合が悪いのだろうかとそっと肩に触れると、彼は瞳だけを動かして私を一瞥する。

「……それ以上はやめてくれ」

　ボソッと言った彼の顔がさっきよりも赤くなっていて、胸がぎゅうっと締めつけられた。

　御鏡さんが照れている!?　なんて貴重な顔！　というか、私も恥ずかしいことをべらべらとしゃべってしまったよね……。

　今さらながら顔が熱くなり、私もしおしおと俯く。運転席から冷やかすように「よかったですねぇ、社長」と聞こえてきて、波多野さんがにんまりとしているのが想像できた。

　アパートにはものの十分ほどで着き、その手前にある道路の端で停車した。こちらを振り返る波多野さんと、直に目を合わせてお礼を言う。

「波多野さん、わざわざ送ってくださってありがとうございました」

「いいえ。またなにかの機会にお会いできることを願っています」

　最後まで快く接してくれた彼に軽く頭を下げ、同じく感謝している御鏡さんに向き直る。視線を絡ませる彼は、澄んだ夜空に浮かぶ月のような静せい謐ひつな美しさがあり、鬼なんかには見えない。少なくとも、私には。

「誕生日プレゼントまでもらってしまって、本当にありがとうございました。それで、あの……」

　これだけは伝えたくて、ちょっぴり勇気を出して言葉にする。

「最初で最後にしたくない、です」

　また会いたい。もっともっと知りたい。御鏡さんへの、単なる好奇心よりも強くて大きな気持ちが膨れていく。

　彼も、真剣な眼差しで口を開く。

「するつもりはない」

　短いその返事は、私と同じように思ってくれているのだと解釈していいだろうか。これで終わりではないと明言してもらえて、胸が高鳴るのを感じた。

　何度もお礼を言って車を降り、酔っているせいだけではない心地よい浮遊感を覚えつつ階段を上がる。二階の自分の部屋の前に着いて下を見ると、まだ停まっていた彼らの車がゆっくり発進した。

　私がここにたどり着くまで見届けてくれていたんだとわかり、感謝しきりで玄関のドアを開けた。

　築三十年越えの、１ＤＫのこぢんまりとした部屋が私の住処だ。ダイニングキッチンに置いたカフェテーブルに座り、さっそくいただいたプレゼントを開けてみる。

「わ、綺麗……！」

　和紙に包まれていた箱を開けて現れたのは、日本酒を使って作られた琥こ珀はく糖とう。小瓶の中にパステルカラーの宝石のような欠片かけらが詰まっている。

　これをくれたのも、御鏡さんにとってはただの社交辞令みたいなものかもしれない。だとしても、私の心の中はこの琥珀糖みたいにきらきらと輝いて、カラフルに色づき始めている。

　二十六回目の誕生日は、人生で初めてと言っていいくらい特別な一日になった。










和服美人の虜になった日




「最初で最後にしたくない、です」

　彼女に熱っぽい瞳でそう言われた時、胸の奥でなにかが疼うずいた。

　いや、この時だけじゃなく、今日彼女に会ってからずっと慣れない高揚感を抱いていた。自分の中で長いこと機能していなかった感情が、突然目覚めたかのように。

　今夜を最後にするつもりは毛頭ない。俺の意思がどうであろうと、彼女とはこれからも関わっていくことになるはずだから。

「また会いに行く」

　車を降りた依都さんにウインドウを下げてそう言うと、彼女は嬉しそうに微笑んで「待ってます」と返した。

　素直に可愛いと思う笑顔に、心がくすぐられる。もしもふたりきりだったら、衝動的に抱きしめていたかもしれない。

　そんな俺の煩ぼん悩のうを断ち切るかのごとく、ウインドウがゆっくり上がっていく。

「なにを見せられているんですかねぇ、俺は」

　さらに呆れ気味の波多野の声が聞こえてきて、現実に引き戻された。ミラーを見やると、丸っこい彼の目が若干据わっている。

「ピュアにいちゃつかないでくださいよ。普段皆をビビらせまくってる社長が甘くなってる姿を見るの、なんかむず痒がゆいし」

「は？」

　まったくいちゃついていないし甘くなってもいないだろうが、と眉根を寄せる。まあ、依都さんを特別な女性として扱っている自覚はあるが。

　俺のふたつ下の二十九歳で、専務を務める波多野との付き合いはそこまで長くはない。四年前に俺が本社ビルを立ち上げた時に転職してきた男で、当時一番熱心に意欲を語っていたのが彼だった。

　実力も申し分なく、より密に俺のサポートをしてもらいたくて実質ナンバーツーの座を与えた。俺に対しても、妙に下手に出たりおだてたりすることもなく、意見もはっきり言ってくれる。互いに気を遣わず、信頼し合っているのが実感できる貴重な存在である。

　だから今も歯に衣着せぬ物言いをしているのだが、若干気味悪そうに見てくるのはやめてほしい。俺が女性と親密にしているのがそんなに珍しいのか。

　俺は仏頂面のまま、ぶっきらぼうに言う。

「プレゼントのことか？　誕生日だと知ってしまったのになにもしないのは、なんとなくいたたまれない」

「それもわからなくないですけど……あの子に会うのは仕事のためなんでしょう。あまり気を持たせるようなことはしないほうがいいんじゃないですか？」

　たしなめるように言われ、再び流れ出した夜の街の景色を眺めながら少々物思いに耽ふける。

　最初から……もっと言えば依都さんに会う前から、彼女との関係を一度きりにするつもりはなかった。花菱依都という女性には大事な役割があり、彼女と親しくなる必要があったからだ。

　しかし、今の俺は当初の目的など関係なく、もう一度会いたいと思っている。会ったばかりだというのに、とてつもなく心惹かれて抗あらがえない。三十一年間生きてきた中で、こんな感覚に陥ったことが今までにあっただろうか。

　予想外の展開に軽く動揺しつつ、今日依都さんのもとへ向かうきっかけとなった出来事を思い返す。

　それは約二週間前、すでに紅葉が散り始めている田舎町でのたわいない話から始まった。




＊　＊　＊




　御鏡酒造の酒蔵は、群ぐん馬まとの県境に近い新潟の田舎町にある。雪が多い地域なので冬は足を運ぶのもひと苦労だが、スキー場や温泉に来る人たちで賑にぎわう雰囲気のいい町だ。

　明治時代初期に創業し、とても長い歴史を持つこの酒蔵が俺の実家で、父や祖父が酒造りをしているのをずっと見てきた。彼らが生み出したその味を成人するまで知ることができないというのは、なんとももどかしくて切ないものがあった。

　この思い出深い酒蔵に、十一月の二週目に短い里帰りも兼ねてやってきた。雪が降ると来るのも億おっ劫くうになるので、だいたいこの時期に毎年一度は顔を出している。

　白と黒の格子柄と、真っ白な漆しっ喰くいの壁の組み合わせがレトロな土蔵造りの建物。茶色くなった丸い杉玉が吊るされたその店内へ引き戸を開けて入ると、御鏡酒造の紋が入った法はっ被ぴを着た母が店番をしていた。

　昼間でもほの暗く柔らかな明かりが灯るその中で、彼女は俺を見てぱっと笑顔になる。シワもシミも少なく、五十代半ばに見えない綺麗な母だと思う。

「史悠！　おかえりなさい」

「ただいま。なにも変わりないか？」

「ええ、皆元気よ。お父さんもじきに来るわ」

　朗らかな母の言う通り、すぐに蔵のほうから頭に手ぬぐいを巻いた作業着姿の父がやってきた。痩せ型だが筋肉質な身体つきで、薄く髭ひげを生やした渋みのある顔立ちの彼が明るい声をあげる。

「おお史悠、帰ってたか。おいお前ら、社長さんのお帰りだぞ！」

　ややドスの利いた声で蔵のほうに声をかけたかと思うと、従業員である蔵人の男たちが数人やってきて並び、俺に向かって「おかえりなさいませ！」と声を張り上げて頭を下げた。俺は口の端を引きつらせる。

　そうだ、このどこかの組のような挨拶がここでは日常的なのだった……。

　極道モノが大好きな父の影響で、いつの間にか皆こういう風潮になっている。東京に本社を作ったのは、この蔵で働くのを遠慮したかったから……という理由が二十パーセントくらいあったりする。

　かく言う俺も、一緒にドラマを見ていたせいで昔はだいぶ口が悪かった。大人になって言葉遣いは直したが、表情や声色で人に威圧感を与えてしまうのは父の影響が少なからずあるだろう。

「相変わらずガラ悪いな……酒蔵に来た気がしない」

「史悠が来るとやりたくなっちまうんだよ。大丈夫、店に来るカタギさんには普通にしてるから」

「カタギって言うな」

　あんたもカタギなんだよ、と盛大にツッコみたい。杜氏であり、さらに資産家という大層な肩書きからは想像がつかない、やんちゃで痛い男だ。が、こんな父も嫌いではない。

　苦笑を漏らし、昔からほとんど変わらない店内をぐるりと見回す俺に、父はゴム手袋を外しながら問いかける。

「お前んとこのひやおろしの売れ行きはどうだ？」

「なかなか好調だよ。今年はさらに香りがよく仕上がってる」

「そうか。ウチも負けてらんねぇな」

　彼はレジのカウンターに片手をつき、どこか楽しそうに言う。

　だいたいこの酒蔵と同じ酒を造っているが、本社オリジナルの酒も開発している。ひやおろしもそのうちのひとつだ。どちらも御鏡酒造の酒なので張り合う気はないが、父にとってはいい刺激になるらしい。

　俺は棚から値が張る純米大吟醸の黒い瓶を手に取り、金色の文字が輝くラベルを眺める。これは俺たちが特に力を入れた酒で、あらゆる場所でアピールしている一押し商品だ。

「来月、在日フランス大使館で行われるパーティーでも、御鏡の酒を提供させてもらう。これでまた話題になるだろう」

「日本食のプロモーションイベントだったか。外交に俺たちがひと役買う時が来るなんて思いもしなかったな。史悠のおかげだ」

　誇らしげにする父に、俺の口元も緩む。

　この酒蔵だけで営業していたら、おそらく得られなかった機会だろう。チャンスを増やしていくことが俺が社長になった目的のひとつでもあったので、達成感もひとしおだ。

　終始にこにこしている母も「本当にそうよねぇ」と頷き、ふいにわくわくした様子で聞いてくる。

「フランス大使館ってことは、あのラヴァルさんも来るのかしら？」

　ラヴァルさんというのは三十三歳という若さでフランス内閣の最年少、環境大臣に就任した男性で、モデルのように美しい容姿が日本でも話題になった人物だ。

　例のイベントは日仏間の観光交流を目的としたもの。ラヴァルさんとは直接関係がないので、来るかどうかは微妙なところだ。

「まだ詳しいことはわからないが、今回は難しいと思う。でもかなりの親日家だし、日本での会議だとか、なにかしらの予定があれば来るかもな」

「そう。来るなら私も参加させてもらいたいわ～。ハリウッドスター並みにイケメンな閣僚、生で見たら枯こ渇かつした胸キュンが補給できそうだもの」

　ほんのり頬を染めて言う母に、蔵人のひとりが「姐さん！　おやっさんがいじけてます」と声をあげた。聞いていないフリをしつつ口を尖らせている父にも、ふたりの呼び方にも、ツッコむのが面倒になってきたのであえて触れないでおく。

　俺の実家は昔からこんな調子である。一応裕福ではあるが気取ったところはなく、なんの変哲もない平和な家族だ。

　夕方になり、もうひとりの家族である妹の叶かな芽めがやってきた。

　一昨年嫁に行った彼女は、俺が帰省する時に合わせて顔を出し、皆で一緒に食事をするのが恒例となっている。彼女が帰ってきた時、蔵人たちが「お嬢！」と呼ぶのは言わずもがな。

　酒蔵の奥の敷地にある俺たちの家は、豪邸と呼ばれる部類に入るだろう。日本家屋ではないが和を意識した造りで、緑の多い土地に馴染むデザインとなっている。立派な池や庭園もあり、まるで料亭のようだ。

　御鏡家はこの辺り一帯の土地を所有しているため、昔から周囲の人々は俺たちを崇めるように一歩引いて接する節があった。しかし父の代になってから、彼の気さくな人柄のおかげで周りとの壁がだいぶなくなった気がする。

　居心地のいい家に家族がそろうと、タイムスリップしたかのごとく懐かしく温かい気持ちになる。今夜も豪勢な海鮮に加え、母の手料理が用意されたリビングダイニングに集まり、わが家の日本酒で乾杯をした。

　おしゃべり好きな二十七歳の妹が主に近況を話し、俺は基本聞き役に徹する。そのうち仕事の話題になり、父が神妙な顔で俺に話しかけてくる。

「前に相談してた新種の酒についてだが、酒米農家との折り合いがつかなくてな。花菱さんにぜひ頼みたいんだが、なかなか首を縦に振ってくれないんだよ」

　それを聞き、酒も入って気が緩みまくった頭を仕事脳に戻す。

　以前から、父が貴重な品種の酒米を使用した新しい酒を造りたいと言っていて、もちろん俺も協力するつもりでいる。

　本社では担い手のいない田んぼを買い取って自社栽培もしているが、今回使いたい米は新たな品種。栽培するにはそれなりの知識と技術を持った人物の協力が必要だ。

　それだけでなく、その米に適した土地と水も重要になる。花菱さんのところは米の出来もよく毎年安定しているため最適なのだが、彼にとっては負担が大きいのだろう。

「新種の米を作るってなると、今まで以上に労力がかかるからな」

「ああ。人手が足りないことが一番の原因だが、花菱さんもご高齢だし、今から新しいことをしようって気にもならないんだろう。別の農家をあたったほうがいいか……」

　ため息混じりに言うくらい、父は花菱さんを贔屓にしている。これまで取引してきたどの農家よりもこちらの意見を理解し汲み取ってくれて、かつ米作りには妥協しない。俺も時々会っているが、そういう姿勢が尊敬できる人だ。

　だから今回の試みも相談しているのだが、花菱さんが難色を示すのも無理はない。確か以前にも彼の跡を継ぐ人がいないと話していたし、先のことを懸念してこの件を承諾するのをためらっているのかもしれない。

　日本酒が揺れる、繊細なカットが施された江戸切子を見るともなしに眺め、少々思案してから問いかける。

「花菱さんって、若い人を育てることは好きか？」

「わりと熱心なほうだと思うぞ。たまに農業高校の学生の研修を受け入れたりしてる。人がいいから、若い衆も花菱さんのこと気に入ってるしな」

「そうか……。なら、ひとつ考えがある。俺が花菱さんに直接交渉してみるよ」

　そう告げてぐい吞みを口に運ぶ俺に、父は一瞬キョトンとした後、「さすが社長」と冷やかして口角を上げた。

　俺たちのやり取りを隣で静観していた叶芽が、話が途切れたところでこちらに身を乗り出す。ふんわりとウェーブを描くボブの髪が揺れ、俺と同じく母に似た二重の瞳で探るように見てくる。

「お兄ちゃん、仕事もいいけど結婚も考えてるの？　今時三十一歳で結婚してない人は珍しくもないけどさ、せめて彼女くらい作りなよ。私のためにも」

　またその話か、とややうんざりするも、最後のひと言が引っかかって眉をひそめる。

「叶芽のため？」

「そう。お兄ちゃんに彼女がいないせいで、未婚の友達から『お兄さん、彼女いないなら紹介して！』ってめちゃくちゃ言われるの。ここ数年特に多くなってきて面倒なんだよね。なんとかして」

「それは俺がなんとかしなきゃいけない問題なのか……？」

　なんとも理不尽な理由に、俺は口元を歪ませた。

　叶芽の周りの女性は年齢的に結婚を考えるものだろうが、俺を指名されても困る。こちらに気がないのに会ったところでなにも進展しないと思っているので、もちろん婚活などもしていない。

　しかし、俺の結婚を望んでいるのは両親も同じだ。

「私たちもぜひ結婚してもらいたいと思ってるわよ。早く素敵な人が見つかるといいわね」

「ああ、そろそろ跡継ぎのことも真剣に考えてくれ。俺たちも安心したいし、単純に孫の顔が見たい」

　母に続き、父も腕組みをして言う。最近は里帰りするたびにこういう話が出るようになってしまった。

　ふたりの気持ちもわからなくないし結婚したくないわけでもないが、そこまで想える相手に出会えていないのだからどうしようもないだろう。跡継ぎも、俺の子じゃなければいけない決まりなどない。

「跡継ぎは同じ血筋の人間じゃなくたっていいだろ。それに、孫の顔が見たいなら叶芽に期待してくれ」

「私はまだ無理。やりたかった仕事をやっと任せてもらえたばっかりで、今穴を空けるわけにいかないもの」

　叶芽は結婚はしていてもまだ子供を作る気はないらしく、きっぱり言い放って天ぷらにかじりついた。

　彼女は地元の出版社でライターとして働いている。仕事に打ち込みたいのは俺もわかるし、子供ができたら女性のほうが圧倒的に大変なのも容易に想像がつくので、無理強いはできない。

　となると、やはり矛先は俺に向くわけで……。

「だから、まずは結婚目指して頑張って。お兄ちゃんって口悪くてスパルタだから怖がっちゃう人多いけど、妹の私から見ても顔はレベル高いと思うし」

「そうよ。ちょっと甘く微笑めばコロッと落ちる女の子がきっといっぱいいるわよ～」

「資産家の御曹司ってこともアピールするんだぞ。アコギな男だって思われない程度にな」

　いらない応援をする無邪気な妹、ほんわかしているくせに若干腹黒い発言をする母、相変わらず極道かぶれの父。三人が口々に勝手なことを言うので、ツッコミが追いつかない。

　なんだか皆誤解していそうなので、とりあえず「別に彼女ができなくて苦労してるわけじゃない」と語尾に怒りマークをつけて主張しておいた。

　仕事に奔走しているうちに、恋愛の仕方も、感覚すらも忘れかけている。しかし自分の心を動かす存在に出会えた時に、それは自ずと取り戻せるものなんじゃないだろうか。

　三人がやんややんやと言い合っている中、俺はぼんやりとそんな風に考えていた。




　学生時代のままの無骨な自分の部屋でひと晩過ごした俺は、翌日さっそく花菱さんのもとへ出向いた。

　稲刈りを終えてどことなく寂しげな田んぼから、少し歩いたところにある昔ながらの農家の日本家屋が彼の家だ。突然現れた俺を見て、花菱さんはとても驚いていたものの快く迎えてくれた。

　こんがりと日焼けした肌に、ゴマのような顎あご髭を生やした優しげな顔は以前と変わっていない。若干身体が小さくなった気がするが、軽快に動く姿から健康そうなのは見て取れた。

　彼の妻はすでに他界しており、ひとり暮らしをしている。元気とはいえ七十代なので少々心配にもなるが、一緒に米作りをしている年下の仲間が毎日のように顔を出すらしい。

　居間に通され、小さなこたつのそばに座らせてもらう。慣れた手つきで茶を淹れた花菱さんは、湯呑をこちらに差し出して明るく話し出す。

「御鏡酒造の活躍はすげーなぁ。そんな大手の社長さんが、よく自ら会いに来るもんだよ」

「花菱さんを口説こうと思いまして」

「こんなジジイじゃなく若い子にせい！」

　歯を見せておかしそうに笑った彼は、すぐに落ち着いた表情になり、「なんてな。新種の酒米のことだろ？」と緩やかに口角を上げた。

「申し訳ないが承諾するつもりはねぇよ。俺はこの歳で、手伝いの連中も中年ばっかだし、続ける保証ができん。突然やっぱりダメだってなったら、あんたらも困らせることになんだろ」

　諭すように言う彼は、やはり今後を懸念してほぼ諦めているようだ。ならばと、俺だからこそできる提案をする。

「花菱さんのお考えは理解しているつもりです。それを踏まえての相談なのですが、確実に米作りを続けられるよう、私のほうから社員を送るのはいかがでしょう？」

　そう切り出すと、花菱さんがぴくりと反応を示す。

「都会で暮らしていると、自然に囲まれた田舎の生活が魅力的に感じるものです。私のもとで働く社員の中にも、農業に興味を持っている若者が何人もいます。彼らを派遣する形で、花菱さんのお手伝いをさせていただけませんか」

　社員と話をしていると、わりと農業をしてみたいという声が聞こえてくる。スローライフに憧れる者も多いし、酒米作りの企画を立てればきっと乗ってくれる人がいるはずだ。

「彼らの給料はもちろんこちらが出しますし、住む場所も手配します。花菱さんには彼らの先生となってご指導していただく必要がありますが、これでもし本格的に農業をやりたい人が出てくれば、私はそれを後押ししたいと思っています」

　これは俺が思いついたばかりで、まだ会社のほうとはなにも話を詰めていないが、とりあえず花菱さんの反応を窺うかがっておきたい。若者の育成に協力的な彼なら、この提案に魅力を感じてもらえるのではないだろうか。

「どうでしょう。うまくいけば、いい後継者が見つかる可能性もあるかと」

　呆気に取られた様子で耳を傾けていた花菱さんは、腕を組んで唸り始めた。ものすごく悩んでいる。

「いやぁ～、それなら確かにできなくなさそうだが……そんなにうまくいくかねぇ」

「他になにかお望みがあれば、できる限りお聞きします」

　なるべく花菱さんの希望に沿う形にしたいと思いながら言うと、彼は「他の望みか……」とため息混じりに呟き、苦笑をこぼす。

「あんたの提案に不足しているところはないと思うよ。あとは俺のやる気次第だろ。だが、最近どうもいろんなことに身が入らなくてな」

　やや表情を曇らせる彼が心配になり、遠慮がちに問いかけてみる。

「体調が優れないとか……ですか？」

「俺は大丈夫なんだが、娘がな。がんの検査で引っかかっちまったらしい」

　さらっと口にされたものの、その内容は重苦しいもので俺は口をつぐんだ。

「まだ要精密検査って段階だから、がんだって確定したわけじゃない。それでも心配で、いろいろ手につかなくなるんだ。久々に連絡してきたと思ったらそんな報告だったんだから、たまんねぇよ」

　口元を歪ませる彼の気持ちが、痛いほど伝わってくる。

　自分の子が決して軽くはない病気かもしれないと知ったら、いてもたってもいられないだろう。花菱さんがなかなか煮え切らないのは、本当に気持ちの問題だったのだ。

「俺が望むのは仕事のことじゃなくて、娘と孫の幸せだよ。親子仲がよくならないまま、あの子が重い病気になったらって思うと……」

　吐と露ろされる彼の心情に耳を傾けている最中、気になる内容が含まれていたのでつい反応してしまう。

「娘さんとお孫さんに、なにかあったんですか？」

　立ち入ったことだろうかと思いつつ尋ねると、花菱さんは暗くなっていた表情を崩して苦笑いする。

「あーわりぃわりぃ。社長さんに聞かせる話じゃなかったわ」

「よければ聞かせてください。花菱さんの気持ちも少しはラクになるかもしれませんから」

　俺がこんな風に返すとは意外だったのか、彼はキョトンとした。

　仕事に関わってくるのも確かだが、単純に彼の悩みを吐き出させてあげたい。俺はお人好しなわけではなく、ただそうしたいという自分の意思に従うことにしている。

　先ほどから気づいていた、棚の上に置かれた写真立てに目をやる。亡き妻とのツーショットと、花菱さん夫妻と若い女性の三人で撮られたものだ。

「あの写真に写っているのがお孫さんですか？」

「ああ、そうそう。ちょっと見てくれるかい」

　孫の話を出した途端、花菱さんは表情をほころばせておもむろに腰を上げた。写真立てを手に取り、俺に差し出す。

「依都っていうんだ。優しくて頭もよくて、とびきりの美人なんだぞ」

　自慢げに見せられたそれに写るのは、艶つやめく長い髪を耳にかけた透明感のある顔立ちの女性。おそらく誰が見てもその美び貌ぼうを褒めるだろう。

「確かに、とても綺麗な方ですね」

「だろ～？　今は東京にいるんだが、変な男に絡まれないか心配でしょうがねぇや」

　花菱さんもかつてないくらいデレデレになっている。可愛くて仕方ないというのが丸わかりだ。

　しかし、その笑みに再び影が落ちる。

「この子が小さい頃に、父親が事故で亡くなったんだ。依都はほとんど覚えていないだろうが、娘は相当ショックを受けて……ノイローゼになって育児放棄しちまって、依都に十分な愛情をかけてやれなかった」

　彼女の生い立ちは、とても重く悲しいものだった。写真の中で咲いている明るい笑顔からは想像がつかない。

「娘は俺たちに依都を預けたまま、どこかへ行って帰ってこなくなった。だから、この子は俺と女房とで育てたようなもんさ」

「それで、ふたりは今も疎遠に……？」

「ああ。娘はノイローゼからうつ状態になって、病院に通ってた時期が長くてな。バツイチの女友達が支えてくれたみたいでなんとか立ち直れたんだが、依都と会うとまた戻っちまうんじゃないかって心配もあって会えずじまいだったんだ」

　花菱さんは悲しみを露わにして、ずっと自分の中にしまっていたのであろう事情を話し続ける。

「娘は治ってからひどく後悔していたよ。でも、今さら自分には合わせる顔がないと思ってるらしくて、俺にも依都にも会おうとしないんだ。だから、依都はなおさら娘を憎んでいるかもしれない」

　自分を捨てたも同然の母親か。憎しみを抱いてもおかしくはないし、自分がその立場だったら少なからず恨むだろうなと思う。

「こっちとしては、悪いと思ってるなら償う気持ちで俺たちと会ってほしいんだがな。病気がどうなるかもわからんし……。とにかく、依都には本当にかわいそうなことをした」

　花菱さんが悪いわけではないのに、懺ざん悔げするかのようにうなだれる姿を見て胸が痛む。自分の娘が孫に対して愛情を注げなかったというのは、彼にとってどれだけ心苦しいか。

　なによりつらいのは依都さんだろうが、母親にも同情する部分はある。考えるほどやりきれなくなるな。

「……それぞれがつらい思いをされたのですね。自分がいかに恵まれた人間なのかがわかります」

「いや、悪いね。本当にべらべらしゃべって、気遣わせちまって」

「とんでもない。聞かせてくれと言ったのはこちらですから」

　花菱さんは俺に力なく微笑みかけ、「よっこらしょ」と立ち上がる。写真立てを元に戻して切なげな表情をする彼を眺めながら、俺はしばし考えを巡らせていた。




　それからも少し依都さんについての話はしたが、結局酒米作りについてはいい返事をもらえずじまいだった。しかし、念のため社内では計画を進めておくことにする。

　波多野や他の部門長を集めてこの件を共有すると、会社的には問題ないので前向きに進めようと話がまとまった。

　あとは花菱さんの気持ちだけだ。どうしたら彼をその気にさせられるだろうか。

　あれこれ思案していた時、会議に参加していたひとりの社員が、「市場調査でとある酒屋に行ったら面白い話を聞けましたよ」と言ってきた。

「四時っていう割烹料理屋で働く女性スタッフが、料理にぴったりの日本酒を選んでくれるらしいんです。唎酒師の資格も持っているとか」

「四時……」

　それは確か花菱さんの孫、依都さんが働く店じゃなかったか？　彼女の亡くなった父親の兄夫妻が経営しているのだとか。

　スタッフはごく少人数だと言っていたし、もしやその女性が依都さん……？

　可能性は高いと感じた瞬間、俺はあることをひらめいた。社長室に戻るとさっそく花菱さんに電話をかけ、不思議がる彼にまず確認をする。

「花菱さん、あなたのお孫さんは唎酒師の資格をお持ちですか？」

《ああ、持っているが……それがどうした？》

　やはり例の女性が依都さんだと確信し、改めてこう提案する。

「こうするのはどうでしょう。あなたの娘さんとの仲を修復させるべく、私が依都さんに働きかけるんです」

《……は？》

「あなたが望む、親子ふたりの幸せのために私も尽力します。ですから花菱さんも、酒米の件を引き受けていただけませんか？」

　シンプルな交換条件を提示すると、花菱さんは数秒の間を置いて《はぁぁ～!?》と声をあげた。

　唎酒師の資格を持っているくらいなのだから、依都さんも日本酒が好きに違いない。俺と年齢もたいして離れていないから話が合いそうだし、単純に〝料理にぴったりの日本酒を選んでくれる〟という彼女に興味がある。

　何度か店に通ってある程度距離を縮められたら、親子仲を修復する気になるよう説得できるのではないか、と算段したのだ。花菱さんの心を動かすにはこれが一番ではないかと。

　俺の考えをかいつまんで伝えると、花菱さんはこの間以上に唸って悩み始めた。受話器を持って悶もだえる彼の姿が目に浮かぶ。

《そっ、そりゃ～ズルいだろ！　人が悪いよ、あんた……やっぱ親父さんは組長なんか!?》

「違います」

《そんなのうまくいくわけないだろう！　俺でさえ説得できねぇってのに……》

「第三者だからこそ冷静に間に入れるということもあるかと」

　心底困って動揺しているのがわかる彼に、俺は落ち着いて真面目に返す。

　こんな面倒なことをしようとするのは、ほぼほぼ仕事のため。しかし、花菱さんたちにとってもプラスになるなら、やってみるのは決して悪いことではないはずだ。

「親が子を、子が親を思う気持ちはきっと皆同じです。依都さんも娘さんも、本当は歩み寄りたいのに意固地になっていたり、勇気が出なかったりして、前に進めずにいるんじゃないでしょうか。その本心を引き出すだけでも、依都さんが変わるきっかけになるかもしれません」

　家庭に何不自由なく育った俺も、やはり親子仲はいいに越したことはないと思う。花菱さんに同情する部分もあるし、どうせなら協力してあげたい。

　俺が話すのを黙って聞いていた花菱さんは、しばらくして《……あんたを頼ってみてもいいかい？》と、遠慮がちに返してくれた。




＊　＊　＊




　花菱さんとの約束を果たす第一歩にするべく、俺は今日四時にやってきたのだ。とりあえず今日のところは、依都さんがどんな人物なのかを観察し、あわよくば少しだけ会話をして俺の存在を覚えてもらえれば上出来だと思っていた。

　なのに、まさかあっという間に惹かれてしまうとは。

　プライベートで日本酒についてあそこまで語れる女性は今までにいなかった。貴重な存在と出会えたことが嬉しかったのもあるが、それ以上に彼女の落ち着いた空気感や愛らしい笑顔、俺を怖がらず向き合ってくれる姿に心を奪われた。

　そして彼女は、俺のことを誠実だとか、優しいと言う珍しい人。自分自身をそんな風に評価したこともないのに、俺のいい部分をあっさり見つけ出してくれたようで、胸の奥から温かな感情が込み上げてきた。

　ひと目惚れなんて経験はなかったし、自分はそんなに簡単に落ちるような男ではなかった。一気に波にさらわれるようなこの感覚は初めてで、正直戸惑っている。

「あの子に会うのは仕事のためなんでしょう？　あんまり気を持たせるようなことをしたら……」

　俺の当初の目的を知っている波多野にそう言われ、どうなんだと自問自答する。今抱いている感情を恋と呼ぶには早すぎる気がするが、少なくとも義務や責務のような感覚はどこかへ消えてしまった。

「……仕事のためじゃなくなった」とぽつりと返す俺を、波多野がやや驚きを含んだ瞳でミラー越しに見やる。

「花菱さんとの約束はもちろん果たしたいと思ってる。ただ、彼女に会いたいというのが業務の一環じゃなくて、男としての本能に変わっただけだ」

　偽りない言葉を紡ぐと、波多野は天を仰ぎそうになりながら叫ぶ。

「あまーい！」

「だからどこが」

「社長にしたら甘いでしょ！　男としての本能とか、あったんだ！って感じですし」

「お前、俺をなんだと思ってんだ」

　いくら浮いた話がないからって……。俺だってそれなりに欲求はあるし欲情もする、普通の男だ。

　なんとか興奮を抑えた波多野は、依都さんを思い返しているのか感心するような笑みを浮かべる。

「まあ確かに、社長のことを怖がらずに自然体で接してくれる人は貴重ですもんね。特に女性で。社長のルックスに目をハートにして寄ってくる子は、だいたい冷たくされたら尻尾巻いて逃げちゃうし」

「近づいてこないようにしてるからな」

　俺の見た目のなにがいいのかわからないが、そういう上っ面やステータスだけで近づいてくる女性は、波多野が言った通りそっけなくしていればすぐに去っていく。

　だからなおさら、依都さんが俺を敬遠しなかったのが嬉しくて、特別に感じるのだ。

　彼女は大切にしたほうがいいと、自分の本能が訴えている。宣言した通り、近いうちにまた会いに行こう。今度は彼女のことだけを考えて。

「でも、ここにも社長のよき理解者がいるってこと、忘れないでくださいよ」

　ほんの少し口を尖らせて釘を刺す波多野。ヤキモチでも妬やいているのだろうかと思うと、嬉しいような照れ臭いようなもどかしさを感じて口元が緩んだ。

　もちろん波多野は、誰よりも俺をわかってくれている男だと思っている。「当たり前だ」と返すと、彼は得意げな笑みを浮かべた。




　数日後、仕事終わりに再び四時へ向かった。彼女の中で俺の存在が薄くなってしまう前にもう一度会っておきたいと、なんとなく逸る気持ちで。

　温かみのあるレトロモダンな店内に入ると、すぐに依都さんが出迎えてくれる。彼女は目を丸くして「御鏡さん！」と驚いた声をあげ、ぱあっと表情を明るくした。

　その顔も愛らしいが、今日は紅葉の柄の着物姿。この間とはまた違う、美しくたおやかな雰囲気にドキリとした。

　そんな動揺は表さずに案内されたカウンター席につくと、依都さんはお品書きを差し出して丁寧に頭を下げる。

「この間はありがとうございました。いただいた琥珀糖、すごく綺麗でもったいなくてまだ食べられてません」

　えへへ、と笑う彼女を見て、俺の頬も緩む。

　あの時も『すごく嬉しい。最高の誕生日です』と言っていた。お世辞かもしれないが、俺に祝われたくらいでそんなに喜んでくれるとはな。

「観賞用にするのももったいないだろ。食べて感想を教えてくれよ」

「ですよね。あ、じゃあ今度一緒に――」

　ものすごくナチュラルにそこまで言った彼女は、はっとした様子で頬が赤くなった。決して計算ではなさそうなところが胸をくすぐられる。

「って、なに言ってるんでしょうねぇ！　大の大人が一緒にお菓子食べようって、恥ずかしい……」

「いいよ」

　俺が端的に応えると、あたふたしていた彼女は動きを止め、目を見張る。

「でも、琥珀糖を食べるだけで満足？」

　やや挑発的な目で見上げ問いかける俺に、彼女はますます顔を赤くして小さく首を横に振る。

「……正直、全然」

　彼女の口からぽつりとそんな言葉が返ってきて、胸がぎゅっと掴まれると共に笑みがこぼれた。

　俺たちの気持ちの重さが釣り合っているように感じるのは、おそらく自惚れではないはず。初恋かとツッコみたくなるような甘酸っぱさが広がって、不快ではないむず痒さに襲われた。

　ふたりでそんな話をして、注文を取って依都さんが奥へ下がっていく。その時、ふとカウンターのほうから視線を感じた。

　そちらへ顔を向けると、料理人の若い男性が俺を凝視している。その妙な気迫に二度見してしまった。

「お客様……失礼ですが、依都のご友人ですか？」

　じっとこちらを見たまま問いかけられ、俺の眉がぴくりと上がる。

　この男は依都と呼ぶほど仲がいいのか。じり、と胸の奥のほうが疼くのを感じつつ、表情は変えずにとりあえず答える。

「まあ、そんなところです」

「そうでしたか……！　依都があんなに親しげにしている男性は初めて見たので、ちょっと驚きました」

　力を抜いたように笑った顔は愛想がよく、なんとなく悪い人ではなさそうだと直感した。

　が、とりあえず俺も、この男が彼女とどういう関係なのかを聞いておきたい。

「あなたこそ、依都さんとは仲がよさそうですが？」

「ああ、僕は従兄なんです。家族同然なんで、いろいろと心配で」

　彼は苦笑混じりに言い、俺に先付けの小鉢を差し出してきた。

　なるほど、ここを経営している夫婦の息子だったか。店主は新という苗字だと聞いているので、彼もそうだろう。身内なら彼女と親しいのは当然だ。

　少し胸を撫で下ろしたのもつかの間、新さんは再び真顔になり、俺のほうにずいっと身を乗り出してきたのでギョッとする。

「あの、どういった経緯でこう、依都とそんなに親密に……？」

　なんだこの人。目力が強いんだよ、目力が。

　引き気味に心の中でツッコんだ。そこまで依都さんとの関係を気にするとは、この人にとって彼女はただの従妹ではないのでは？という疑惑を抱きつつ、当たり障りなく答える。

「先日、ここが休みだということを知らずに来てしまったんですが、たまたま彼女にお会いして。親切に対応してくれました」

「あ～なるほど。……それだけですか？」

　納得したかと思いきや、猜さい疑ぎ心しんたっぷりに食い下がってくる彼。わかりやすい人だなと、疑惑を確信に変えてゆるりと口角を上げる。

「あとは秘密です」

　あえて意味深にしておくと、彼は不満を露わにするように仏頂面になった。

　面白い人だなと思っていると、依都さんが温かい茶を持ってやってきた。けん制しておきたくなり、新さんにもしっかり聞こえる声で問いかける。

「来週、火曜の定休日はなにか予定があるか？」

「あ、いえ。特になにも」

「じゃあ、仕事が終わったら迎えに行く。行きたいところがあれば考えておいてくれ」

　ストレートな誘いに、ふたりとも目を丸くする。

「あれだけじゃ物足りないんだろう？」

　依都さんを見上げ含みを持たせて言うと、彼女の頬がうっすら染まっていく。「……はい。楽しみにしてます」と微笑まれ、胸に安あん堵どと喜びが広がった。

　しかしそのやり取りを見て絶句していた新さんが、眉根を寄せて俺たちの柔い空気を切り裂く。

「あんたさては……ただの友人じゃないな!?」

「客に〝あんた〟って」

　今度はさすがにツッコミを声に出してしまっていた。俺を敵対視しているのはよくわかったが、ここまで包み隠さないと笑えてくるな。

　比較的アットホームな店とはいえ、周りの客もなんだなんだとざわつき始める。依都さんが慌てて新さんのそばに駆かけ寄り、小声でたしなめる。

「ちょっと凛くん、失礼でしょ！」

　やや怒り気味の口調だが、彼女も〝凛くん〟と親しげに呼んでいるのが癪しゃくに障った。親戚なのだから当然だとわかっていても気に入らない。

　ああ、これが嫉しっ妬とというものかと、どこか他人事のように考えて自分に呆れていたものの……。

「彼はただのお客様でも、ただの友人でもなくて、その……特別な人なの。だからやめて」

　恥ずかしそうに、言葉を選びつつ話す依都さんがとても愛らしくて、今しがたのもやっとした気持ちはどこかへ消えていく。

　新さんは彼女の言葉にあからさまにショックを受けたような顔を見せるも、俺や周りの客に「すみません、取り乱しました」と頭を下げた。

　こちらに目線を向けた依都さんは、肩をすくめて微笑む。彼女にとっても自分が特別な存在になれているのだとささやかな優越感を抱き、湯呑を口へ運んだ。




　翌週の火曜日、早めに仕事を切り上げて約束通り依都さんのアパートへ向かった。

　現れた彼女の姿は、ベージュのコートの下にロングスカートとブーティを覗かせた女性らしいファッション。今日も可愛い彼女を海外メーカーの黒光りする愛車に乗せ、目的の場所へ向かう。

　一層イルミネーションが輝く十二月の街を走り抜け、都内の水族館に到着した。どこに行きたいか聞き、依都さんにリクエストされたのがここだったのだ。

　午後五時半を過ぎた館内は、ピークは過ぎているが思ったよりも人がいる。クリスマスシーズン限定のイベントや食べ物があるせいだろう。

　白いクリスマスツリーが飾られていたり、プロジェクションマッピングで雪が降っているかのような演出がされていたりする。ライトアップされた水槽や魚とマッチしていてとても幻想的だ。

「水族館、久しぶりです……！　すごい、クリスマス仕様になってる」

「俺も、この時期に来たのは初めてだ」

「綺麗ですね～」

　そんな風にふたりで話しながらゆっくり館内を見て回る。水族館に来たのなんて俺も学生の時以来だし、こんなに美しいものだっただろうかとちょっとした感動すら覚える。

　巨大な水槽を悠々と泳ぐ魚の群れやエイを並んで眺めていた時、よそ見していた女性が依都さんにドンッとぶつかった。その瞬間、手と手が触れ合う。

　すぐに「すみません！」と頭を下げて謝る女性に、笑顔を返した依都さんだったが、みるみる緊張した表情になって目線を下に向ける。俺が手を握ったからだ。

「君はよそ見するなよ」

　俺を見ていてほしい――という自分勝手な思いが、そんな言葉になって口から出ていた。

　彼女は俺をちらりと見上げた後、うっすら頬を染めてきゅっと手を握り返す。

「できません。たぶん」

　照れた様子で答える彼女も可愛くて仕方ない。俺の真意が伝わったような気がして、胸がくすぐられた。

　手を繋いだまま、時間が過ぎるのを惜しむようにさらにゆっくり歩く。「あの魚は焼くと美味しい」などと、水族館では不謹慎かもしれない話を小声でしていると、ふいに依都さんが四時での一件を思い出したらしい。

「この間は凛くんが失礼なことを言ってすみませんでした」

「いや。今度は俺が〝依都〟って呼んでやるからいい」

　冗談っぽく言ったが本気で思っていると、彼女はぷっと噴き出して「どうぞどうぞ」とおかしそうに返した。ＯＫが出たので、これからは俺も呼び捨てにさせてもらうことにする。

「彼はずいぶん君を溺でき愛あいしているみたいだな」

「そんなんじゃありませんよ！　ただ過保護なだけです。私の境遇を知っているから」

　ぴくりと反応して依都を見下ろす。花菱さんから聞いてはいるものの、彼女自身の口からも話してもらいたくて「境遇？」と反はん芻すうしてみた。

　円柱の水槽の前で足を止めた彼女は、ふわふわと浮かぶクラゲを見上げて語り出す。

「幼い頃に父が亡くなって、母も私を置いて出て行ってしまったんです。祖父母がいたから生きてこれたようなものですよ。上京してからは、凛くんたち家族がすごくよくしてくれて。人には恵まれているなって思います」

　穏やかに微笑んではいるが、その奥に寂しさが秘められているのがわかって心苦しくなる。

「……そうか、つらかったな。お母さんは、今どこにいるか知っているのか？」

「新潟県内にいるみたいですが……詳しくはわかりませんし、知ろうとも思いません。あの人がなにをしていようが関係ありませんから。母だって私がいなくて清々してますよ、きっと」

　水槽を見上げてはいるが、その綺麗な瞳にクラゲは映っていないように見える。やはり依都は、母親に対して負の感情が大きいようだ。

　花菱さんは母親が罪悪感を抱いていると話していたが、依都はそうは思っていない。こうして実際に話してみると、母親との確執をなくしてあげたほうが彼女がラクになるのではないかとますます感じる。

「相手が本当はどう考えているのかは、その人にしかわからない。いっそ会って話してみたらどうだ。お母さんと」

　しばし黙考してからそう言うと、依都は不快そうにやや眉根を寄せて拒否反応を見せる。

「会いたくなんてありません。私は絶対憎まれ口しか出てこないし、許せる気もしないから」

「それでいいじゃないか」

　俺の言葉が意外だったのか、彼女は目を見張る。

「言いたかったことや、思っていることをすべてぶつけるだけでいい。君はそれくらいつらい思いをしたんだから、遠慮はいらないだろう。親を悩ませない子供はいないしな」

　和解できるならそれが一番だが、ずっと抱えていたものを吐き出すだけでも変わるはずだ。ずっと憎しみを抱き続けるのは、誰だって苦しいのだから。

「そうしなければ、君の憎しみはこれからもずっと残り続ける。いつまでも、今みたいな顔をすることになるぞ」

　指摘すると、依都ははっとした様子で目線を上げた。

「……私、醜みにくい顔になってましたか？」

「どちらかと言うと苦しそうだ」

　水槽の明かりで照らされる彼女の白い頬に、手を伸ばしてそっと触れる。

「柄にもないことを言うが、依都には笑顔が一番似合う」

　歯の浮くようなセリフが自然に口からこぼれて、なんだかむず痒くなった。波多野の言う通り、俺にしては甘すぎる。

　しかし彼女の表情は徐々に柔らかくなり、苦悩が薄れていく。彼女の心に巣食うもやが、いつか綺麗に晴れてほしい。

　視線を絡ませていたその時、どこからか着信らしき音が聞こえてくる。また依都に電話がかかってきたらしく、彼女は苦笑を漏らしてバッグからスマホを取り出した。

「す、すみません」

「毎回絶妙なタイミングでかかってくるな」

　本音の不満をこぼしつつも、出るように促す。まあ、あのままだったらキスしたい衝動に駆られていたかもしれないし、ストップをかけられてよかったと思っておこう。

　そんな風に惚ほうけながらクラゲを見上げ、邪魔にならない場所に移動して電話する彼女を待っていた。

　ところが、戻ってきた彼女を見て一気に冷静になっていく。なぜかとても困惑した様子で、暗い表情をしているのだ。

「依都？」

　心配になって呼びかけると、彼女は俺と目を合わせずためらいがちに口を開く。

「御鏡さん……私と会っていたのは、私と母の仲を修復させようとしていたからだったんですね。祖父との交換条件で」

　重い声色で紡がれた言葉に、俺の顔も強張る。そしてすぐに、今の電話は花菱さんからだったのだろうと察した。

「……今、花菱さんから聞いたのか」

　依都は伏し目がちなまま、悲しみの色を濃くして力なく頷く。

「私、自惚れていたんです。御鏡さんは私と同じ気持ちで、ふたりでいるのが楽しいから会ってくれているんじゃないかって。でも全部仕事の一環で、私を懐柔するためだったんですよね。プレゼントも、優しい言葉をくれるのも、全部……」

　若干震える声には、落胆と怒りもプラスされているように感じた。花菱さんがなぜ話したのかはわからないが、あの約束事を知ったら誤解しても無理はない。

　はっきり本当のことを伝えておかなければ。俺を動かすのは仕事ではなく、依都への純粋な想いなのだと。

「自惚れじゃない」

　真剣に、迷いのない声で告げると、彼女の繊細な髪がかすかに揺れた。一歩近づき、華奢な腕に手を伸ばす。

「でも、花菱さんの言うことも本当だ。最初は仕事のために――」

　腕に触れた直後、依都は咄嗟に俺の手を払った。そこでようやく目が合い、彼女の瞳に涙が溜まっていることに気づく。

「すみません……！　今は、ちゃんと聞けそうにないので」

　彼女は泣きそうな顔を背けて言い、慌ただしく頭を下げる。

「帰ります。本当に、すみません」

「依都！」

　逃げるように早足で出口に向かっていく彼女を追いかけようとした瞬間、俺の足にドンッとなにかがぶつかった。

「パパ……!?」

「なんだ？」

　焦っている今の状況もあってつい鬼のような形相で見下ろすと、足にしがみついていたのは二歳くらいの男の子。

　俺の顔がよっぽど怖かったのだろう。驚いた猫のごとく身体を跳ねさせ、「ひっ」と声を漏らす。つぶらな瞳がみるみる潤み、ついに泣き出してしまった。

　ったく、なんでこんな時に……！　すぐにでも依都を追いかけたいが、小さな子供をこのまま放っておくほど無慈悲にはなれない。

　諦めのため息をこぼし、しゃくり上げている男の子の前にしゃがみ込む。

「パパママとはぐれたのか？　どこまで一緒にいた？」

　なるべく優しく問いかけたつもりだが、男の子は泣きっぱなしで取りつく島もない。このくらいの歳じゃ答えられないか。

　スタッフのところまで連れていこうと、手を引いてみるも動こうとしない。仕方ないので、「心配するな」とひと声かけて男の子を抱き上げた。

　しかし、どこかへ連れ去られるとでも思ったのか泣き声がひと際大きくなり、周りの客たちの視線を一身に浴びる。

「あの子、すごく嫌がってない？」

「男の人、カッコいいけど顔怖いし……誘拐？」

　そんな声まで聞こえてくるのでつい舌打ちし、そんなわけないだろうが、と心の中でツッコんだ。そして、担ぎ上げられて絶望した顔をしている男の子をじっと見る。

「パパとママに会いたいなら、おとなしく俺についてこい。悪いようにはしないから」

　普通に宥めるつもりが、いつもの癖でまるで脅したようになってしまった。これでは誘拐だと囁かれても文句は言えない。

　ところが、その迫力のせいか男の子は一瞬泣き止み、こくりと頷く。従順になると一気に可愛く思えて、ふっと口元を緩めた俺は小さな背中をぽんぽんと撫でた。

　スタッフに預けるとほぼ同時に、探していたらしい両親がやってきて一件落着した。他にふたりの子供を連れていて、目が届かなくなるのも無理はないなと思う。

　両親は俺に「すみません！　ありがとうございました！」と何度も頭を下げ、すっかり元気になった男の子を連れてその場を去っていく。

「ひとりにしてごめんね。ちゃんと手を繋いでるからね」

　そう言い、しっかりと手を握り合って歩いていく親子の後ろ姿を見つめていると、自分の中で沸々と熱い気持ちがわいてくる。

　俺も、ちゃんと依都を繋ぎ止めておかないといけないんじゃないか。このままにしておいたら離れていくばかりかもしれない。そんな不安でいっぱいになるくらい、特別で大切な人なのだから。

　彼女が行きそうな場所で思い当たるところは少ない。それでも探さずにはいられなくて、俺は出口に向かって駆け出していた。










酔いどれ社長が豹変した日




　クリスマスツリーが飾られた幻想的な水族館を、彼と手を繋いで歩いているだけで私の心もきらきらと輝いていた。

　もう疑いようがなかった。私は完全に恋に落ちているって。

　母の話が自然にできたのも、御鏡さんなら冷静に聞いて、同情も偏見もない率直な言葉をくれるだろうと思ったから。

　予想通り、彼から返ってきたのはこれまで誰にも言われなかったことだった。

　ずっと自分の中で飲み込もうと思っていた母への恨み言を、直接ぶつけてもいいのだと言われただけで少し気持ちが軽くなった。これまで頑なに会おうとしなかったけれど、そうやって母を拒絶し続けることが自分を苦しめているのかもしれない。

　彼に気づかされることがたくさんある。彼と一緒にいたら、きっと私の人生はもっと豊かなものになる。

　この気持ちを伝えてみようか。そんな思いが膨らんできたところで、待ったをかけるように電話がかかってきた。

　ああ、いい雰囲気だったのに……と内心肩を落とすも、電話の相手は祖父だったので仕方ない。祖父から電話がくるのは珍しくないので、いつものようにたわいない内容だったら早めに切り上げさせてもらおう。

　クラゲの水槽から少し離れた壁際に移動し、控えめな声で話し出す。

「お祖父ちゃん、こんばんは」

《おう。依都、今大丈夫か？》

「うん。どうしたの？」

　きっとたいした用事ではないだろうと思っていたものの、なんとなく祖父の様子がおかしい。どうしたのかと、耳に神経を集中させる。

《それが、眞ま由ゆに……お前の母さんに、乳がんが見つかったらしいんだ》

　重い口調で告げられた事実には、少なからず動揺して言葉が出なくなった。

　不思議だ。母がどうなったって構わないと思っていたのに、病気だと知るとほんの少しだけ胸の奥が疼く。

《ステージⅢａまで進行している。治る可能性もあるが、五年生存率は七〇パーセントくらいだそうだ》

「……だから会ってほしいっていうの？」

　抑揚のない声で、きっと今日の用件はそれなのだと確信して問いかけた。祖父はずっと前から、私たちに和解してほしそうだったから。

　電話の向こうで、彼はふっと苦笑を漏らす。

《なんたって娘だからなぁ。少しでも心穏やかに生きてほしいんだ。病気かもしれないって聞いてから、ますますそう思うんだよ。あの子の一番の心残りは間違いなく依都のことだから、なんとかならねぇもんかって》

　祖父の気持ちがひしひしと伝わってきて、胸が痛くなった。

　以前の私だったら意地になって突っぱねていただろうが、御鏡さんと話したおかげで心が揺らぐ。病気ならなおさら、元気なうちに会ったほうがいいのではないかと。

　とはいえ、すぐに答えは出せず、やや話をはぐらかしてしまう。

「今ちょうど、ある人とお母さんの話をしていたところよ。すごいタイミングね」

《もしかして、御鏡の社長さんか？》

　ピンポイントで彼の名前が出てきたので、私は驚いて目をしばたたかせる。

「なんでわかるの？」

《ああ、この間社長さんが仕事の件で家に来た時、依都の話になってな。俺が悩んでるのを知って、お前と眞由の仲を修復させるために協力したいと言ってくれたんだ》

　感謝しているような調子で話す祖父だけれど、私にとっては聞き捨てならない話。まさか、さっき御鏡さんが母のことで説得してきたのは、実は祖父のため？　なんでそんなことを……。

　わずかな疑心が芽生え、胸がざわめき始める。

「仕事で関わっているだけの彼が、どうしてそこまでするの？　もしかして、なにか別の思惑でもあるんじゃ……」

《えぇ？　いやいや、思惑なんてそんな》

「ちゃんと教えて。どうして協力するって話になったのか」

　祖父の歯切れが悪くなってきたので嫌な勘が働いて、ふたりの間でどんな話になっていたのかを詳しく問い詰めた。

　どうやら御鏡さんは、新たな品種の酒米を作るのを渋っていた祖父をその気にさせるために、私と母の仲を取り持つという交換条件を出したらしい。

　私と会っていたのは、親しくなって心を許せる存在になろうとしたからだったのだ。現に私は彼の言葉をすんなり受け入れて、母に対する考えも少し変わり始めていた。

　仕事にもいい影響が出るし、祖父のためにもいいことだし、御鏡さんに悪意はなかったのだろう。私にとっても、もちろん母と和解できるならそのほうがいいはず。

　そう、彼はなにも悪いことはしていない。ただ――私が勝手に彼を好きになって、勝手にショックを受けているだけ。

　私に会いに来てくれていたのが純粋な好意じゃなかったのだとわかって、期待していた自分に泣きたくなるほど呆れているだけだ。




　御鏡さんはなにかを伝えようとしていたけれど、あのまま聞く気にはなれなくて水族館を飛び出してきてしまった。

　幸い駅が近かったのですぐに電車に乗り、アパートの最寄り駅で降りたのだが、なんとなくひとりになるのが心細くて寄り道をしている。

　ふらっと入ったのは四時……ではなく、その下にある酒屋のヒモト。まだ営業中だがお客さんはいないので、店番をしている親友、雫に愚痴をこぼしていた。

　セミロングの明るい茶髪をルーズに纏め、今日もばっちりギャルメイクをしている雫。しっかり引いたアイラインと、オリーブカラーのカラコンのおかげで相変わらず目力が強い。

　そんな彼女は〝ヒモト〟と筆でばーんと書かれたデザインのエプロンをつけた姿で、レジカウンター内の椅子に座ってふむふむと頷いている。いつ見ても、この渋いエプロンはギャルな彼女に似合わない。

「それで帰ってきちゃったのか～、もったいない。ちゃんと御鏡さんの口から聞いたほうがよくない？」

「そうなんだけど、心がこう……なんていうか、聞ける状態じゃなくて」

　さっきからずっと胸の中がざわざわして落ち着かないのだ。これはたぶん、御鏡さんだけが原因ではない。

「母親のことでも動揺してるのよ。どうでもいいと思ってたのに、がんだとか生存率だとか聞くと、やっぱり衝撃的だった」

「んー……それだけ親って大きな存在なんだろうね。よくも悪くも」

　雫の言葉に共感して、小さく頷いた。彼女も私の境遇は知っているので包み隠さず話せる。

　本当に親の影響は大きい。二十年以上経った今も、私の人生にこんなにも関わっているのだから。

　つくづく母との問題からは逃れられないんだなと実感していると、数人のお客様がやってきた。自分の店のごとく一緒にカウンター内に座っていた私は、慌てて腰を上げる。

「ごめん、雫はまだ仕事中なのに。……私、とりあえず立ち飲み屋に行ってくる」

　まだ帰る気になれないし、一旦頭の中をなにも考えない状態にしたくて飲みに行くことにした。雫は私を見上げて、やや呆れ気味の笑みをこぼす。

「依都ちゃんってすごい美人で落ち着きがあるのに、たまにオジサンかって思う時あるよねぇ」

「美人じゃないし、悶もん々もんとしてる時は飲むに限るの。現実逃避よ」

「胸張って言うなー」

　笑いながらツッコんだ彼女は、なにかを決めたように立ち上がる。

「よーし、私も行こ」

「えっ」

　意外なひと言に私が目を丸くしている間にも、彼女は店の奥に向かって「お父さーん、依都ちゃんの人生相談に乗るから後よろしく～」と声をかけている。

「いいの？」

「ぜんっぜん平気。ここから閉店までそんなに人来ないから。依都ちゃんがこんなに悩んでんの初めてな気がするし、そっちのほうがほっとけないっしょ」

「そんなこと言って、自分が飲みたいだけじゃないの」

「あれ、バレたー」

　あっさり認める彼女に笑いがこぼれる。茶化してしまったけれど、本当に私を心配してくれているのだとわかっているので、「ありがとね」とお礼を言った。

　雫は裏表がないあけっぴろげな性格で、一緒に悩んだり笑ったり泣いたりしてくれる優しい子なのだ。彼女の仲間も似たタイプが多いみたいだし、ギャルに悪い子はいない気がする。

「準備するから、これ食べて待ってて」と、雫はレジの脇に常備している棒のついたキャンディーを差し出す。さくらんぼ味のそれをありがたくもらい、包み紙を取りながら彼女の気遣いに感謝した。

　おじさんも快く送り出してくれたので、厚意に甘えてヒモトから徒歩十分の場所にある立ち飲み屋にやってきた。昭和の居酒屋っぽいレトロな雰囲気で、立ち飲みだけでなく外に座れる場所もあり、今日も会社帰りの人たちで賑わっている。

　圧倒的にサラリーマンが多い中、私たちもひとつの小さなテーブルを囲んで飲み始めた。わりとよく来るので、おじさんたちの中にも普通に交ざれる。

　いかの塩辛をつまみつつ、改めて御鏡さんについての雫の考えを聞く。

「最初はお祖父ちゃんとの約束で会いに来たのかもしれないけど、会ってみたら依都ちゃんがめっちゃタイプで、仕事そっちのけになってたって可能性もあるんじゃない」

「そんな風になるかなぁ、あの彼が……」

　鬼と言われるほど仕事に厳しい御鏡さんが、私情を優先するなんてことがあるだろうか。口に残る塩辛の生臭さを、甘さ控えめのきりっとした特別純米酒で中和させてぼんやり考える。

「だって水族館まで行って、手も繋いだんでしょ？　完全にデートじゃん。気のない子とそんな風にしてたらただのチャラ男じゃん」

「まあ、確かに……」

　雫の言う通り、仲よくする気がないのにわざわざプライベートの時間を割いてデートまがいのことをするような人でもないだろう。そう考えると、少しは私に対する気持ちもあったのかもしれないと思えてくる。

　心がぐらぐら揺れて不安定になる私に、雫がずいっと真剣な顔を近づけてくる。

「諦める気はないよね？　つーか、絶対諦めちゃダメ。付き合った先のことを考えて足踏みしてばっかりだった依都ちゃんが、初めて無条件で好き！って思えたメンズなんだから」

　そう言われ、恋愛とも言えないくらいの、過去の淡い男性経験を振り返ってみる。

　一応これまでに付き合った経験もあるのだが、身体を重ねるという行為に抵抗があってうまくいかず別れてしまった。その原因は自分でもわかっていて、もしかしたらもう誰とも付き合わないほうがいいのかも……とまで思っていた。

　そんな自分が、余計な不安を感じないくらい、御鏡さんとは一緒にいたいと思えたのだ。理性より本能が勝るような、どうしようもなく惹かれてしまう感覚を抱いた人は初めて。

　彼に触れたいし、触れられたい。心も身体も。そんな風に思える人と、そうそう巡り会えないことくらいはわかる。

「……うん。諦めたくはない」

　雫と目を合わせてしっかり答えると、彼女は安心したように口元を緩めた。

「じゃあ、もう答えは出てるね。御鏡さんに会ってちゃんと話聞いて、気持ちを伝えるんだよ。人と人って、結局それでわかり合っていくものなんだからさ」

　時々達観したようなことを言う雫には、はっとさせられる。今も優しく背中を押された気分で、こくりと頷いた。

　飲み始めて三十分ほど経ち、ペースが早かったせいかすでに酔いが回ってふわふわしている。私と同じくらいお酒が強い雫も、上機嫌でお手洗いに向かった。

　その直後、賑やかな中で野太い声がひと際大きく耳に飛び込んでくる。

「あれぇ～？　あん時の生意気な姉ちゃんじゃん」

　それはどこかで聞いたもので、振り向いた私は目を見開いた。お酒のグラス片手に赤い顔をして立っていたのは、以前四時で絡んできた男性だったから。

「あの時のチンピラさん!?」

「チンピラじゃねーよ！」

　即座にツッコんだ彼は、私のそばにきて前回以上にお酒臭い顔をずいっと近づけてくる。

「あんたこそやばそうな男に守られてただろうが。そっちの筋にも顔が利くってか？　怖い女だねぇ」

「いろいろと違います」

　身体を引き、あからさまにうんざりした顔で否定した。

　ああもう、また会ってしまうとは……面倒なことになりそうな予感しかない。立ち飲みは長居するものでもないし、雫が戻ってきたらさっさと退散しよう。

　と考えていたものの、今日も出来上がっている彼はなにやら感慨深そうな表情になってしみじみと言う。

「あん時は腹が立ったけど、あんたらに言われてからいろいろ試してみたんだ。で、いい組み合わせ見つけたんだよ」

「えっ」

　それって、日本酒を造り直しているってこと？　私たちがかけた言葉が意外にも響いていたんだ……！

　ちょっぴり嬉しくなっていると、彼はいつの間にか店員さんがいるカウンターのほうへ歩いていた。すぐにこちらに戻ってきた彼の手には、なにかのお酒が入ったショットグラスが持たれている。

「これ、飲んでみてくれよ」

　意気揚々と言った彼は、あろうことかショットグラスのお酒と私たちが飲んでいた日本酒を勝手に合わせ始めた。グラスいっぱいになみなみと入ったそれを見て、口の端が引きつる。

「『いい組み合わせを見つけた』って、まさかこれ……？」

「そ。テキーラの日本酒割り」

「やばいカクテルじゃないですか！」

　期待したものとまったく違い、開いた口が塞がらない。せっかく見直したところだったのに！

「騙されたと思って飲んでみろって」と催促されるけれど、テキーラの度数は四〇度くらいだったはず。これを飲んだら一気に泥酔してしまうかもしれない。

「さすがに今これを飲む勇気はありません……」

「は？　なんだよ、俺が作った酒が飲めねぇってのかよ」

　彼の眉根がぎゅっと寄り、私はぎくりとした。これを『俺が作った酒』と言っていいのかという感じだけれど、また機嫌を損ねてしまう……！

「『あなたのお酒楽しみにしてます～』なんて言ってたのに、やっぱあれは嘘だったんだな。この女め狐ぎつねが」

「そうじゃないですけど……！」

「だったら飲めんだろーが。ほらほら」

　お酒がこぼれそうなグラスをこちらに押しつけてくるので、上体をのけ反らせて抵抗する。が、この人は飲まない限り諦めなそうだ。ちょっとだけでも飲めばいいだろうか。

　観念して受け取った直後、口につける寸前で誰かが私の代わりにグラスを奪った。

　そのまま流れるように口に運ばれるグラスを目で追った私は、驚きで息が止まりそうになった。男らしく一気にお酒を呷あおったその人は、ここに来るはずのない御鏡さんだったから。

「こんなもの飲ませようとするとはな……これで満足か？」

　やや顔をしかめて悪態をつき、男性の前に強めにコンッとグラスを置く彼。手の甲で口元を拭ぬぐう姿も妙にセクシーで、目を奪われた。

　酔っ払いさん同様、呆気に取られていた私は慌てて口を開く。

「み、御鏡さん！　なんで……!?」

「まだ話が途中だっただろう。俺は君への想いを伝えていない」

　真剣な瞳に見下ろされ、ドキンと心臓が揺れ動いた。

　なぜ私がここにいるとわかったのかも気になるけれど、それより彼の想いを聞きたい。さっきと真逆の気持ちになっている自分が不思議でしょうがない。

　酔っ払いさんは盛大に天を仰いで悔しがっている。

「まーたあんたかよ！　俺はその女に飲ませたかったのに、あんたが飲んだら意味ねぇだろが！」

「アルハラって言葉も知らないのか？　お前は一回捕まっとけ」

　軽蔑の眼差しを突き刺して吐き捨てた御鏡さんは、財布から一万円札を取り出してテーブルに置く。

「酒代だ。これ以上この店に迷惑をかけないためにも、それ持ってさっさと帰れ。そして、依都には二度と近づくな」

　守るように肩を抱かれ、心臓が飛び跳ねる。酔っ払いさんは自分が周りから注目されていると気づいたようだが、それより御鏡さんがお代を置いたことに驚いて、文句を言う気もなくしたらしい。

　ちょうどその時、お手洗いから雫が戻ってきた。異様な雰囲気を察したのか、心配そうな顔で人の間を縫ってくる。

「依都ちゃん、大丈夫!?　なんか騒ぎになって……」

　彼女は私が男性に肩を抱かれているのを見て瞠どう目もくする。私が説明しようとするより先に、御鏡さんが口を開いた。

「悪いが、今夜は依都を俺に譲ってくれないか。ふたりになりたいんだ」

　みるみる顔が熱くなるのを自覚しつつ、自然に雫と話す彼にちょっぴり驚く。

　前に『ギャルの友達がいる』と話していたから、この子がそうだと気づいたのだろうが、私と雫が一緒にいたことも知っていたような口ぶりだ。

　今の言葉で、雫もこの人が御鏡さんだとわかったらしく、濃いめのマスカラで縁取られた目をきらきらさせて大きく頷く。

「どーぞどーぞ！　煮るなり焼くなり好きにしちゃってください！」

「こら！」

　なにを言ってくれてるの、この子は！　御鏡さんは絶対そんな気はないのに、恥ずかしすぎる。

　赤面しまくる私にささっと近づいてきた雫は、興奮気味に耳打ちしてくる。

「社長、依都ちゃんを迎えに来てくれたんだね!?　エグいイケメンだし、やばー！　早く行きな」

「でも、雫がひとりに……」

「大丈夫だって、子供じゃないんだから～。なにかあったら凛くん呼ぶし」

　凛くんと雫はお得意様同士なので、私より前から仲がいい。雫が急な呼び出しをしても、彼なら文句を言いつつも応じてくれるだろう。

　快く送り出してくれる彼女は、最後に私の目をしっかり見て言う。

「依都ちゃんは安心して、自分の想いをそのまま伝えればいいよ」

　頼もしい言葉に勇気づけられ、私は頷いて「ありがとう」と笑みを返した。




　雫にエールをもらった私は、御鏡さんと一緒に立ち飲み屋を出た。彼の手は、私の手と再び繋がっている。

　全身が火照っていて、寒さも気にならない。車はパーキングに停めてあるらしいので、イルミネーションに彩られた『恵え比び寿すガーデンプレイス』を歩きながら話すことにした。

「あの、さっきは動揺して、逃げ出してごめんなさい。どうして私が立ち飲み屋にいるってわかったんですか？」

　とりあえずそこから尋ねてみると、彼は黄金に輝く木々を見上げて言う。

「まず君の家に、その後四時に行ってもいなかったから、親友が働いていると言っていたヒモトへ寄ってみたんだ。なにか知っているかもしれないと思って。そうしたら、店主のおじさんが『ふたりで立ち飲み屋に行ったよ』と教えてくれた」

　そういう経緯だったのか。たぶん、私が行きそうな場所を手当たり次第回ろうとしていたのだろう。その気持ちが嬉しい。

「……そんなに捜してくれたんですね」

「君を繋ぎ止めておきたかったから」

　繋いだ手に少し力を込められ、ドキリとしながら彼の話に耳を傾ける。

「最初は、花菱さんとの約束のために依都と距離を縮めようと思っていた。君の母親の病気についても聞いていたし、それで花菱さんが気落ちしていると俺たちの仕事にも関わってくるからな」

「祖父がそんなに私と母の問題を気に病んでいたとは……。それを交換条件にしちゃうのもびっくりですけど」

「すまない。使えるものは使うタチでね」

　謝ってはいるものの、臆面もなく言うので呆れて笑ってしまった。でもきっと、祖父や私たちのためを思ってのことでもあったのだろう。

　今度はちゃんと納得して聞いていると、御鏡さんの目が柔らかく細められる。

「なのに、まさか初対面で惚れるとは」

　私と同じだったことが明かされ、目を丸くした。

「変な気を遣わずに俺を見て、心から微笑みかけてくれるのが嬉しくて。仕事は関係なく、君と一緒にいるのがなにより楽しいんだ。悩んでいるなら少しでも心を軽くしてあげたいし、手放してはいけないと思った」

　……飾らない言葉の一つひとつが嬉しい。雫の予想通り、彼は自分の気持ちを大事にして私と接していたのだ。

　御鏡さんはふと足を止め、真剣な面持ちで私と向き合う。

「君が好きだから、今もこうして会っている。この気持ちは本物だ。俺を信じて、付き合ってほしい」

　ストレートな告白に胸を打たれた。

　私たち、両想いなんだ――。それをしっかり確かめられて、初めて感じる温かいときめきで胸がいっぱいになる。

「……よかった。私だけじゃなかったんですね」

　安堵で頬を緩め、美しい光が宿る彼の瞳を見つめる。

「御鏡さんは大事なことに気づかせてくれるし、私も一緒にいるのがただ楽しいんです。実は今日、琥珀糖は持ってきませんでした。また会う口実にできるかもっていうよこしまな気持ちで」

　少々バツの悪い笑みを浮かべて白状すると、御鏡さんはやや目を丸くした。

「私も、初めて会った時から、御鏡さんが好きです」

　心のもやが完全に消えていくのを感じながら、自分の想いをすんなり口にできた。彼の表情も嬉しそうにほころび、普段は見せない柔らかな笑みが浮かぶ。

　次の瞬間、手を引かれて彼の腕の中に閉じ込められる。同時に、耳元で「ありがとう」と安堵の声で囁かれた。

　ほのかに香る爽やかな匂い、見た目よりずっと逞しい身体……彼のすべてに包まれ、心臓がバクバクと騒がしくなる。

「み、御鏡さんっ……！」

　ひゃ～、抱きしめられている！　ハグってこんなに緊張するものだったっけ？　……いや、たぶん御鏡さんほど好きになった人は初めてだからだ。

　しかも、なかなか離してくれない。こんな有名スポットでは絶対多くの人たちに注目されているに違いない。急激に恥ずかしくなってきて、腕の中でちょっぴりもがく。

「あの、私たちすごく見られて――」

「はー……しんどい。テキーラ一気はさすがに」

　……ん？　しんどい？

　御鏡さんの口から出てきたのは甘い言葉ではなかったので、一瞬ぽかんとした。もしかして酔っているんだろうか。とすると、これは……抱きしめているというより、私を支えにしている？

「え、結構酔ってます？」

「……実は弱い。酒」

「うそっ」

　驚いた私は、腕に包まれたままバッと顔を上げた。彼は私の肩におでこをくっつけるようにしていて、顔は見えない。

　御鏡さんって、お酒が弱いイメージはなかった。だって蔵元の息子で、自ら日本酒造りに携わっているし、最初に食事した時も普通に……。

　いや、そういえばあの時、彼はほとんど飲んでいなかったっけ。四時に来た時も、『帰って仕事をするから』ってお酒は頼んでいなかったし。どちらもたいして気にしていなかったけれど、強くないからだったのね。

　ようやく腕が解かれ、今度は私が彼の腰を支えて再び歩き出す。ふらついたりはしていないが、若干目がとろんとしていてなんだか可愛い。

「どのくらいまで飲めるんですか？」

「日本酒なら一合弱くらいは」

「じゃあ、さっきも日本酒だと思って？」

「いや……咄嗟にああしてた。飲まないといつまでも依都に絡んでくるだろ、あいつ」

　忌々しそうにする御鏡さんに、私はふふっと笑みをこぼして「ありがとうございました。私のために」とお礼を言った。

　アルコールに弱いことを感じさせないくらい男らしかったな。いつも私を助けてくれる彼を頼もしく思う。

　でも今は、秘めていた部分が露わになっていてちょっと嬉しい。彼のことを、もっともっと知りたいから。

「とりあえず、家に帰りましょう。タクシー拾いますね」

「ああ……ありがとう」

　家まで送ったほうがいいだろうと、寄り添ったままひとまず大きな通りに出ることにした。

　無事タクシーに乗り込んで、御鏡さんが指定したのは麻あざ布ぶの高級マンション。エントランスからラグジュアリー感満載で、私が住むアパートとは雲泥の差があって気後れしそうになる。

　高層階にある彼の部屋になんとかたどり着くと、「お邪魔します」とひと声かけて中に入り、廊下を抜けてすぐの広々としたリビングにあるソファに彼を座らせた。

　ふう、と安堵の息をついて辺りに目をやった瞬間、はたと気づいた。彼を連れてくるのに必死で深く考えずにここまで来てしまったけれど、これは危うい状況ではないかと。

　シックで落ち着いた印象の素敵なリビングは、開放感のある窓から東京の美しい夜景が一望でき、彼のいい香りがほのかに漂う。無造作に置かれたクッション、テーブルの上の雑誌、片づけ忘れたらしきマグカップ……彼のテリトリーに侵入したのだと感じさせられるものがそこかしこにある。

　そもそも男性とふたりきりになることに慣れていない私は、意識しまくってしまい急激にドキドキし始める。

　いやいや、介抱するだけだから……！　両想いになったとはいえ、そんなにすぐにどうこうなるわけではないでしょう。

　自分に言い聞かせ、浮かんでしまう妄想を掻き消して彼に問いかける。

「大丈夫ですか？　気持ち悪かったりしません？」

「平気……」

「今、お水持ってきますね」

　ぽわんとしているレアな御鏡さんが可愛くて、クスッと笑ってキッチンをお借りしようとした――その時。

「え、わ……っ!?」

　ぐっと手首を引かれてバランスを崩した私は、そのまま彼の膝の上に座らされる。

「ここにいて」

　いつもより数倍甘い声で囁かれると同時に、ぎゅっと抱きしめられた。ふたりきりという状況も相まって、心拍数が急上昇する。

「可愛い、依都……ずっとこうしたかった。一秒も離したくない」

「え？　えっ!?」

「琥珀糖を食べ終わったって、俺はいつまでも君のそばにいるよ」

　御鏡さんにしては甘すぎる言葉がぽんぽんと飛び出し、顔も身体も熱くてちょっとわけがわからなくなってくる。威圧感たっぷりのいつもの彼とは別人みたい。

「み、御鏡さん、なんかキャラが……」

「名前」

　彼は端的に言い、私を抱きしめたまま顔を上げる。

「名前、呼んで。依都」

　ねだる彼にもキュンとするけれど、頬をやや上気させ、瞳の奥に獣の色を潜めている顔は男の色気に溢れている。

　そういえば名前を呼んだことはなかったなと、緊張で強張る口をゆっくり動かす。

「……史悠さん」

　初めて口にすると、彼がとびきり甘く微笑んだ。

　見惚れそうになったのもつかの間、首の後ろを支えられ、彼の唇が近づいてくる。柔らかなそれが私の唇に触れ、幸せに包まれて瞼まぶたを閉じた。

　長めのキスをした後、彼は私の頬を両手で包んで悦に入った表情を浮かべる。

「これでもう、俺のもの」

　うぅぅ、これ絶対お酒のせいだよね。酔った史悠さんの破壊力たるや、キュン死させられそうなんですが……。

　独占欲をかいま見せた彼は、再び求めるように唇を寄せる。

　最初は触れるだけ。徐々に唇をはむ、と優しく挟んだり、舌先で舐めたり、戯たわむれるようなキスに変わっていく。

　濃密さが増してくると息が上がり、酸素を求めて少しだけ開いた唇から、するりと濡れた舌が入り込んできた。それは私の口内の性感帯を探るようにねっとりと動く。

　……史悠さんのキス、すごく気持ちいい。唇からどろどろに溶けそうで、自然に声が漏れてしまうほど。

　初めての感覚に酔いしれていると、彼はリップ音を立てて唇を離した。すっかり惚けた顔をしているだろう私の髪を撫で、愛を乞うように熱く見つめる。

「依都の甘い声、もっと聞きたい。無垢な笑顔も、優しい心も全部好きだ。全部、可愛くて仕方ない」

　そう言って私に向ける微笑みも、触れる手やその言葉も、どれもが私にはもったいないくらい尊いもので悶えたくなる。

　よーく理解した。史悠さんはきっと、キャパオーバーになると鬼から甘々王子に変貌するのだ。どちらの彼も好きだけれど、ギャップがすごすぎる。

「史悠さんのほうが甘すぎますよ……」

　耐えきれず両手で熱い顔を覆って呟くと、彼の手が私の手をそっと掴んで除どけた。視界に映る彼は、小首をかしげて問いかける。

「甘いの、嫌い？」

「大好きです」

　首を横に振って即答すると、史悠さんは満足げに口角を上げた。

　そしてふいに私を立たせ、自身も腰を上げて手を引いて歩き出す。不思議に思いながらも従順についていくと、別の部屋の扉が開けられて私は目を丸くした。

　そこにあったのはキングサイズのベッド。まさか、と驚いたのもつかの間、再び濃密なキスをされて思考能力が奪われそうになる。そのままベッドに押し倒され、史悠さんは私に覆い被さってネクタイを解く。

「甘いのが好きなら、これからたっぷり与えてあげる」

　妖よう艶えんに微笑んだ彼は、私の首筋に顔を埋めるようにしてちゅっと吸い上げた。大きな手がニットの中に侵入し、胸へと迫る。

　わぁぁ、この流れは絶対Ｒ指定な展開になるよね!?　どうしよう、どうしよう。全然嫌じゃなくてむしろ嬉しいのだけど、避妊具なんて持っていないし……！

　まさか今夜こうなるとは予想していなかったので動揺しまくる。が、それ以上に史悠さんの表情や吐息、手つきが官能的すぎて心臓がもたない。

　ブラのホックが外され圧迫感がなくなった胸を直に弄いじられると、甘い痺れが走って身体が勝手にビクンと跳ねた。

「あ……ッ！　ん、待って……」

「依都……もっと愛させてくれ」

　ああ、やばい。耳元で囁かれる声だけでも理性が溶かされそうになる。好きな人から求められるのって、こんなに幸せで気持ちよくて、抗えなくなるものなんだ。

　もうこのまますべてを捧げてしまおうか……と降参しようとした時、急に彼の動きが止まり、私の横にドサッと倒れ込んだ。

「え、史悠さん!?」

　慌てて上体を起こして彼の様子を確認した私は、目が点になった。

「寝てる……」

　長いまつ毛を伏せ、とっても気持ちよさそうに寝息を立てている。ぽかんとしていた私は、子どもみたいな彼にぷっと噴き出した。

　最後までしなくてよかったけれど、火をつけられてしまったこの身体はどうしたらいいのやら。ほっとする半面、乱れた服を直していると残念な気持ちになる。もどかしさを抱いて私も隣に横たわった。

　……綺麗な寝顔。この人の恋人になれたなんて、夢みたい。

　彼を眺めているとだんだん身体の火照りが収まってきた。こちらに投げ出された手に指を絡め、物思いに耽る。

　私はずっと、セックスに抵抗があった。二十歳頃に一度だけ付き合った人とも、最後まではしなかった。行為自体が嫌なわけではなくて、その先に妊娠の可能性があるというのが、私をためらわせるのだ。

　母に愛されなかった私は、将来子どもを持ちたいという願望がない。もしかしたら自分も母と同じく育児放棄をしてしまうかもしれない、と考えると怖いから。

　小さな子と関わるのもいつの間にか苦手になっていて、どう接すればいいかわからない。他人の赤ちゃんを可愛いなと思っても、触れるのは怖いし見るだけで満足してしまう。

　そんな調子だから、避妊しても妊娠する可能性はゼロじゃないと思うとなかなか勇気が出なくて先に進めなかった。元カレは避妊具をつけるのを嫌がる人で、拒否していたら愛想をつかされたし、私も彼には失望してしまった。

　だから、自分は誰とも付き合えないんじゃないかと思っていたのだ。……史悠さんと出会うまでは。

　この人になら抱かれてもいい、抱かれたいと自然に思えた。それは本能でだけじゃなく、彼が誠実な人だと信じているから、安心して身を委ねられるだろう。

　整えられていた前髪が垂れ下がる、色気のある寝顔を見つめて呟く。

「あなたになら、全部あげます」

　私の身体も、心も。史悠さんとひとつになれたら、人生が好転するような気がするから。










おあずけされた日




　いつにも増して重い瞼を押し上げると、絵に描いたような美しい顔が目の前にある。

　今、とても幸せな夢を見ていたのだ。恋人になった依都にキスをして、たっぷり甘やかす夢。りんごのように真っ赤になって、官能的な声を漏らす彼女もとても可愛かった。

　まだその世界にいるのか……と、彼女の頬に手を伸ばし、触れた瞬間にはっとした。

　いや、あれは夢じゃない。砂糖菓子に蜂蜜をかけまくったような言葉を口にしたのも、彼女の身体を弄り回したのも、断片的にだが覚えている。なにをしているんだ俺は……。

　蔵元でありながら酒に弱いだなんて体裁が悪い気がして、会社で酒の試飲をする時もバレないように注意していた。にもかかわらず、一番カッコつけたい依都の前でさらしてしまうとは。

　自分の体質をつくづく恨み、仰向けになって手の甲で目を覆った。

「ん……。あ、史悠さん……？」

　ほぼ同時に依都が目を覚まし、俺の様子を見て心配になったらしくがばっと上体を起こす。

「大丈夫ですか？　頭が痛いとか」

「いや、だいぶ酔いも覚めたし大丈夫。ただ、醜態をさらしてしまったなと」

「醜態？」

「こっぱずかしいセリフばかりべらべらと口にしていた気がする」

　自分に呆れてため息をこぼし、ごろんと寝返りを打って依都と向き合う。

「それに、中途半端に君を疼かせたままだっただろう」

　途中から記憶がないので、おそらく寝落ちしたのだとわかる。ぼっと顔を赤くする彼女の髪を指に絡め、「悪かった」と謝った。

　枕に顔を埋めてしばし悶えていた彼女。こちらに顔を向けると、小さく首を横に振って照れた笑みを浮かべる。

「たくさん可愛いって言ってくれて、すごく嬉しかったですよ。あれも本心ですよね？」

「もちろん」

　酔っていたとはいえ、俺は適当に甘言を弄するような男ではない。前向きに考えれば、依都に情けない自分もすべて見せ、それを受け入れてもらえたのだからよかっただろう。

　しかし、やはり素面しらふの状態でしっかり愛し合いたい。再び欲求が生まれ、身体を起こして彼女に覆い被さる。

「これまで言ったことも全部本心だが、今の俺の口と身体でちゃんと伝えたいから、もう一度愛させてくれ」

　情熱を込めて見下ろすと、彼女は目を見開いてうろたえ始める。

「えっ!?　と、今何時……？」

「まだ夜中の一時」

「明日の仕事に響きませんか？」

「予定は午後から入れておいた。君も朝早くはないだろ」

　首筋に唇を寄せ、服の上から柔らかな膨らみに触れる。身体を震わせる依都は、色っぽく目を細めながらも「そう、ですけど……」とためらっているようだ。

　初めてなんだろうか。それとも、実は行為が苦手とか？　本気で嫌がっているようには見えないが、念のため確認しておく。

「嫌か？　俺に抱かれるのは」

「違っ……嫌なんかじゃないです」

　すぐに首を振って否定してくれたのを嬉しく思いつつ、意地悪な自分が顔を出し、スカートの中に忍ばせた手を足の間へと滑らせる。

「そうだよな。ここに触れてみればすぐわかる」

　そこはショーツの上からでもわかるほど、もう十分に湿っていた。小さな悲鳴に似た声を漏らして身をよじる依都は、真っ赤になった顔を手で覆う。

「じゃあ、なにが君をためらわせている？」

　彼女が本心を引き出せるよう優しく問いかけた。焦らすように割れ目をなぞり、キスを繰り返していると、観念したのか桜色の唇が開く。

「あ、んっ、それは……アレが、ないから」

　たどたどしく紡がれた言葉を聞いて、そういうことかと理解した。「ああ、それなら心配するな」と彼女の髪を撫で、一度ベッドを降りてサイドテーブルの引き出しを開ける。

　少し身体を起こした依都が、取り出した避妊具を見て目を丸くした。

「持ってたんですか」

「依都と気持ちが通じ合ったら、自分が抑えられなくなるかもしれないと思ってね」

　好きな人と両想いだとわかって、なにもせずにいられる男は少ないだろう。その時がいつ来てもいいように用意しておくのは男の嗜たしなみだ。

　だが、もちろん無理強いはしたくない。ベッドに腰かけ、彼女の頬をそっと撫でて問いかける。

「他に、なにか心配なことは？」

「え？」

「少しでも君に不安があるなら、今日はここまでにする。とびきり幸せにしてやりたいんだ」

　一瞬驚いたような表情を見せた依都は、それをふわりとほころばせ、俺の手に自分の手を重ねる。

「なにもないです。今すぐ、史悠さんに愛されたい」

　わずかに潤む瞳で見上げられ、胸の奥のほうでドクンと音が鳴った。かろうじて理性を繋ぎ止めている糸が切れそうになる。

「じゃあ、遠慮なく」

　我慢はしないが大事に愛でようと誓い、身を屈めて彼女の唇を求めた。

　指や舌を駆使して、あらゆる性感帯をくすぐって反応を窺う。声が甘くなるところを執しつ拗ように攻めると、彼女がどんどん淫みだらになっていく。

　おそらく初めてなのだろうというのは、狭い中を解ほぐしていて気づいた。誰も知らない依都の中を俺だけが味わえるなんて、たまらない優越感を抱く。

「幸せすぎてクラクラする」

「んっ、私も……どうにかなりそう」

　色っぽい困り顔で俺に手を伸ばしてくる彼女が可愛くて、もう挿いれたい欲求を抑えられなかった。

　ゆっくり、ゆっくり身体を繋げると、ゾクゾクとした快感が全身を駆け巡る。柔らかくていい匂いのする肌を重ね合わせるのが心地よくて、ずっとこうしていたい。が、身体中が熱く、今にも自分の中でなにかが爆発しそうだ。

　勝手に腰が動いて依都を揺さぶってしまい、無理をさせていないか心配になる。

「痛くないか？」

「ぅんっ……慣れてきた、かも」

　涙目になりつつ頬を上気させて答える彼女は、健気でいじらしい。

　本当につらくないかを確認しながら、何度も腰を打ちつけて蜜を交わらせる。こんなに後を引くような快感を覚えるのは初めてで、これはやばいと本能が訴えてくる。

　本気の愛は、ここまでセックスに影響を与えるものなのか。

「あっ、ん、しゆぅさ……大好き」

「俺もだ……愛してる、依都」

　荒い呼吸の合間に甘く囁き合い、俺たちは夢中で互いの身体を愛で続けた。




　――じっくり愛し合った翌朝は、少しだけ寝不足で、けれどとても幸せな気持ちで満たされる。今朝も、依都の部屋のシングルベッドでくっついたまま目覚めた。

　恋人となったあの日から約二カ月、時間が許す限りどちらかの家で一緒に過ごして、本能のままに求め合っている。

　初めて身体を重ねた時から感じていたが、依都とは身体も相性がいい。お互いの肌が吸いつくような気持ちよさと、パズルのようにぴったりはまる感覚を抱くのだ。

　何度抱いても足りなくて、中毒症かと思うほど毎度快楽にどっぷりと浸ってしまう。そしていつも離れるのが惜しい。

　二月に入った今日も、俺はこれから出勤だ。依都だって気だるいに違いないのに、朝食を作りたいと言ってキッチンに立っている。でもその横顔は俺と同じく幸せそうなので、ありがたくお言葉に甘えることにした。

　手早く作ってくれたのは、具だくさんの温かいミルクスープ。味噌が隠し味だそうで、優しいまろやかさの中にコクがあってとても美味しい。

　彼女の手料理というだけで美味しさが増すのだが、肝心の本人はあまり表情が浮かない気がする。昨夜も容よう赦しゃなく求めてしまったし、無理をさせてしまったのではないかと心配して彼女を見つめる。

「身体、つらいか？　元気がない」

「あ、いえ！　ただ、もう一緒にいられる時間が終わっちゃうなと思って……」

　眉尻を下げて笑う彼女に、胸が締めつけられた。可愛すぎるだろ。

「土日はまた俺の家においで」

「ありがとうございます。もっと休みを合わせられたらいいんですけどね」

　確かに、俺たちは休日もバラバラで出勤時間も違う。圧倒的に会えない時間のほうが長いので、俺も恋しくなる時は多々ある。

　ならば、ふたりにとって一番いい方法はこれしかない。ずっと前から考えて準備していたが、早く彼女に伝えるべきなんじゃないだろうか。




　その日の夜、さっそく行動に移すことにした俺は、依都が仕事を終える時間に合わせて車で迎えに来た。昼間にもう一度会おうと連絡しておいたため、彼女は「一日に二回も会えるなんて嬉しい」と、抱きしめたくなるような笑顔で助手席に乗り込んだ。

　そのまま向かったのは、四時から十分ほどの場所にあるプラネタリウムバー。暗い天井に満天の星が映し出されていて、とてもロマンチックな雰囲気だ。

　それを見上げる依都が、星よりも綺麗に目を輝かせている。

「わ～、すごい！　綺麗……！」

「田舎の自然の光には敵わないけどな」

　ここに来たのは、初めて会った日にイルミネーションを見ながら話したことを思い出したからだ。彼女も覚えているようで、「ここも十分素敵ですよ」と笑った。

　店内が暗く騒いでいる客もいないので、半個室の席に座ればふたりきりの空間になったように感じられる。依都は頼んだカクテルに口をつけ、改めて問いかける。

「本当にどうしたんですか？　こんなところに急に連れてきてくれるなんて」

　こんな風に会うのはあまりないので、ずっと不思議に思っているのだろう。俺もスパークリングウォーターで喉を潤し、さっそく本題を切り出す。

「今朝、依都が寂しそうにしてるのを見て、早く伝えたくなったんだ。俺も、今朝だけじゃなく毎日思っている。もっと君と一緒にいたいって」

　バッグから小さな箱を取り出し、彼女のほうに向けて蓋を開く。

「だから、結婚しよう」

　現れたのは、暗がりでもその存在がわかる小さなダイヤモンドがついた指輪。

　これは俺がオーダーし、先日受け取ってきたばかりのもの。いつ渡そうかとタイミングを計っていたが、もったいぶらずに今日渡せばいいのではと思い立ったのだ。

　目を丸くして口元に手を当てる依都を、まっすぐ見つめてもう一度伝える。

「結婚して、一緒に暮らせばいい」

　大きな目をしばたたかせた彼女は、信じられないといった様子で「け……結婚？」と声を震わせた。

　俺にとってはなにも驚くことじゃないんだけどな。彼女を好きになった時からずっと、頭の中でちらちらとその二文字が浮かんでいたのだから。

　しかし、依都は目を開いて固まっている。こんなプロポーズは、ベタすぎてお気に召さなかっただろうか。

「まだそこまで考えられないか？　俺は真剣なんだが」

「や、ちょっと……突然でびっくりして」

　彼女は綺麗な瞳を揺らしてほんのり頬を染めるも、どこか不安げだ。

「本当に、いいんですか？　まだ会って二カ月しか経ってないのに、結婚相手を私に決めてしまって」

　依都が不安がるのもわかる。俺たちはまだお互いの一部分しか知らないのだから。

　じゃあ、一体どれだけ付き合えば結婚してもいいと言えるのか。一年、あるいはもっと長く一緒にいても、相手のすべてを理解できるとは限らない。

　だったら、今結婚しても同じではないかと思う。十分お互いを求め合っているのに、何年も待つのは俺にとっては酷だ。

「俺は今すぐだろうと一年後だろうと、依都と生きていきたい気持ちは変わらないと言い切れる。君を嫌いになるほうがよっぽど難しいからな」

　真剣に、誠実に想いを伝える。不安そうな依都の顔つきが、徐々にしっかりとしたものになっていく。

「だが、君が乗り気じゃないなら――」

「そんなことないです！　したいです、結婚」

　言葉を遮って返され、今度は俺が目を丸くした。

「史悠さんとだったら、幸せになれるって信じられるから。ちょっと驚いただけで、すごく嬉しいし結婚したい気がないわけじゃないんです」

　俺が〝乗り気じゃないならやめよう〟とでも言うと思ったのか、依都は慌ててそんな風に言った。彼女の言葉が嘘ではないことは伝わってくるし、単純に嬉しくて口元が緩む。

「ありがとう。〝乗り気じゃないならその気にさせるまでだ〟と言おうとしたんだが、前のめりに承諾してくれてよかった」

「あ……なんだぁ、そっか」

　早とちりして少し恥ずかしがる依都も可愛い。

「ありがとうございます。どうしよう、すごい幸せ……」

　表情をほころばせて感動を露わにする彼女が愛しくて、俺は腰を上げて彼女が座るソファの横に移動する。指輪をつまみ上げ、手を取って細い薬指にそれを滑らせた。

　ぴたりと収まった指輪を感慨深げに見下ろしていた依都だが、ふいに顔を上げてなにかを悩むような様子に変わって口を開く。

「あの、ひとつだけ確認が」

「なんだ？」

「史悠さんは、ご兄弟はいますか？」

「ああ、妹がひとり。もう嫁に行っているが」

　なぜ急にこんな質問を？と不思議に思いつつ答えると、依都はやや表情を曇らせる。

「じゃあ、きっと跡取りを残さないといけませんよね……。御曹司でもあるのだし」

　伏し目がちになる彼女を見て、なんとなく心情がわかった気がした。

　結婚するにあたって、子どもについては女性にとっては特に大きな問題だ。妊娠できるかどうかというところから気を遣うものだし、彼女ももし跡取りを残せなかったら……と懸念しているのかもしれない。

「会社としては後継者はもちろん必要だが、俺は血筋にはこだわらない。親がなにか言ってきたとしても、決めるのは俺たちだ。ふたりで話し合って決めればいい」

　少しでも不安材料をなくしてあげたくてそう言うと、彼女がゆっくり目線を上げる。

「たとえ子どもができなかったとしても、俺は君を選んだことを後悔しないから」

「史悠さん……」

　迷いなく言い切る俺に、彼女は安堵の表情を浮かべた。

「私は、しばらくふたりでいたいです。子どものことは、まだ先でもいいですか？」

　その問いかけに、異論はまったくない。

　跡取り云うん々ぬんは関係なく、いつかは子どもが欲しいと漠然と思っていた。とはいえ、子どもがいない人生も嫌なわけではないし、なにより今はまだ依都を存分に愛していたいから、子作りをおあずけされても構わない。

「もちろん焦る必要はないし、俺も同じ気持ちだ。まだ依都を抱き足りないから」

「だ、抱き……!?」

「子どもができたら、セックスは思うようにいかなくなるだろう。もっと君を乱れさせて、もっと気持ちよくしてやりたい。子作りは、それに満足した後で」

　あんなに幸せな行為がしばらくできなくなるのは、今はまだ惜しい。

　目を丸くしていた依都は、みるみる顔を赤くして縮こまった。ダイヤが輝く彼女の手を握り、もう片方の手で頬にそっと触れる。

「俺の妻になる覚悟はできたか？」

　最終確認をすると、彼女は照れた笑みを浮かべて俺を見上げ、今度はためらいなく頷く。

「はい。末永く、よろしくお願いします」

　心にひと足早く春の花が開く。夫婦となる約束を交わし、俺たちは唇を寄せ合った。




　結婚を決めた俺たちは、さっそく俺のマンションで暮らす準備を始め、プロポーズの翌日にはお互いの家族に電話で報告をした。

　俺の両親は当然ながら大喜びで、早く連れて来いとうっとうしいほど騒いでいて、花菱さんもかなり動揺していたがすんなりと認めてくれた。今度お互いに連休が取れたら新潟へ行き、挨拶をしようと思っている。

　家族の賛同も得られたので、次の休みには婚姻届を提出する予定だ。依都を〝彼女〟ではなく、最愛の〝妻〟にしたい。

　会社ではまだ公にしていない。事後報告でいいだろうと考えているのだが、企画会議が始まる直前、会議室に向かいながら波多野がやや怪訝そうに言う。

「昨日発表された記事を読んで、社員たちがざわついていますよ。〝社長が本命チョコよりも欲しい人〟って誰だよ!?って」

　記事というのは、つい先日バレンタインに向けて発売された、花酵母を使用した日本酒について取り上げたもの。海外では男性が女性に花を贈るのが一般的なのでそれを意識しているのだが、もちろん男性に贈ってもいいように、味とパッケージに変化をつけたものを二種類作り上げた。

　その取材の際、女性記者が『本命チョコをもらいたい相手はいますか？』だとか、『社長のプライベートを知りたいとたくさん要望をもらっているんですよ～』などと、あまりにもしつこかった。以前から似たことが何度かあってうんざりしていたのと、依都という愛すべき存在ができたのとで、俺はこう答えた。

『本命チョコとは比べものにならないほど欲しい、特別な人がいますよ。プライベートも、その人にしか教えられません。この商品となんら関係のない、脳内お花畑な要望ですので』と、嫌みたっぷりに。

　口の端を引きつらせていた記者だったが、なんとかうまく商品と絡めて文章を書いてあった。最後のひと言は無論カットされていたが。

「これまでもくだらない質問を散々されて、嫌気が差していたんだ。一度大事な人がいると言ってしまえばいくらか収まるだろ。事実だし」

「記者のほうはそれでいいかもしれませんけどね……社内は大変なんですよ」

　若干げんなりした様子の波多野は会議室のドアに手をかけ、なぜか俺を一瞥した。そして少しだけドアを開くと、中から社員たちが騒ぐ声が聞こえてくる。

「社長、もしかして結婚するのかな!?」

「お相手はやっぱりどこかのご令嬢？」

「あの社長が選んだ女性ってどんな人なんだろ」

「極妻のイメージだな」

　俺が目を据わらせたところで波多野は静かにドアを閉め、こちらを振り返る。

「ほらね」

「好き勝手言いやがって、あいつら……」

　なにが極妻だ。依都はそれとはかけ離れた、誰よりも可憐で可愛い女性だっていうのに。

　いや、突っ込むところはそこではない。俺のあの発言だけで結婚まで想像が飛躍するとはな。いずれ公表するつもりだったし、問題ないのだが。

　ひとつ息を吸って、今度は俺がドアを開ける。その瞬間に皆がはっとして静まり返った後、「お疲れ様です！」と口々に挨拶して一目散に席についた。

　今日話し合うのは、有名イラストレーター・風ふう柳りゅう千ち笑えみとのコラボ商品についてだ。日本酒との組み合わせとしては意外かもしれないが、最近はアニメとコラボして、作中に登場するキャラクターをイメージした酒も多く販売されている。

　今回の企画は風柳さんにパッケージのイラストを手がけてもらい、中身もそれをイメージして作るというもの。海外でも活躍している彼女とのコラボなら、国外でも需要があるに違いない。

　すでに風柳さんは快諾してくれているので、まずはこちらで具体的な方向性を固め、その後彼女とも打ち合わせを重ねていく。

　この企画のリーダーである製造部の部長を中心に話し合いを進めていき、最後のまとめのところで、営業部長が意を決したように「社長」と言って手を挙げた。

「先ほど、日本酒自体も風柳さんにプロデュースしてもらうという話がありましたが、彼女はあまり日本酒が得意ではないと小耳に挟みまして……。協力してもらうのには少し懸念があるのですが」

　彼の言う通り、風柳さんは日本酒が苦手らしい。交渉した時に聞いたので俺も知っているし、社員たちから反対意見が出るのも想定済みだ。

「もちろん私も承知の上だ。なにか問題が？」

　表情を変えずに返すと、営業部長は若干怯えた様子でぐっと喉を詰まらせた。自分では普通にしているつもりだが、また威圧感が出てしまったか。

「えー、ですから、それでいいものが作れるのかと……」

「いいものにするんだ、なにがなんでも」

　間髪を容れず言い切る俺に、皆が身体を強張らせるのがわかった。これは別に脅しでも、圧力をかけているわけでもない。

「日本酒が得意ではない人だからこそ、そちら側の意見を聞くことができる。うまくいけば、苦手な人にもすすめられるものが出来上がるはずだ。絶好のチャンスだろう」

　苦手だからと遠ざけてしまっては、その人たちは絶対に掴めない。彼らを取り込めれば、客層はもっと広がる。

　はっとした様子のメンバーたちを見回し、改めて俺たちが目指す方向を明確にしておく。

「御鏡の酒をたくさんの人に飲んでもらい、日本酒に対する意識を変える。どんな試みでも、その目標は変わらない。それを実現するためには、柔軟な発想と皆の協力が必要だ。よろしく頼む」

　軽く頭を下げると、皆の表情が明るく変わって「はい」と力強い返事が聞こえてきた。頼もしい仲間たちだ。

　他に問題点はないようなので、会議はこれで終わりにする。腰を上げた時、大事なことを言っていなかったと思い出して口を開く。

「それと、個人的な話だが近々結婚する。以上」

　あっさりと報告すると皆は一瞬ぽかんとして、波多野だけがニヤリとしていた。数秒後、「おぉ～！」と歓声と拍手が湧き起こる。

　いたたまれないのでさっさと出ようとしたものの、珍しく女性社員たちが俺に寄ってきて興奮気味にしゃべり始める。

「社長、おめでとうございますー！」

「え、え、お見合いとかですか!?」

「きっとそうよねぇ。社長は御曹司なんだもの」

　俺に話しかけているというより、井戸端会議のようになっている。そして、なぜか恋愛結婚だとは微み塵じんも想像していない様子。

　御曹司だから強制的に結婚させられたと思われているのは癪に障る。かと言って、依都に惚れ込んでいると知られるのも気まずい。

　悶々とする俺に、元気なおばさま社員があけっぴろげに言う。

「跡取りだって必要だろうし。ますます頑張らないとね、社ちょ――」

「子作りはしない」

　うざったさから、思わずそっけない口調でそれだけ返してしまった。賑やかな彼女たちが、驚きを露わにして急に黙り込む。

　これからも跡取りだなんだと話題にされるのは御免だし、その気はないという体にしておいてもいいかもしれない。

　やや怒りを含ませて「セクハラになりますよ。お気をつけて」と忠告し、固まった彼女たちをよそに歩き出した。ドアへと向かう俺の後方で、再び話し出す声が聞こえてくる。

「子作りしないって……まさか仮面夫婦？」

「新婚の空気はまったくないしね」

「結婚しても鬼のままかぁ……！」

　反論したい気持ちはヤマヤマだが、それも面倒なので放っておくことにして会議室を出た。

　一緒についてきた波多野は、不思議そうな顔をして俺の隣に並ぶ。

「え、なんで子作りしないんですか？」

「まだふたりでいたいから」

「あっ、そーいう…………あまーい！」

「うるさい」

　この男は依都の話をする時、いつも同じリアクションなので慣れてしまった。

　軽くあしらっていると、波多野は会議室から出てくる社員たちをちらりと振り返って言う。

「皆いろいろ言ってますけど、社長を慕っているからこそですからね」

「別にフォローしなくていい」

「本当のことですよ。嫌っていたらもっとディスってます」

　あっけらかんと笑う彼に、俺もつられて小さく笑った。なんだかんだ、皆が俺を信頼してくれているのも伝わっているので、波多野の言う通りだと思っておく。

　ふいに、彼はほんのわずかに寂しそうな笑みを浮かべる。

「社長が依都ちゃんに本気で恋してるって知った時は、ついに俺以上の特別な存在ができちゃったかーって、ちょっとジェラシー感じてたんですけど」

〝俺以上〟という部分に若干物申したいが、黙って続きを聞く。

「本当の社長は俺だけが知ってるんだよなぁって思うと、それはそれで嬉しいです。なんていうか、社長の弱みを握れた感じ？」

「お前、時々腹黒い発言するよな……」

　屈託のない笑顔に発言が合っていなくて、俺は口の端を引きつらせた。こいつ、俺のことが好きなのか支配したいのか、どっちなんだ。

　肩の力の抜けた話をして社長室まで来ると、波多野が真面目な面持ちになって切り出す。

「それはそうと、風柳千笑とのコラボはうまくいきますかね」

　今しがたの会議で出た問題をむし返す彼を、デスクチェアに座って見上げる。

「お前も心配してるのか」

「日本酒を作ることに異論はないんですけど、彼女自身の性格がどうも……。奔放でわがままだし、協調性なさそうじゃないですか。彼女の意見を尊重するとはいえ、あまり勝手な言動をされすぎても困るなと」

　デスクに置いてあった、風柳千笑が取り上げられた記事の載る雑誌を見下ろして眉をひそめてやや毒づく彼だが、そう心配するのも無理はない。

　風柳さんは、俺と同い年の三十一歳。彼女の絵の才能だけでなく、整った容姿に海外セレブのようなファッションも話題になっていて、自分をしっかり持った女性として世間からの評判は上々だ。

　しかし実際に会ってみると、それは彼女のほんの一面でしかないと気づいた。自分の要望を押し通す我の強さや、うちの社員を下に見ているような態度は俺も一喝してやりたくなった。

　苦手な日本酒のコラボに協力する気になったのは、『一周回って飽きなそうだから』らしい。舐めてかかっていそうな彼女をもハマらせる商品を作りたいと、逆にやる気が漲みなぎって今に至る。

「そういう人間を唸らせるのも、やりがいがあるだろう。もしも自分が女王様だと思っているなら、彼女の今後のためにもその鼻をへし折ってやる」

　一度雑誌を手に取り、自信に満ちた笑顔をこちらに向ける風柳さんを一瞥して、バサッと再びデスクに放った。

　波多野は目を丸くした後、ふっと口角を上げる。

「さすが鬼蔵元。ビジネスパートナーにも容赦ないですね」

「当たり前だ、立場は対等なんだから。あと、その呼び方やめろ」

　俺の最後のひと言は聞こえていないかのごとく、彼は感動した様子で腕を組み、「やっぱ社長はカッコいいな」などと呟いていた。

　有言実行するべく、準備を進めていかなければ。試作品が出来上がったら依都にも試飲してもらいたい。

　……そうだ、俺たちのもとでなら彼女の能力をもっと活かせるんじゃないか？　会社にとっても必ずプラスになる。

　ふとひとつの考えが浮かび、近いうちに交渉してみようと心に決めた。




　一週間後の土曜日、バレンタイン当日の午後二時。休日の俺と依都は、昼の営業を終えたばかりの四時にやってきた。

　ふたりで中へ入った途端、店主の新さん夫妻に「結婚おめでとう！」と祝福された。俺たちはそれぞれ礼を言い、目を合わせて微笑む。

　どうせなら覚えやすいバレンタインに結婚しようということになり、先ほどふたりで婚姻届を提出してきた。れっきとした妻になった依都が、とても嬉しそうにしているのを見るだけで幸せだ。

　男の俺は、依都が同じ苗字になった実感はあまりないが、守るべき存在ができたと思うとやはり身が引き締まる。

　休みを取った依都は『お祝いしたいから、婚姻届を出し終わったらふたりで四時においで』と言われたらしく、俺も新さんたちに挨拶したかったのでやってきたというわけだ。

　軽く自己紹介して、箸を用意してもらっているテーブル席に依都と並んで座ると、新さん夫妻がうきうきしながら料理を持ってきてくれる。

「まさか依都ちゃんがこんなに急に結婚するなんて～」

「彼氏がいるってのも知らなかったから、ひっくり返りそうになったよ」

「驚かせてしまってすみません。私が待ちきれなくて、早々とプロポーズしてしまいました」

　ポーカーフェイスで正直に答えると、依都は照れ笑いを浮かべ、奥さんは両頬に手を当てて「きゃ～」と楽しそうな声をあげた。

　その直後、凛太朗くんが俺と依都の間にずいっと割り入ってくる。挑発するように俺をまじまじと見ながら、「どぉーぞ」と言って刺身の盛り合わせをドンッと置いた。

　だから、目力が強いんだよ……と心の中でツッコむ。あからさまに敵対視されているが、どうすれば彼に結婚を納得してもらえるのだろうか。

　凛太朗くんが敵意むき出しになっているのに気づいているのかいないのか、席についた新さんと依都は素知らぬ顔で別の話をする。

「結婚しても、ここでの仕事は続けてくれるんだよな？　時間は考慮するから」

「もちろん。これからもよろしくね」

　仕事といえば、とついこの間考えていたことを思い出し、依都に「そのことなんだが」と話しかける。

「時々でいい。俺たちの会社に来て酒造りに協力してくれないか？　唎酒師としての君の意見を参考にしたい」

「私が、御鏡酒造に？」

　営業の面でもその知識が役立つし、酒の試飲をして評価してもらえれば会社にとってかなりプラスになる。目をぱちくりさせる彼女にそれをざっと伝えると、俺たちの向かいに座る奥さんがぱっと顔を輝かせる。

「あら、いいじゃない！　依都ちゃんはこのお店にいるだけじゃもったいないんじゃないかって思ってたの。依都ちゃんがやりたいなら、私たちは喜んで――」

「ダメダメダメ！　こっちが人手不足になるんですよ。依都は渡しませんから」

　また割り込んできたな、凛太朗。繋げたテーブルの席にどかっと腰を下ろす彼に、じとっとした視線を向けた。

　新さん親子で言い合いが始まる中、依都は考えを巡らせている。その時、店の引き戸が開く音がして、元気な声が響いてきた。

「まいどーっ。追加の日本酒とビール持ってきたよー」

「雫！」

　依都が声をあげると同時に俺も振り向くと、段ボール箱を抱えた茶髪の小柄な女性がいる。以前も会った、依都の親友の雫さんだ。

　でかでかと〝ヒモト〟と書かれたエプロンが不似合いだな……なんて思っていると、箱を置いた彼女に依都が勢いよく駆け寄っていく。

「なになになに!?　あれっ、御鏡さん！」

　濃いまつ毛をしばたたかせたり、俺に気づいてぺこりと会釈したりと忙しない彼女に、依都が両肩に手を置いて問いかける。

「ねえ雫、私の代わりにここでバイトしない？」

「へ？　バイト!?」

「そう。前から『四時で働くのも楽しそう～』って言ってたよね」

　突然の提案にひょっとこのような顔をする雫さんだが、俺たちはすぐに察した。依都は俺に協力するつもりで、自分が抜けた穴を雫さんに埋めてもらおうとしているのだと。

　雫さんはキョトンとして一度俺たちのほうを見た後、にこっと笑顔になる。

「おけー。やるやるー」

　親指を立てて軽く返事をした彼女に、凛太朗くんが脱力して言う。

「雫！　お前、酒屋のほうはいいのかよ」

「なんとかなるっしょ。ちょうどバイトくんがもっと働きたいって言ってたし～」

　憎めない能天気さで返した雫さんは、残念がっている凛太朗くんに口を尖らせる。

「なによ、凛くん。私じゃ不満？」

「いや、全然不満はないけど、雫が着物着たらなにかの祭りみたいになるんじゃ……」

「ならないし！　ギャルなめんな」

　遠慮なく言い合うふたりも、付き合いは長いだろうし仲がよさそうだ。彼らのほうが兄妹みたいだなと思っていると、依都が決心したような笑みを浮かべる。

「ありがとね。雫がやってくれるなら、安心して史悠さんに協力できる。私も、もっとたくさんの人に日本酒の美味しさを伝えたいから」

　彼女の視線がこちらに向き、俺も口角を上げた。凛太朗くんは残念そうにしながらも、仕方なく折れたらしい。

「まあ、依都がそう言うなら……」

「公私共に、依都は俺のものです」

　腕組みをする凛太朗くんに微笑みかけると、彼はものすごい仏頂面になって「俺、あんた嫌い」とボソッと吐き捨てた。

　それから、新さん夫妻が「せっかくだから雫ちゃんも食べていきなよ」と誘い、時間の許す限り彼女も交ざって賑やかな食事会になった。

　母親からの愛情が得られなかったとはいえ、依都は温かな人たちに囲まれている。それを実感して、とても安堵した。




　結婚からさらに一週間後、俺たちは互いに休みを合わせて新潟へやってきた。

　これから結婚の挨拶と、両家の顔合わせを一緒にやってしまおうということで、皆で食事をすることになっている。

　まず向かったのは花菱さんの自宅。料亭の場所がわからないらしいので、俺の車で一緒に行くことにしたのだ。

　先日降った雪が道路脇や田んぼに積もっている中、足元に気をつけてふたりで玄関に入ると、花菱さんが嬉しそうな笑顔で出迎えてくれた。

「お祖父ちゃん、ただいま」

「おかえり、依都。……と、社長さん」

　セミフォーマルなワンピース姿の依都を見た後、俺に目線を向ける花菱さん。「ご無沙汰しております」と頭を下げると、彼は額に手を当てて天を仰ぐ。

「まさか依都をもらわれるとは……」

「申し訳ありません。想像よりはるかに素敵な女性で、惹かれる気持ちを抑えられませんでした」

「史悠さん……！」

　依都は手で顔を覆い、花菱さんは一瞬ぽかんとした後、「はっはっは！」と大笑いした。

「あんたはほんと正直だなぁ。別に謝ることねぇんだよ。依都の可愛さを知って惚れないほうがおかしいだろ～」

「お祖父ちゃんまでやめて」

　照れている依都を眺め、心の中で〝やっぱり可愛い〟と連呼していたのは、きっと花菱さんも同じだろう。

　依都はトイレを借りると言って中へ向かい、俺たちは玄関先で話をする。

　新種の酒米を作ってもらう代わりに、依都と母親の仲を取り持つという交換条件。それは破棄しようと、ずっと言いたかったのだ。

「花菱さん、あの約束のことですが……」

「あー、あれはもういいんだ。前に依都と電話した時、『私に黙って勝手なことしないで』って怒られちまったからさ」

　頭を掻いて苦笑いする彼に、俺は罪悪感を抱いて謝る。

「すみません、私のせいです。彼女の気持ちも考えずに提案してしまったので」

「社長さんは俺たちのためだと思ってくれてたんだろ？　誰も、なにも悪くない。ただ、人の心を想像するのが難しかったってだけだ」

　達観している花菱さんは、廊下のほうに目をやって穏やかに微笑む。

「依都があんなに幸せそうな顔をしてるのは初めて見た。それは間違いなくあんたのおかげだし、俺はそれで十分だよ」

「……その笑顔を絶やさないように尽くします」

　自分自身にも誓うように言うと、彼は安堵した様子で俺の肩にぽんと手を置く。

「頼んだぞ。酒米もちゃんと作るつもりだから、安心しな」

　彼の厚意に感謝して頭を下げた。しかし、俺はこれで十分だとは思っていない。

　依都と母親を完全に和解させるのは無理かもしれないが、ふたりの心が軽くなるように手助けしたい思いはまだある。彼女たちの気持ちを聞いた上で、交換条件などではなく俺のただのお節介で動こう。

　夫として、依都がもっと幸せになれるように努める。それが俺の人生の目標だ。




　三人で車に乗り込み、市街地にある料亭に向かった。大きな池のある日本庭園を囲うように完全個室が配置されている、高級感のある店だ。

　俺の家族と合流し、店の門構えをくぐる前に依都を紹介する。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。依都と申します」

　品のいい所作で頭を下げる依都に、着物姿の母と、セットアップのパンツスタイルの叶芽が興味津々な様子で挨拶する。

「依都さん、はじめまして。会えて嬉しいわ」

「ねー！　お兄ちゃん、今まで彼女なんて全然紹介してくれなかったから。あっ私、妹の叶芽です～」

　テンション高く握手を迫る妹に、依都も嬉しそうに「はじめまして。よろしくお願いします」と返して手を取った。

　花菱さんと挨拶していた父は、彼と依都を交互に見て真剣な面持ちで言う。

「花菱さん、今日は盃さかずきを交わしましょうや」

「ああ、やりましょう」

　花菱さんは父がどんな人間かを知っているので普通にしているが、依都は極道の映画にでも出てきそうな言葉に「えっ……？」とギョッとする。今日も相変わらずな父に頭を抱えたくなりつつ、俺が通訳する。

「一緒に酒を飲みたいと言ってるだけだ」

「あ、なるほど！　史悠さんが時々口調が荒っぽくなるのは、お義と父う様の影響を受けたんですね」

「納得しないでくれ……」

　うなだれる俺に、依都はクスクスと笑っていた。

　庭が臨める座敷に案内され食事を始めると、皆すぐに打ち解けていてほっとする。運転手の叶芽は、酒を飲んでいないにもかかわらず酔っ払いみたいに依都に絡んでいるが。

「依都さん、お兄ちゃんと結婚してくれてありがとう！　優しいし美人だし一緒に日本酒も飲めるし、私も嬉しい」

「こちらこそ、快く迎えてくださって本当にありがとうございます。決して史悠さんに相応しいとは言えない私を……」

　肩をすくめてはにかむ依都に、父が優しく諭すように声をかける。

「生い立ちやうちの家柄を気にしてるなら、そんな必要はないからな。うちのシマはたくさんあるとはいえ、ただの酒蔵の人間なんだから」

「そうよ～。お嫁さんになってくれただけでありがたいわ」

　母がにこにこしてそう続けた。だからシマとか言うなとツッコみたいが、ふたりの言葉はその通りだ。と思ったのもつかの間……。

「まあ、欲を言えば跡取りは欲しいがな」

「孫の顔は見たいわね」

　やっぱりその話になるのか、と俺の目が据わる。隣の依都も、ややぎくりとしたのが俺にはわかった。

　叶芽もにやりとして加わってくる。

「私も、パパになったお兄ちゃんがどうなるのかは興味あるな」

「別に、なにも変わらないと思うが」

「わかんないよ～。だって小さい時私の面倒みてくれてたし、意外と子煩悩になりそうな気がするんだよね。お兄ちゃんが子どもにデレデレになってるところ見てみたい」

「そりゃあ、依都との子なら可愛がるに決まってる」

　自信を持って答えると、叶芽は「きゃー」と控えめに高い声をあげて冷やかした。

　小さい子は見ていると癒やされるし嫌いじゃない。なにより、好きな人との子なら無条件で愛せる。水族館で迷子になっていたあの子のように、向こうがどう思うかはわからないが。

「花菱さんも、ひ孫に会えたら嬉しいでしょう」

　父が花菱さんに話を振った。依都の隣に座っている彼は、ほろ酔い状態で緩んだ表情をさらにほころばせる。

「そりゃあもう、万々歳ですよ。この子は苦労してきましたから、幸せな家庭を作ってもらいたいですわ」

　花菱さんにしてみたら、依都には自分の娘のようにならず子供と幸せに暮らしてほしいと願っているだろう。彼女もその気持ちはわかるらしく、複雑な表情をしていた。

　その後も跡取りの話が続きそうだったので、見かねた俺はそっけなく言い放つ。

「跡取りの話はもういいだろ。どうするかは俺たちが決める」

「はいはい。わかったわ」

　母は嫌みな感じではなく〝仕方ないわね〟といった調子で小さく笑い、依都に顔を向ける。

「気を悪くさせてたらごめんなさいね。私たちが元気なうちに見られたらなって思っているだけで、急かしてるわけじゃないのよ」

「いえ！　逆に気を遣わせてしまってすみません」

　恐縮した依都は、落ち着いた笑みを湛え「いつか、期待に応えたいです」と続けた。

　その〝いつか〟はまだ先でいい。夫婦ふたりだけの時間を楽しんでいたい俺は、そんな風に呑気に考えていた。










蜜月夫婦の危険日




　……どうしよう。『いつか、期待に応えたい』なんて言ってしまった。

　安堵の笑みを浮かべる皆を見て、私は内心冷や汗を掻いていた。まだ子どもを作る覚悟はできていないのに、大層な宣言をしてしまった気がする。

　史悠さんからプロポーズされた時、すごくすごく嬉しかったし、拒否する気はまったくなかったけれど、ひとつだけ気がかりなのが子どもについてだった。

　彼は御曹司で、代々続く酒蔵の息子なのだから、きっと跡取りが必要なのではないか。私が子どもを産むのが必須条件だとしたら問題だ。

　そう懸念して確認してみると、彼がくれたのは『たとえ子どもができなかったとしても、俺は君を選んだことを後悔しない』という寛大な言葉。その優しさに甘えて、もしかしたらふたりきりで生きていけるかもしれないと淡い希望を抱いてしまった。

　しかし、やはり皆子供を望んでいるのだと実感すると、自分だけのわがままを通すわけにはいかないと悟ったのだ。

　ただ、嫌々答えたわけではない。どちらかと言うと前向きな気持ちだ。

　祖父はやっぱり私に家族ができたら嬉しいんだなとわかって、安心してもらうためにも頑張らなきゃと思った。さらに叶芽さんの話を聞いて、史悠さんも本当は子供が欲しいかもしれないと感じ、彼にわが子を抱かせてあげたくなったのだ。

　彼は『依都との子なら可愛がるに決まってる』と言った。同じように、私も大好きな彼との子なら愛情が湧くかもしれない。

　子どもを作るために、なんとかして苦手意識を克服しよう。そう、考えを改めたのだけれど――。




「はぁ……可愛すぎる、俺の奥さん」

　食事会を終えたその日の晩、実家から比較的近い温泉宿のベッドの上で、彼は悦に入った表情で私に愛撫している。

　さっきから可愛い可愛いと連呼して、まるでプレゼントの包装を剥はがすみたいに丁寧に私の服を脱がせ、身体中にキスをしてくるのだ。

「んっ……史悠さん、飲みすぎですよ」

「ウチの酒がうまいのが悪い」

「ひぁっ」

　彼はいじけた少年みたいな顔になって、私の胸元に少し強く吸いついた。赤い跡が残り、ちょっぴり背徳感を覚える。

　食事会の後、史悠さんの実家である酒蔵に寄ったら、少し試飲させてもらうつもりが皆にお酌されて小宴会のようになった。私は大丈夫だけれど、史悠さんはキャパオーバーになってしまいこの有様だ。

　蔵人の皆さんの完全に組事務所みたいなノリには驚いたものの、いい人ばかりだったしたくさん笑わせてもらって楽しかった。

　酔って甘々王子に豹変した旦那様も見られて、正直嬉しいし。

「いーと。なに笑ってんの」

「ふふ、なんでもない」

　普段と違うしゃべり方の史悠さんこそ可愛くて、つい顔が緩んでしまう。しかし、油断していると彼はふいに獣の一面を出してくる。

「俺の愛はこんなもんじゃない。いつまで余裕でいられるだろうな」

　彼はシャツのボタンをはずして挑発的な笑みを浮かべた。鎖さ骨こつが露わになる姿がセクシーでドキドキが加速する。

　案の定、それからすぐに私の余裕はなくなって。甘く攻め立てられ、理性がとろとろに崩れ、抗えない絶頂感に何度も襲われる羽目になった。

　翌朝も、チェックアウトの時間までベッドの中で怠惰に過ごす。

　史悠さんの実家に泊まるのはまだハードルが高いので遠慮したが、やっぱり宿にして正解だった。彼の家は離れがあるとはいえ、家族が近くにいる状況ではこんな風にしていられないもの。

　史悠さんはすっかりいつものクールさに戻っているけれど、愛し合う時はとても情熱的だ。目が覚めて一度それを堪能してから、部屋についている露天風呂にふたりで入って極楽気分を味わっている。

　朝のきりりとした空気から逃れて湯船に浸かり、後ろにいる史悠さんに背中を預けて真面目な話をする。

「昨日、お祖父ちゃんからお母さんの病状を聞きました。先週、無事手術は終わって、これからホルモン療法が始まるらしいんです。副作用の影響がどのくらい出るかわからないけど、たぶんつらくなるだろうって」

　リンパ節に転移しているものの、がんの大きさは比較的小さめなので手術もできたらしい。でも大変なのはこれからだとも聞くし、母にとっては苦しい時期になるかもしれない。

「こういう時、家族なら支えてあげたいって思いますよね。普通は……」

　立ち上る湯気を見るともなしに眺め、複雑な心の内を明かす。

「まだどこか他人事なんです。会ったほうがいいってわかっているのに、心が動かないというか……この状態では、まだ無理だなって」

「二十年以上会っていないんだし、そうなるのは不思議じゃないだろう」

　勇気が出ない私に、史悠さんは寄り添ってくれる。いつも厳しいくせに、頭ごなしにダメだと言わない彼は、本当は優しい人だと思う。

「とりあえず、お母さんが治療を受けてくれてよかったよ。最初はこのままなにもしなくていいと言っていたくらいで、花菱さんが説得したらしいから」

「……そうだったんだ」

　その話は初耳で、ちりっと胸が痛む。

　極論、母は死んでもいいと思っていたってこと？　大切な人はいないのかな。

　ますます複雑な気持ちになって肩まで沈むと、後ろから彼が抱きしめてくる。

「きっとまだ時間はある。依都がその気になったら、俺はいつでも協力するから」

「うん……ありがとう」

　史悠さんの存在は本当に心強い。こんな私を見限らず包み込んでくれる彼に感謝して、しばらく身を委ねていた。




　三月に入りあちこちで桜が咲き始めた頃、私は初めて御鏡酒造の本社を訪れた。

　十二階建てのビルは一見普通のオフィスにしか見えないが、一階は自社製品のショップ、五階から十階までが工場になっている。温度と湿度を徹底的に管理して年間を通じて生産できるようにし、その工程で得られる情報をすべてデータ化して収集・分析しているのだそう。

　とはいえ機械ばかりに頼るのではなく、蒸米を麹こうじにする作業や、麹と水、酵母などを混ぜる仕込みは、人の手で丁寧に行わなければいけない。日本酒造りはそれほど繊細なものなのだ。

　実家の酒蔵で学んだノウハウを活かし、見事に成功させた史悠さんの手腕を改めて尊敬する。

　今日はこの四階にあるミーティングルームで、新商品の試飲会が行われる。私は十数名の社員たちの前で、緊張しながら史悠さんの隣に立つ。

「御鏡依都です。少しでも皆さんのお力になれればと思っていますので、よろしくお願いいたします」

　深く頭を下げると、皆も「よろしくお願いします」と挨拶を返してくれた。

　そわそわしているのは私だけではなく、社員たちもだ。彼らがものすごく興味深げにこちらを見ているのは、私が鬼蔵元と囁かれる史悠さんの妻だからなのだろう。でも……。

「唎酒師は主に販売店や飲食店で活躍しているが、生産の段階で意見をもらうのも重要だと思っている。今日のように試飲会に参加してもらって酒の特徴を聞き、販売に役立てたい」

　クールな表情で語る史悠さんの話もしっかり聞いていて、彼を信頼しているのが見て取れる。社長としての姿を直に見られて、私も嬉しくなった。

　さっそく試飲が始まるが、私はテイスティングをするのが仕事なので、口に含んだら飲まずに紙コップに吐き出す。資格を取った時以来、本格的な唎き酒はほとんどしていなかったから、普通に飲みたくなる気持ちを堪える。

　まずは最初に感じた味わい、次に中間、最後はどんな余韻が残ったかをノートにメモしていく。口当たりや外観も具体的に記すのだが、やっぱり難しいのは香りだ。

「若いメロンと……ハーブのような爽やかな香りがします。甘みも中程度以上あるので、薫くん酒しゅのタイプに入りますね。十五度前後くらいが、華やかな香りを消さずに一番美味しくいただけると思います」

　アルコールを添加している大吟醸酒の中では、しっかりお米の甘みを感じて美味しい。テイスティングが終わったら飲んじゃおうかな、とこっそり目論む私のそばで、社員たちも香りを確かめて頷いている。

「メロンとハーブ、言われてみれば確かに！」

「〝若い〟メロンっていうのがポイントなんですね～」

「じゃあ、これは？」

　もうひとつ別の、若干黄色味がかった日本酒が少量入ったグラスを手渡されたので、一度水で口の中をリセットしてから含んでみる。

　こちらはまったく違い、バターやチーズのような深い香りがして、口当たりもまったりとしている。コクのある醇じゅん酒しゅのタイプだと言うと、周りから「おぉ～」と声があがった。

「唎酒師さんってすごいですね。僕たちも味の違いはわかるけど、それを具体的に言葉で表現できないから」

「ほんとそれ！　商品の紹介文を考えるのが結構苦労するんで、めっちゃ助かります」

　同い年くらいの男性社員が必死にメモしながら言うので、私は嬉しくなって「お役に立ててよかったです」と微笑んだ。

　ひと通り特徴を伝えたところで、一番気に入ったお酒のグラスに鼻を近づけて香りを楽しんでいると、三人の女性社員が声を潜めて話しかけてくる。

「依都さん、あの……大丈夫ですか？　社長との結婚生活」

「えっ？」

　仕事とはまったく別のことを問いかけられて、声が裏返ってしまった。

　さっき、史悠さんは波多野さんに呼ばれてここを出ていったから、その隙に話しかけてきたようだ。

「社長って家でも厳しいんじゃないですか？　会社ではいいんですけど、奥さんは大変そうだよねって皆心配してるんです」

「もし政略結婚とかだったら、無理してるんじゃないかなって。そのー……子どもも作る気ないみたいだし」

「んなっ……！」

　子どものこと、なんで知ってるの!?と驚く私に、おばさま社員が慌てて「ごめんね、セクハラじゃないのよ！　社長がポロッとこぼしてたから気になっちゃって」と補足した。

　史悠さんがそんなことを漏らすなんて意外だけれど、とりあえず〝今は〟作る気がないというだけなのに誤解しているらしいので訂正したい。なんだか夫婦仲が悪いと思われていそうだし。

「いや、あの、それは――」

　言葉を選んでいた時、ドアが開いて皆の視線がそちらに集中する。史悠さんが戻ってきた？と私も振り向くと、現れたのはハーフ系の顔立ちの美女だった。

　額を出したアッシュカラーの長い髪が大人っぽく、ロングコートに細身のジーンズ、レオパード柄のショートブーツを合わせたファッションがおしゃれ上級者という感じ。独特なオーラを放つ彼女が現れた瞬間、皆がざわついた。

　どこかで見たことがあるような……と思っていると、彼女はにこりと微笑んで会釈する。

「皆さんこんにちは～。風柳千笑です」

　名前を聞いて、私もはっとした。

　そうだ、この人は若くして国外でも人気があるイラストレーターじゃない！　時々メディアでも取り上げられている有名人だ。そういえば、今度コラボ商品を作るって史悠さんが言っていたっけ。

　製造部の部長さんも、驚きと困惑が混ざった様子で声をあげる。

「風柳さん!?　今日は打ち合わせではないはず……」

「たまたま近くに来て、時間あったから寄らせてもらったの。史悠もどうぞって言ってくれたし」

　はい？　〝史悠〟？

　聞き捨てならなくて思いっきり反応する私。彼女の後から入ってきた史悠さんは、わずかに笑みを浮かべて言う。

「ちょうど試飲をしていたところなので。よろしければ千笑さんもぜひ」

　え、え？　史悠さんまで名前呼びなの!?　ビジネスパートナーでそれって普通……？

　悶々とする私をよそに、風柳さんは試すような調子で言う。

「飲ませてもらえるなんて嬉しいんだけど、私は日本酒が苦手なの。私でも楽しめるものがあるかしら」

　彼女の言葉に、皆の視線が私に向けられる。おそらく〝こういう時は唎酒師の出番なのでは？〟という感じで、私に気を遣ってくれているのだろう。

　なんだか気まずいけれど、ここは応えないわけにいかない。ぎこちない笑みを作って頷く。

「あ……はい！　こちらの、りんご酵母で造った純米吟醸酒はいかがでしょう。青りんごのような酸味と甘みを感じられる、ジューシーなお酒です」

　今テイスティングしたお酒の中で、一番甘くて飲みやすいと感じたものの瓶を手に取った。

　未使用のグラスに注いで手渡すと、風柳さんは一度鼻を近づけてから口に含む。

「ふーん……よくわかんない」

　味わった彼女の口からそっけない感想が出て、私は肩透かしをくらった。

　う、嘘……お米から造ったとは思えないほど甘くてフルーティで、苦手な人もこれには驚くだろうと自信を持ってすすめたのに……！

　自分の味覚がおかしいのかと疑いたくなるも、社員の皆さんも苦笑しているので同じ心境になっているはず。

　でも人によってもちろん感じ方は違うので、風柳さんにはその程度のものだったのだろう。残念だけれど仕方ない。

　諦めをつけていると、風柳さんは史悠さんのすぐそばにぴたっとくっつく。

「ねえ史悠、私いちごが好きなの。いちご酵母でも造れる？」

「とてもいいと思いますよ。風柳さんのイラストにもよく使われていますしね」

「知ってるの？　ありがとう！　嬉しい」

　ぱあっと笑顔を咲かせて史悠さんの腕に触れる彼女。ちょっとちょっと、どさくさに紛れて触らないでください、人の旦那に！

　さすがに喉元まで出かかったものの、それ以上に物申したくなる発言が彼女の口から飛び出す。

「いちごの香りとかつけられないのかしら。若い人にも飲んでもらいたいなら、わかりやすくしたほうがウケがいいんじゃない？　日本酒ってお米さえ使ってればいいんだろうし、もっと美味しいのできるでしょ」

　日本酒造りを軽く考えすぎな言葉に、私も社員の皆も思わず絶句した。いくら知識が少ないといえ、これから一緒に商品を作ろうとしている人がこんな意識で大丈夫なのだろうか。

　グラスの中で揺れる液体を眺める風柳さんに向けて、無表情だった史悠さんが口元に笑みを浮かべた。

「アイデアを出してくださってありがとうございます。参考にさせていただきます……が」

　冷静に答えたかと思いきや、言葉尻で声のトーンが下がり、瞳も相手を怯えさせるほどの冷たいものに変化する。

「私たちもプロなんでね。いくらあなたの意見を尊重するといっても曲げられないものもあるし、心血を注いでいる仕事をナメられたらそれはもう腹立つんですよ。これから、そのあたりあなたの頭の中にきっちり叩き込ませていただきますんで」

　お、鬼スイッチ入ってるー！

　史悠さんの迫力に皆が硬直して静まり返り、風柳さんは唖然とした。自分が協力しようとしている相手に、こんなに厳しいことを言われるとは思わなかったのだろう。

　容赦のない史悠さんは、すっと彼女から離れて私のほうに歩み寄り、「それと」と話を続ける。

「これから唎酒師の彼女にも協力してもらうのでよろしくお願いします。私の妻です」

　自然に私の肩を抱き、彼はそう言い放った。風柳さんはさらに目を丸くする。

「妻ぁ!?　独身だって言ってたじゃない！」

「先日結婚しました」

「うっそ……。まさか、彼女を私に見せつけるためにここへ連れてきたの？」

「一緒に働く仲間を紹介したかっただけですよ」

　営業用だとあからさまにわかる笑顔を貼りつけた彼は、風柳さんの後方で静観していた波多野さんに視線を向ける。

「波多野、千笑さんを下までお送りしてくれ」

「承知しました」

　ずっと平然としている波多野さんがドアを開けて風柳さんを促すも、彼女は納得がいかない様子で食い下がる。

「ちょっと！　まだ言いたいことが……！」

「さあさあ、帰りますよ。社長に嫌われたくないなら一度頭冷やしましょう」

　波多野さんは風柳さんをある程度知っているのか、背中に手を当てて軽くあしらう。彼女はまだなにか叫んでいたけれど、半ば強引に外へ連れ出されていった。

　嵐が去った後、史悠さんはひとつ息を吐いて縮こまっていた社員たちのほうに顔を向ける。

「今後も彼女は私が対応するから気にするな。君たちはいつも通り、胸を張れる商品を作ればそれでいい」

　風柳さんによって乱された空気がほわっと温かいものに変わり、皆が背筋を伸ばして「はい」と答えた。

　大事な社員と商品を守る毅然とした史悠さん、やっぱりカッコいい。いくら社長とはいえ、協力関係にある相手に気を遣って意見を言えない人もいるだろうに、彼はまったくブレないもの。

　いろんな一面に惚れっぱなしなのだが、納得いかないところもある。お互い名前で呼び合ったり、あからさまに風柳さんの距離感が近かったり……そこはちょっと文句を言いたい。私がヤキモチ妬きなだけだけれど。

　試飲に使ったものを片づけたら、私の仕事は終わりなので先に帰ることにする。

「じゃあ、私もこれで失礼します。ありがとうございました」

「ありがとうございました～！　またよろしくお願いします」

　皆と挨拶をしてミーティングルームを出ようとした時、史悠さんがこちらにやってきた。

「依都――」

「史悠さん、帰ったらお話しましょう」

　くるりと振り返り、一方的にそう言った。微笑んだつもりだけれど、きっと目は笑っていないと思う。

　それに気づいただろう史悠さんは、やや困惑した表情で「あ、ああ」と返事をする。私たちの様子をこっそり観察していた先ほどの女性社員たちは、「修しゅ羅ら場ば……？」なんて呟いていたけれど、構わずにその場を後にした。

　とりあえず初日の仕事を無事終え、ほっとして御鏡酒造の本社ビルを出る。駅方面に向かって少し歩くと、小さな噴水のある広場があった。夏しか噴水は動いていないが、何人かの子どもが無邪気に走り回っている。

　あれだけで楽しいんだなと感心しつつ、子どもへの苦手意識を克服するというミッションを思い出す。

　まず慣れるのが大事よね。さりげなくあの子たちに交ざって話しかけてみる？　いや、いきなりそれはハードルが高すぎる。たぶん「すごいね」とか「元気だね」くらいしかかける言葉が出てこないし、なにより予測不能な動きをする彼らの対処法がわからない。

　そうなってしまうのは、自分は母にどうされていたかを思い返してみても、一緒に遊んだ記憶がほとんどないからかもしれない。

　遠目で眺めてぼんやり考えていると、そちらにいる子ではなく、広場を目指して走ってきた三歳くらいの男の子が私の近くでつまずいて転んだ。

　わ、びっくりした！　これはさすがに見て見ぬふりはできない。苦手意識をなくそうと決めたんだし、人として声をかけるくらいはしないと……！

　意を決して、へたり込んだまま泣き出すその子のそばにしゃがむ。

「だ、大丈夫？」

「うぇぇ～～ん！」

「う……えっと、怪我はないかな？　お母さんは……」

　私の存在すら気づいていないかのごとく泣くので、私はこの子の親をオロオロして探すことしかできない。どうしよう、どうしたらいいんだろう、私が泣きたい。

　その時、広場のほうから誰かがやってきて彼をひょいっと持ち上げた。

「ほーら、転んだままじゃカッコつかないぞー」

　男の子を立たせて服についた砂を払い、両方の手のひらを確認するその人を見て驚愕する。

「傷は……ちょっと擦りむいたくらいだね。大丈夫大丈夫。痛かったね」

「風柳さん!?」

　手慣れた感じで接するその人は、先ほどの奔放な美女。

　驚いている間に、赤ちゃんを抱っこした女性が「すみません！」と言いながら走ってくる。無事お母さんと合流できた男の子は、ようやく泣き止んで広場に向かっていった。

　ほっとすると同時に、育児スキルを持つ風柳さんと、不甲斐ない自分との差をまざまざと感じて落ち込む。やっぱりああいう時どう接したらいいかわからなくて、子供って怖いと思ってしまう。

　無意識にため息を吐くと、風柳さんはおもむろに近くのベンチに腰かけて話し出す。

「なんかあのまま帰る気にならなくって、ここでふて寝してたー」

「ふて寝……」

「ベンチでうとうとしてただけだけどね。あなたも暇なら座ったら？」

　予想外に誘われて一瞬身構えてしまうが、なんとなく断ったら負けな気がして、微妙な距離を開けておずおずと腰を下ろした。

　座るやいなや、風柳さんは私の顔を品定めするかのごとくじっと見てくる。

「史悠の奥様か……。あーあ、息子のパパにぴったりな人を見つけたと思ったのにな」

「パ、パパ!?」

　想像を超えた単語が飛び出すものだからギョッとした。パパって！

　目を見開いて固まっていると、彼女は細い足を組んで淡々と言う。

「私、二年前に離婚してシングルなの。子どもは今四歳」

「それは知ってますが……」

　ロックバンドのギタリストと風柳さんが離婚したのはワイドショーで騒がれていたから知っているし、子供の扱いがうまいのも納得している。

　史悠さんがお気に入りなのも当然気づいたけれど、本気で狙っていたとは。

「この間の打ち合わせの時にたまたま息子も一緒にいたんだけど、あの子が史悠のことをすごく気に入ってたの。『どえすでカッコいい！　パパになってほしい』って」

「四歳の子がドＳとか言うんですか……」

「私自身もすっごいタイプなのよ。私Ｍだから、あの冷た～くかわされる感じがたまんなくって、うざいのはわかってるけどつい絡んじゃうの。あなたもわかるでしょ？」

「いや、私は……うーん」

　Ｍだから彼に惹かれたわけじゃないのだけど、そもそもそういうことではなくて。自分の旦那がタイプだと言われるこちらの身になってみてほしい……。

　複雑な心境になる私を、風柳さんは敵対心を露わにした横目で見てくる。

「それに、私と結婚したら話題性抜群よ。御鏡酒造はもっと注目を浴びて、商品がさらに売れるわ。あなたと一緒になるより絶対にメリットがあるのに」

　自信に満ちた彼女の言葉が胸に刺さった。それに関しては私には勝るものなんてないので、なにも言い返せない。

　けれど、風柳さんより優れているものはなくても、そんな私を彼は愛してくれている。怯んだらつけ入る隙を与えてしまうかもしれないし、ここは強気でいこう。

　すっくと立ち上がった私は、彼女の正面から強張った表情で見下ろす。

「彼はメリットがあるから私と結婚したわけじゃありません。そんなたらればより、皆といい商品を作り上げることを考えたほうが絶対にいいです」

「はー、やっぱ苦手。あなたみたいな優等生タイプ」

　そっぽを向き、ため息と共に吐き捨てる彼女に、「失礼します」と一礼して歩き出す。これから彼女と関わっていかなければいけないとは……気が重い。




　午後六時半、夕飯の用意も全部終えたところで史悠さんが帰ってきた。私はエプロンをはずし、広場での出来事でイライラが増したまま玄関に向かう。

　靴を脱いで上がった彼は、私を見て会社では見せない笑みをふわりと浮かべる。

「ただいま」

　いつもの挨拶から、流れるように後頭部を支えられて甘いキスを……したいけれど、まだダメ！

「……これは？」

　咄嗟に顔と顔の間に手を挟んで阻止した。やや不服そうにする彼を、こちらもムッとした顔で見上げる。

「なんなんですか、風柳さんって。ふたりしてなんで名前で呼び合ってるんですか」

「あ？」

「さりげなくボディタッチしてたし……いや、さりげなくっていうか、わざとらしく？　軽々しく触れないでほしいです、私の旦那様に」

　刺々しい口調で不満を吐露すると、ぽかんとしていた彼は「くっ」と噴き出した。口元に軽く手を当てて喉を鳴らす彼に、私は口を尖らせる。

「笑い事じゃありませんよ。私にとっては――」

　文句を言うつもりが、ぐっと腰を引き寄せられ、あっという間に唇を塞がれた。結局キスされてしまい、鼻にかかった甘い声しか出なくなる。

　ああ、ダメだ。このまま続けていたいけれど、気持ちよさでどうでもよくなってしまう前にやめなきゃ……！

「んっ、ふ……っもう、史悠さん！」

「悪い、可愛くてつい」

　なんとか胸を押して中断させると、彼はいたずらっぽく口角を上げた。

「俺のことで依都が嫉妬してるの初めてだから」

　嬉しそうに言うものだから、イラついていたのに恥ずかしくなってくる。すごく些細なことでヤキモチを妬いて子供っぽいだろうに、可愛いって言ってくれるんだな。

「話ってそれ？」と確認されてこくりと頷くと、史悠さんは納得した様子で説明する。

「最初に会った時、あの人から頼まれたんだよ。一緒に仕事する人とは距離を縮めるために名前で呼んでもらってるから、俺たちにもそうしてほしいって。波多野も名前で呼んでる」

「そうだったんですか……」

「彼女は海外でも活動してるし、呼び捨ては単にラクだからだろうな。依都が嫌ならやめさせるが」

　そういう理由か。なんとなく風柳さんには他意がありそうだけど……と疑いつつも、心の狭い女だと思われたくもないので「いえ、大丈夫です」と断っておいた。

「ボディタッチも外国人と接するクセかもしれないが、俺も不快なだけだから気をつけるよ。この身体も依都だけのものだからな」

　愛撫するように髪を撫でる彼の手つきと言葉が、私の心に火をつける。さっきの嫌な気分も燃やすくらいに。

「……じゃあ、確かめていいですか？　私だけのものって」

　ヤキモチが欲情に変わり、気持ちが大胆になって彼のコートを脱がしにかかる。彼を見上げる今の私は、物欲しげな顔になっているんだろう。

　一瞬目を丸くした史悠さんは、挑発的な笑みを浮かべて両手を広げた。

「もちろん。思う存分どうぞ」

　コートとバッグを廊下に置いたまま、私は彼の手を引いて寝室へ直行する。ふたりでベッドに座ると、私が彼の服を脱がせ始めた。

　初めて自分から彼の素肌の至るところにキスをして、硬く主張したそれにも手を滑らせる。そこがすごく窮屈そうだったので、ファスナーを下ろして解放してあげた。

　直に触ると史悠さんの熱が伝わってきて、私のほうがドキドキする。彼のすべてが愛おしくて、思いきって口を近づけ、遠慮がちに舌を這わせてみた。

　こうでいいのかな？と、手探り状態で舐めていると、クスッと小さな笑い声が聞こえてくる。

「少しくすぐったい」

「えっ、ごめんなさい！　やっぱり下手なんだ……」

「いや、その不慣れなところも可愛いからなにも問題ない」

　手を伸ばして私の髪を撫でる彼は、いまいちな手つきにもかかわらず愛おしそうに微笑んでいる。

　胸がきゅうっと締めつけられて、もっとこの人を悦ばせたいという欲求が膨れる。

「……教えてください。史悠さんも気持ちよくさせてあげたいの」

　見上げてお願いすると、彼は悦に入ったような熱っぽい表情を見せて「それだけでたまらないんだけど」と苦笑した。

　手解きされつつ丁寧に愛でる。時々顔を歪め、気持ちよさそうな吐息を漏らす彼がセクシーすぎて、こちらが昇天しそうなほどだったけれど、感じてくれている姿に嬉しくなった。

　だんだんコツを掴んできて、さらに続けようとしていたのに、やんわりと肩を押される。

「く……っ、そろそろ限界」

「我慢しなくていいんですよ？」

「最後は依都の中がいい」

　そう言う史悠さんに覆い被さられて形勢逆転。少し愛撫されただけでとろけてしまう中に、彼がすんなり入ってきて、いつものごとく快楽を与えられて啼なかされた。

　苦手だったはずの行為が、今や愛を確かめる大事な方法のひとつになっている。だからきっと、子供への苦手意識も克服できるはず。史悠さんの妻として自信を持てるように頑張りたい。

　私はその思いが強くなっていた。




　私が御鏡酒造に行くのは一週間に一回程度になる予定で、今も基本は四時で働いている。風柳さんと会った翌日は、私たちの休憩時間に合わせて四時にやってきた雫と、凛くんと一緒にまかないをいただいていた。

　久しぶりに三人でご飯を食べているのだが、私の頭の中にはずっと例の件が巡っている。

「私、史悠さんとの子どもが欲しい」

「ぶっ」

　ポロッと本音をこぼすと、かき揚げそばを食べていた凛くんが思わず噴き出しそうになり、むせる彼の背中を雫がトントンと叩いた。彼女は驚いているというより若干呆れ気味だ。

「依都ちゃんが私らの前でそんな宣言するとは。いや、それだけ心開いてくれてて嬉しいんだけど」

「ごめん、なんか先走りすぎた……」

　家族同然に気を許せるふたりだから、つい口が軽くなってしまう。にしても、ちょっと赤裸々すぎたよね、と苦笑いした。

　私は以前から『結婚したとしても子どもはいらない』と言っていたから、ふたりとも心境の変化に驚いているだろう。神妙な顔をしつつも、私の話をしっかり聞こうとしてくれている。

「周りが皆子どもを望んでるっていうのもあるんだけど、史悠さんの仲のいい家族を見て、私もやっぱりいいなって思ったのよね。彼に家族を作ってあげたい気持ちもあるし」

　挨拶をしに行って、子作りに対して前向きに考えるようになった。ただ、それはもっと子どもに対しての免疫をつけてからにしたい。

「だから、そのために子どもが苦手な自分を変えたいの。昨日も街で会ったんだけど、どう接すればいいかわからなくて。このままじゃ自分の子ができても愛せないんじゃないかって不安だから」

　そう吐露すると、雫は難しい顔をしながらも頷く。

「苦手になるのもわからなくないかも。依都ちゃんみたいな事情がなくても、そういう人ってわりといるんじゃない？」

「そうかな」

「うん。子供って可愛いけどうるさいし勝手だし、別の生き物って感じで一歩引いちゃうところあるもん。街で駄々こねてる子見ると、お母さんになるってほんと無理ーって思うし」

　雫のざっくばらんな意見には共感しかない。私も見ているだけなら可愛いと思えるが、自分がお世話するとなると拒否反応みたいなものが出てくるのだ。

　女友達は皆、当たり前のように母親になっていく。私だけが取り残されているのではとさえ感じる。

　だから、いまだに史悠さんに打ち明けられていない。彼ならきっと、こんな私も受け入れてくれる。彼を信じていないわけではなくて、私がただこのような自分を見られたくないだけ。

　できれば史悠さんに気づかれないうちに克服したいが、どうすればいいのだろう。

「子供と関わるようにするしかないと思うんだけど、子供がいる友達は遠くてなかなか会えないし、接する機会がそもそもないのよね……あ！」

　言っていてピンと閃いた。凛くんたちも同時に思い当たったらしく、「「あるじゃん！」」と声をそろえた。

　そうだ、凛くんが時々足を運んでいるところで、ちょうどいい場所があった。彼も快く協力してくれるようで、私にニッと笑みを向ける。

「よーし。今度一緒に行こう」

「私も行っていいの？」

「もちろん。誰でも大歓迎だし、むしろ来てくれるとありがたい」

　凛くんが一緒にいるというだけで安心感がある。心強い味方を手に入れた気分になっていると、雫がなんだかしみじみと言う。

「凛くんも、ようやく依都ちゃん離れする時が来たかぁ」

「なんだそりゃ。つーか、依都がこんなに悩んでるなら、俺らも助けてやるしかないだろ」

「まーね。あ、依都ちゃんがいつでも遊べるように、私も早くママになればいいんじゃ!?」

「どあほ！　ギャルの発想ハンパねぇな！」

　軽いやり取りがおかしくて、私も噴き出した。息ぴったりの楽しいふたりと話していると悩みが吹っ飛んでいきそう。

　いつも相談に乗ってくれる大好きな彼らに感謝を込めて「ありがとね」と言うと、ふたりは言い合いをやめて得意げに笑った。




　翌週の定休日、凛くんと一緒にやってきたのは御鏡酒造の本社の近くにある集会所。二階建てのこぢんまりとした建物で、一階が簡易キッチンが備えられた子ども食堂になっている。

　凛くんは時々、ボランティアで食事を作りに来ているのだ。子ども食堂は、ひとり親だったり親の帰りが遅かったりと、様々な事情を抱えた子どもが誰でも利用できる。

　幼い子から学生まで、いろんな子どもたちと触れ合えるから、私のリハビリにももってこいだ。単純に社会貢献になるし、やって損はない。

　史悠さんにもボランティアのことは伝えてあるが、彼は明日まで出張でいないのでちょうどよかった。

　凛くんはここでも調理担当なので、彼が作っている間に数人のボランティアの方と一緒に食器や会場の準備をした。子どもたちがやってくる午後四時になり、凛くんはいつもの料理人の姿で私のそばに歩み寄って声をかけてくる。

「今日はカレーだから配るのもラクだな。子どもたちに手渡しするだけでも、きっとだんだん慣れてくるよ」

「うん、頑張る」

　ちょっぴり緊張して答えている間に、子どもたちがやってきた。凛くんは構わず私に話し続けているけれど、小学一年生くらいの男の子と女の子がこちらに向かって走ってくる。

「大丈夫。ここに来る子たちは比較的穏やかだし、礼儀もきちんとしてるから――ぉわっ！」

「りんくんだ！」

「りんくんあそぼー」

　凛くんの足に抱きついてくるので私は目を丸くするも、彼は楽しそうに笑って「また後でな」とわしゃわしゃと頭を撫でた。

　すごいな、凛くん……めちゃくちゃ好かれてるし、自然に触れ合えていて尊敬する。彼のお人好しな性格を思えば納得だけれど、新たな一面を見たような気がしてほっこりした。

　そして羨ましい。私もあんなふうに楽しく接するようになりたいよ。

　願望を抱きつつも、自分にできることからやっていく。列に並ぶ子に順々にカレーライスとサラダを手渡すのだが、これだけならなんの問題もない。

　だんだん慣れてきたのを自覚しつつ、小さな女の子に屈んでカレーライスのお皿を差し出す。

「はい、カレーライスどうぞ」

「ありがと」

　つぶらな瞳でこちらを見上げ、きちんとお礼を言う女の子。胸がキュンとしたのもつかの間、次に元気な男の子がやってきた。

「ぼく、おおもりがいい！」

「大盛りね、了解」

　自然にそう返せるようになり、とても順調だ。テーブルに持っていって美味しそうに食べている子どもたちをふと見やると、心が温かくなるのを感じる。

　どの子も可愛いなと自然に思える。私はなにに怖がっていたんだろう。大人より素直に感情表現をするだけで、子どもだって私と同じ人間。普通に接すればいいんだ、普通に。

　自分の中で少しずつ変わってきたように感じていた時、ドアが開いて元気な声と共に女性が入ってきた。

「遅くなってごめんね！　皆にいちごを持ってきたよ～」

「やったー！」

　嬉しそうな声を響かせる子どもたちに笑顔を向ける彼女を見て、私は目が点になった。いちごの箱を抱えるその人は、カジュアルな服装をしていてもこの場には違和感がある風柳さんだったから。

　あんぐりと口を開ける私をよそに、凛くんが笑顔で挨拶している。

「千笑さん、いつもありがとうございます」

「いいえー……って、依都さん!?」

　こちらを向いて私に気づいた彼女も、驚きの声をあげた。凛くんは不思議そうな顔で私のそばに来て問いかける。

「知り合い？」

「う、うん、一応……。御鏡酒造のほうで、ちょっと」

「そうだったのか。千笑さんはたまに食材の差し入れをしてくれるんだよ。すげぇ助かってんの」

　そうなんだ……なんだか意外。失礼だけれど、ボランティアをするようなイメージがなかったから。

　驚きながらも、さっそくいただいたいちごを洗って皆に配る。子どもたちはすごく喜んでいて、風柳さんとも「ちえみちゃん、ちえみちゃん」と親しげに話していた。その様子を見て、また少し羨んでしまう自分が情けない。

　いちごを出し終わった後、少し時間があったので風柳さんに誘われて、食堂を出たところにある二階へ続く階段の辺りに移動した。ふたりになるのは気まずいけれど、やっぱり断れない。

　窓の外は夕焼けが広がっていて、もうすぐ完全に太陽が沈みそうだ。風柳さんは気だるげに階段に腰かけ、私を見上げる。

「まさかこんなところであなたに会うなんてね。ボランティア始めたの？」

「今日はたまたま、凛くんに付き添ってきた感じです。あ、従兄なんです、彼」

　もうご存じかもしれないけど、と思いながら言うと、彼女はなにかに気づいたような様子で「なるほどね、あなたが……」と呟いた。なにが〝なるほど〟なんだろうか。

「意外だわ。依都さんって、子ども好きそうじゃなかったから」

　風柳さんの口から放たれた言葉に、私はぎくりとした。そんなにあからさまだっただろうか。

　弱みは見せたくないと思っていたのに動揺してしまう。

「な、なんで……」

「なんとなくね。私も苦手だったからかもしれないけど」

　予想外の事実に、私は目を見張った。風柳さんは、賑やかにご飯を食べている子どもたちに目をやって語り出す。

「私も小さい頃、あの子たちみたいにひとりでご飯を食べていたわ。白米に梅干しとか、戦時中みたいなご飯を。母親がシングルだったから貧しくて、生きるのに必要最低限のものしか買ってもらえなかった」

　……まさか、風柳さんも恵まれない幼少期を過ごしていたとは。私とは少し違うけれど、共通点があって驚く。

「だからかな。昔の自分と比べて『あの子は幸せなんだろうな』って思っちゃったりして、子どもを避けるようになってた」

　その気持ちはとてもよくわかる。私も他の子を羨むことが多々あったし、大人になっても複雑な気分になる時があるから。

　風柳さんは、そんな自分をどうやって変えたのだろう。

「なのに、どうして？」

「子どもができたからよ」

　単純に知りたくて問うと、彼女はさらっと答えた。子どもを作るために苦手意識を克服したい私とは真逆で、目から鱗うろこだ。

「やっぱり全然違うわよ、自分の子は。どこにこんな母性があったの？ってくらい、いくらでも愛情をかけられるの。こうやって、他人の子にまで優しくしたいと思うようにもなったし」

　そう話す風柳さんはとても穏やかに微笑んでいて、れっきとした〝お母さん〟の顔だった。もしかしたら私も自分の子ができたら変わるのかもしれないと、かすかな希望が湧いてくる。

　ところが、彼女の微笑みがどこか陰のあるものに変化していく。

「昔の私と同じような思いは絶対にさせない。あの子が望むものはすべて与えてあげたいの。大人になって自分自身にそうしてきたようにね」

　挑戦的な瞳がこちらに向けられ、ぞくりとする。

「父親についても同じ。息子が、史悠にパパになってほしいと言うなら、私はまだ諦めない」

　まさかの宣戦布告に唖然とした。彼女の瞳から本気さが伝わってきて、不快さと怒りが混ざったものが急激に込み上げる。

　本気で私から彼を奪おうというの？　そんなの認められるわけがないし、譲る気も一切ない。思わず声を荒らげそうになる。

「なにを言ってるんですか……！　彼は私の夫なんですよ!?」

「御鏡酒造に打ち合わせをしに行ったら、女性陣が噂してたわよ。あまり仲がよくないみたいじゃない、あなたたち。だったら私が、って名乗り出たくなるのは仕方ないでしょう」

「仕方なくないですよ！　というか、噂は噂でしかありません。私たちはなにも問題なく――」

「本当に？　史悠の家では跡取りだって望まれているだろうに、子どもが苦手なあなたがうまくやっていけるの？」

　自分でも悩んでいることを指摘され、ぐっと言葉が喉に詰まってしまった。

　動揺する私に冷静な目を向ける風柳さんは、「問題も隠し事も、まったくなにもない夫婦なんていないわよね」と呟いた。まるで離婚経験のある自分にも向けているかのように。

　彼女はおもむろに腰を上げ、他人事のように言う。

「依都さんには他にもいるじゃない。大切にしてくれそうな人が」

「はい？」

「ねえ、凛太朗くん」

　私の後方に向けられた風柳さんの視線を追って振り向くと、帽子を取った凛くんが食堂のほうからこちらを見ていた。食品庫代わりの一室に食材を置きに行こうとしていたのか、手には段ボール箱を抱えている。

「あなたの愛情は従兄以上のものでしょ。前から依都さんのこと可愛い可愛いって話してたものね」

　意味ありげに微笑む風柳さんに、凛くんは一瞬ぴくりと眉を動かした。

　凛くんの私に対する愛情が従兄以上のもの？　確かに彼は私を可愛がってくれているけれど、そんなわけないでしょう。

　というか、史悠さん以外にもいい人がいるなら譲れってことよね？　そんなの虫がよすぎますって。

　半ば呆れ気味になっていると、凛くんはこちらへ歩き出してふっと鼻で笑う。

「なに言ってるんですか、千笑さん。俺が好きなのは別の人ですよ」

「えっ、凛くん好きな人いたの!?」

　なにげに爆弾発言をする凛くんに、私は思わず口を挟んでしまった。風柳さんも興味津々で「えー、じゃあ誰？」と突っ込んで聞いている。

　食品庫の棚に段ボール箱を置いた彼は、やや目を泳がせて口を動かす。

「あれだ、ほら、あの……うるさいギャル」

　それ、絶対雫じゃない！　凛くん好きだったの？　ずっと一緒にいたのに気づかなかったよ!?

　驚きで両手を口に当てて興奮する私。ふたりは息ぴったりで気が合うのは明白だし、なかなかお似合いだと思う。頑張ってほしいな。

　なんて思考が逸れていたものの、真剣な表情になる凛くんにつられて私も冷静さを取り戻していく。

「だから、依都から御鏡社長を奪わないでください。あの人はいけ好かないけど、こいつを幸せにできるのは彼だけだし、彼を幸せにできるのも依都だけなんですよ」

　凛くんの言葉に、少しだけ胸がじんとした。

　交際から結婚まで早かったせいか、史悠さんをあまり快く思っていなかった彼が、やっと認めてくれたみたいで嬉しくて。

　風柳さんはじっと凛くんを見つめた後、まつ毛を伏せてため息をひとつ吐き出す。

「それが凛太朗くんの選んだ道か……。ほんとお人好しなんだから」

　どういう意味なのかよくわからないけれど、彼女が歩き出したので「風柳さん」と呼んだ。私もこれだけは言っておきたい。

「あなたにとっての息子さんのように、私にもなににも代えられない大切なものがあって、それは絶対に譲れはしません。すべてが手に入ると思わないでください」

　こんな風に人に強く言うのは慣れていなくて、緊張で無意識に手をぐっと握っていた。風柳さんは冷めた瞳で私を見て、ゆっくり目線を落とす。

「……わかってるわよ、そんなこと」

　言い返されるかと思いきや、覇気のない声でそう呟いた。

　そうだよね、風柳さんももちろん自覚しているだろう。息子のことになると見境がなくなってしまうのかもしれない。それもきっと、根本にあるのは親との確執なのだ。

　複雑な気分になっていると、彼女は力強さを取り戻して言う。

「でも私、諦めが悪いの。油断禁物よ」

　その言葉がなんだか意味深に感じて身構えるも、彼女はさっぱりとした調子で「もう行くわ。またね」と言い、軽く手を振った。

「千笑さん、なにかあったのか？　いつもあんなに意地悪な感じじゃないのに」

「うーん……また後で話すね」

　怪訝そうにする凛くんに苦笑いを返し、一緒に食堂へ戻る。凛くんが私たちの話をいつから聞いていたのかわからないけれど、史悠さんとのことを知らなければ困惑するよね。

　風柳さんはいちごを届けに来ただけだったらしく、もう姿がない。食べ終わった子は自分で食器を運び、順々に後片づけが始まっていた。私もテーブルを拭こうとすると、ふたりの女の子がトコトコと近づいてくる。

「おねーちゃん、おなまえは？」

「私？」

　急に話しかけられてドキッとするも、前より抵抗がなくなってきたように感じる。しゃがんでふたりに目線を合わせ、普通に話す。

「依都だよ。い、と」

「いと？」

「いとちゃん、かわいい～」

　子どもから自分が褒められるとは思わず、嬉しくて噴き出してしまった。そんなあなたたちのほうが可愛いと素直に思う。

「ありがとね。でも、ふたりのほうがもっともーっと可愛いよ」

「きゃはっ」

　くっついて照れたように笑うふたりにキュンとする。こんなに愛らしいと、女の子の両親はいろいろと心配になっちゃうだろうな。

「りんくんのかのじょ？」

　ほのぼのとしていたら、おませな質問をされてギョッとした。ボランティアは中年の女性が多い中、凛くんが歳の近い私を連れてきたからそう思うのだろうか。

　この手の質問にはさすがに動揺してしまい、手と首をぶんぶんと横に振る。

「ちっ、違う違う！　凛くんには他に好きな――」

「こーら。皆まで言わなくていい」

　すぐそばにいた凛くんに、がしっと頭を掴まれて押し黙った。確かに余計なことを言ったら、興味津々の女の子たちに質問攻めにされてしまうかもしれない。

「つーか、あれは嘘だし」

　女の子たちが面白がって笑いながら去っていくと、そんな呟きが耳に入ってきて、私は目を見開いた。

「嘘!?　雫のこと好きなんじゃないの!?」

「千笑さんが厄介なこと言い出したから、咄嗟に他に好きな人がいるフリをしただけ」

　じゃあ、あれは風柳さんを言いくるめるためのただの出まかせだったと……テンション上がったのに！

「なんだ、びっくりした～。雫って言うから嬉しかったのに」

「思い浮かぶ子があいつしかいなかったんだよ。一番遠慮がいらないし、ちょっと名前借りるくらいは許してくれるだろ」

　なんてことない調子で言う凛くんに、私は目をしばたたかせた。

　真っ先に頭に浮かぶ人って、自分にとって結構重要な存在なのでは。今の発言も仲がよくて信頼している証拠のような気がするし、凛くんは無自覚かもしれないけれど、わりと脈ありなんじゃないかな。

「ちょっときっかけがあれば急展開するかもねぇ……」

「ん？」

　ひとり言を呟くと、彼は不思議そうに首をかしげる。勝手にふたりの今後を期待しつつ、私は笑って「なんでもない」と首を横に振った。




　午後七時過ぎ、子どもたちをすべて見送り、片づけも終えて今日の食堂は終了。私たちも解散し、凛くんのバイクが停めてある近くの駐車場に向かって歩く。

　バイクに乗せてもらうことは前から度々あって、風を切って東京の街を走るのはかなり爽快感があって楽しいのだと知った。最近はいくらか寒さが和らいできたとはいえ、この時間はまだ冷えるので防寒対策はしっかりしている。

　彼と並んで歩きながら、風柳さんが子どものために史悠さんを父親にしたがっていることを明かした。彼女の考えを聞いて凛くんは不服そうにしているものの、私は少し理解できる気がする。

「風柳さんは、子どもに自分と同じ思いをさせたくないって気持ちがすごく強いのよね。もしかしたら離婚した負い目みたいなものもあって、余計に父親を手に入れたいのかも」

「だからって、人の幸せを奪ってまで子どもが欲しいものを与えるのが正しいとは思えない」

「それは私も同意見。でも、親の影響が想像以上に強いのは私もわかるから、同情する部分もある」

　風柳さんはちょっと行きすぎてしまっていると思うけれど、似た部分があるし、少しなにかが違っていたら私も彼女のようになっていたかもしれない。

「風柳さんのおかげで気づかされた。親と自分は別の人間なんだから、同じ人生になるわけないんだって。お母さんみたいに私も子どもを愛せないかもしれないって怖かったけど、そんな風に考える必要はなかったのよね」

　私は母とは違う。自分は同じにならないようにすればいいだけなのだと、彼女の話を聞いていて思った。すごく簡単なことだったのに。

　そして子どもが苦手な根本の原因は、母との確執にあるのだと改めてわかった。克服するためには、母との問題を解決するのが一番重要なのではないか、とも。

「子どもが苦手なのも、ただ自分が臆病なだけだったんだよ。今日接してみたら皆可愛いなって自然に思ったし、変に意識しないで普通に話せばいいんだってわかった。ちょっと自信がついたよ。ありがとね」

　夜空と凛くんを見上げて微笑むと、彼も安心したように頬を緩める。

「ならよかった。またいつでも来いよ。子どもたち、若い人が来ると喜ぶから」

「うん。若いかは微妙な気がするけど、また行きたい」

　クスクスと笑って頷いた。純粋に楽しかったから、時間さえあれば手伝いたいな。

　駐車場に着き、凛くんは私たちの荷物をリアボックスにしまって私と向き合う。その表情はとても優しく、引き込まれるような強さも秘めている。

「大丈夫。お前の母さんはひとりだったかもしれないけど、依都には旦那がいるだろ。困った時も、自分でなんとかしようとしないで頼ればいいんだよ」

　昼間の春の陽気が戻ってきたかのような温かな言葉をかけられ、私は目を見開く。

　そうだ……私には史悠さんがいる。子どもができたら、彼なら絶対に協力してくれるのに、どうして私はひとりで子育てしようとしていたんだろう。

「俺たち家族も、雫もいるし。依都に子どもができたら、皆で育ててやる。だから心配すんな」

　自信たっぷりに微笑む彼がぼやけていく。私にはこんなに心強い味方がいるのだと思うと、胸がいっぱいになって熱いものが込み上げた。

「……ありがとう。凛くんたちがいてくれてよかった」

　瞳に涙を溜めて、ありったけの感謝を伝えた。こんな言葉にしかできないのがもどかしいけれど。

　その瞬間、ふっと凛くんの顔から笑みが消え、こちらに手が伸ばされる。くしゃっと髪を撫でた後、冷えた手は頬へと滑り、私の目の端に浮かぶ涙を拭った。

　愛しいものにするような手つきに、少しドキッとしてしまう。凛くん、なんだか切なげな顔をしているし、いつもと雰囲気が……。

　彼を見つめたまま違和感を覚えていると、いきなりヘルメットをがぽっと被さられて「わっ！」と声が出た。

「泣いたらほっぺが凍るぞ。早く帰ろう」

「あはは。……うん」

　いつの間にかいつもの凛くんに戻っていて、彼らしい気遣いに笑みがこぼれた。

　史悠さんが帰ってきたらすべて打ち明けよう。おおらかな気持ちになれたのを感じながらそう心に決め、バイクに跨またがる頼もしい彼の腰に腕を回した。




　――しかし翌日の朝、なにげなく芸能ニュースを見ていた私は瞠目した。

　近々個展を開く風柳さんへのインタビューで、ホワイトデーが近いこともあり『バレンタインはどなたかにチョコをあげましたか？』という質問に、彼女はこう答えていたのだ。

『御鏡社長に贈りました。好きなんですよ、彼が』

　まさか公の場で、しかも名指しで告白をするとは思わず、呆気に取られてしまった。

　義理か本命かは明言していなかったが、『好きな気持ちを抱くのは自由ですから』と、彼女は意味ありげな笑みを浮かべていた。

　史悠さんがバレンタインにもらってきた社員の女性陣からのチョコレートの中に、風柳さんからのものも入っていたのか。それだけなら義理だと思えただろうが、こうやって宣言されるともやもやしてしまう。

　きっと私への当てつけなのだ。昨日『油断禁物よ』と言っていたのはこういうことだったのね。

　コメンテーターの人たちは『大胆なラブコールですねぇ』、『御鏡社長はご結婚されたそうですし、モテる方は大変ですね』などと本気にはしていないようだったが、私からしても穏やかじゃない。

　普段はあまり見ないＳＮＳを見てみると、あっという間にいろいろな憶測が飛び交っていて驚く。風柳さんの破天荒っぷりを非難するものが多いけれど、〝御鏡夫妻に不仲説〟なるものもあって不愉快極まりない。

　気分が落ちたまま仕事へ向かおうとしていた時、史悠さんから電話がかかってきた。出張先でもこの件について対応しているだろうし、連絡は来なくても仕方ないと思っていたから、少しだけほっとする。

　スマホを耳に当てると、いつにも増して硬い声が聞こえてきた。

《依都、ニュースは見たか？》

「……はい」

《嫌な思いをしただろう。すまない》

「史悠さんはなにも悪くないですよ！」

　即座にそう返したものの、一瞬ひねくれた思いが頭をよぎる。謝るようなことがあるの？と。

　いや、なにを考えているの私は。史悠さんは裏切るようなことをする人じゃない。私だけを愛してくれているって、一緒に過ごしてきて十分わかっているのに。

　頭を振って、疑心はすぐさま掻き消す。不安になったらダメだ。

《彼女が勝手に言っているだけだし、俺は芸能人じゃない。つきまとうような記者はいないだろうから大丈夫だと思うが、一応マンションを出る時は気をつけてくれ》

「わかりました」

　史悠さんは要点だけを言い、通話はあっという間に終了した。声を聞けただけよかったものの、心の中は依然すっきりしない。

　彼の言う通り、念のため警戒してマンションを出たけれど、それらしき人はいなかった。

　四時では、伯母さんたちもニュースを見たようで「冗談でもやめてほしいわよね」と眉をひそめていた。事情を知る凛くんと雫がとっても怒っていて、心配してくれただけで救われる。

　結婚してから伯父さんが勤務時間を考慮してくれて、店の営業は終了していないが午後八時には上がらせてもらっている。今夜もその時間に上がると、史悠さんから【駐車場で待ってる】とメッセージが入っていた。

　時間が合う時はこうして一緒に帰っている。少しの時間も無駄にしたくなくて、いつも胸を弾ませて彼のもとへ向かう。出張で会えなかった後はなおさら。

　しかし今日は、会いたい気持ちとは裏腹にもやもやとしたものが渦巻いている。彼と話してすっきりさせられることを願って、助手席に乗り込んだ。

「お疲れ様。なにも変わりなかったか？」

「大丈夫です。史悠さんも出張お疲れ様でした」

　普通に接しようと心がけるも、車内には重い空気が流れる。史悠さんも疲れているのか暗あん澹たんとした雰囲気を纏っていて、車を発進させるとため息混じりに口を開く。

「あの人の奔放さは困ったものだな。まあ、そのうち飽きるだろうが」

「……風柳さんは、たぶん本気ですよ。史悠さんを奪おうとしてる」

　史悠さんは本気にしていないのだろうか。もっと危機感を持ってほしくて、つい声を荒らげそうになる。

「コラボはこのまま進めるんですか？　彼女が史悠さんに近づくのを見ているのは嫌です。たとえ仕事でも」

「企画は今のところ変更するつもりはない。そこまでの問題ではないし、なにを言われても相手にしないから大丈夫だ」

　彼が言うのはもっともだ。私のわがままで変えたりなどできっこないとわかっている。なのに、嫌だという気持ちを抑えられない。

「風柳さんが諦めるとは思えません。史悠さんとふたりになる機会だってあるだろうし、その場面を誰かに見られたらまた、あることないこといろいろと噂されるかもしれません。それに、もし彼女がどんどん迫ってきたら――」

「君は俺を信じていないのか？」

　不安をつらつらと口にしている最中、やや怒気を含んだ声に遮られ、小さく肩が跳ねた。彼の横顔は冷ややかで、怒らせてしまったと後悔する。

　違う、信じていないわけじゃない。ただ、彼女があなたと会うのが嫌なだけなの。

　そう反論したかったものの、史悠さんはひとつ息を吐き出して「……悪い。俺も人のことは言えないな」と呟いた。

　どういう意味なのかと思案する前に、彼の鈍く光る瞳がこちらに向けられる。

「昨日の夜、ふたりでいたんだろう。凛太朗くんと」

　私は驚きで目を見開いた。出張に行っていた彼が、なぜそれを知っているのだろう。

「どうして……」

「君たちがバイクに乗ろうとしているところを、波多野が偶然通りかかって見たらしい。写真も送ってもらった」

　まさか、あの時近くに波多野さんがいたとは。この感じ、もしかしなくても誤解しているよね……。そういえば、子ども食堂に行くとは伝えても、凛くんがいるとは言わなかったし。

　従兄だからいいやと気を抜いていたけれど、彼にとっては他人の男だ。黙って会っていたらいい気はしないだろう。

　今さらながらそう気づいて罪悪感に襲われた時、マンションの駐車場に着いて車が停まった。直後、彼の手が私の顎に伸びてきて、強引に彼のほうを向かされる。

「ふたりきりでなにをしていた？　よそ見するなと言ったはずだが」

　獲物を追い詰めるような瞳に捉えられ、背筋がぞくりとした。なにもやましいことはしていないのに逃げたくなってくる。

　早く誤解を解こうと「あの、それは……！」と言いかけた私は、彼の表情が徐々に憂いを帯びていくのに気づいて目を見張った。

「こうやって、信じているのに不安になる……。君も同じなんだろ」

　少しだけ和らいだ口調で言われ、はっとした。先ほどの『人のことは言えない』という意味がわかって、胸が締めつけられる。私も彼も、ただ不安なだけなのだ。

　顎から離された手を、今度は私がそっと握る。

「嫌な思いをさせてごめんなさい。ちゃんと話します、昨日のこと」

　隠していたこともすべて打ち明けようと、しっかり目を合わせて告げた。




　ほんのり暖かいリビングに入り、お互いにコートを脱いでソファに腰を下ろした。

　まずは凛くんといたことの弁明をする。子ども食堂は彼がボランティアをしていて、それに私がくっついていった形なのだと説明した。凛くんがいると言わなかったのには、本当にたいした意味はないので謝るしかない。

　そして、ここからが本題。私は小さく深呼吸してから口を開く。

「私、実はずっと赤ちゃんや子どもが苦手でした。私も母みたいに、もし自分の子を愛せなかったらと思うと怖くて。子ども食堂に行ったのは、その苦手意識をなくしたかったからなんです」

　そこまで明かすと、史悠さんはなにかに気づいた様子で私の顔を覗き込む。

「もしかして、避妊したがっていたのはそのせいだったのか？」

「……はい」

　隠していた後ろめたさから、俯き気味に答えた。『まだふたりでいたい』と言ったのは本音だが、その延長線上にあるのは子どもが欲しくないという理由だったから。

「でも、お互いの家族に会ってからだんだん気持ちが変わってきて、史悠さんと家族を作りたいって思いました。史悠さんとの子なら愛せるはずだから、母親になるために頑張ってみたくなったんです」

　前向きな心を表すように顔を上げたものの、史悠さんの表情は浮かない。心配と憐みが混ざったような瞳で私を見てくる。

「……それは、俺の実家で跡取りの話をされたから？　無理してるんじゃないのか」

　また誤解させてしまいそうになり、私はすぐさま首を横に振る。

「無理はしてません。本当に自分の意志でそうしたいと思ったの」

「でも悩んだんだろう。どうして俺に相談しなかったんだ？　凛太朗くんに打ち明ける前に」

　苦しげに眉根を寄せる彼は、声に怒りよりも悔しさが滲んでいる気がした。

　凛くんと子ども食堂へ行った時点で、彼には事情を話していたとわかるよね。史悠さんにとったら、夫である自分にまず相談してほしかっただろう。

　罪悪感を募らせつつ、理由を告げる。

「……史悠さんが、好きだから」

　そんな返答が来るとは思わなかったのか、それとも意味がわからないのか、彼が目を見張る。

「子どもが苦手なんて、妻に相応しくないと思われたくなくて黙ってました。史悠さんには自分をよく見せていたかっただけなんです。そんな勝手な私のほうが、よっぽど滑稽なのにね……」

　正直に心の内を吐露し、情けなくて苦笑を漏らした。最初から打ち明けていれば、史悠さんに嫌な思いをさせなかったのにと、今となっては後悔する。

「決して史悠さんを信頼していないわけじゃないんです。本当に、ごめんなさい」

　膝の上に置いた両手を握り、反省を込めて頭を下げた。史悠さんは額に手を当て、深く息を吐く。

「……相応しくないなんて思うわけないだろ。それよりも、他の男と親密そうにしているところを見たり、君が悩んでいるのを知らなかったことのほうがショックだ」

　呆れとイラ立ちが混ざったような声が、胸にグサリと刺さる。彼の言うことはもっともだし、怒って当然だと肩を落とした。

　ところが、俯いていた私の頬にそっと手をあてがわれる。その手が思いのほか優しくて、私はそろそろと目線を上げていく。

　史悠さんは、切なさを帯びた真剣な瞳で私を見つめていた。

「いくら君を想っていたって、すべてを理解するには限界がある。だから、これからはなんでも話してくれ。俺はどんな君を知っても幻滅したりしないから」

　諭すように言われ、彼の心の広さに胸がじんとした。

　想い合っていても、話さなければ伝わらない。それは当たり前なのにできていない時も多いことだから、忘れないようにしていかなければ。

「はい。約束します」

　目を見つめてしっかり頷くと、史悠さんの口元もわずかに緩んだ。しかし、すぐに硬い表情に戻って「ただ」と続ける。

「風柳千笑とのことは、もう少しだけ我慢してほしい。明後日の祝賀会にも彼女を呼んでいるのを依都も知っているだろう。そこで彼女との企画を発表する」

　まるで拒否権はないと突きつけられているようで、胸がぐっと苦しくなった。『なんでも話して』と気遣ってくれたけれど、彼女と会わないでとはもう言えそうにない。

　祝賀会は昨年末に行われた日本酒のコンクールでの受賞を祝うパーティーで、取引先やメディアも呼びそのお酒を振る舞って盛大に行われる。風柳さんがあんな発言をした後では、史悠さん共々注目されるに違いない。

　私も招待されているのだが、正直行きたくない……という私の心情を見透かしているかのごとく、彼は威圧感のある瞳を向ける。

「いいか。逃げるなよ」

　有無を言わさない迫力があり、私は頷くしかなかった。

　また風柳さんに言い寄られるシーンを見ることになるかもしれない。もしやこれは、本心を隠していた私への罰のつもりなのでは……。

　いや、彼はそんな私情を挟む人ではない。ただの仕事なのだから、これくらい我慢しなければ。

　そう頭ではわかっていても、次から次へと湧いてくる嫉妬を抑える方法は、今は見つかりそうもない。










変わらぬ愛を宣言する日




　依都と初めて険悪なムードになった翌日。いつものように工場の様子をひと通り確認して社長室に戻ってきた俺は、デスクチェアに深く腰かけて息を吐き出した。

　しばらくすると「社長、休憩しましょう」と波多野がやってきて、レストランでテイクアウトしたらしいふたり分の弁当を応接テーブルに用意し始めた。俺の様子がおかしかったのに気づき、話を聞こうとしたらしい。

　俺も悶々としていたので、洋食のおかずが数種類詰められた豪華な弁当をいただきながらかいつまんで話す。依都は密会していたわけではなかったが、悩みがあったのに俺に黙っていたことと、それを凛太朗くんは知っていたことを。

　出張先のホテルで会食をしている最中、波多野から【依都さんが見知らぬ男性といるんですが！】とメッセージが送られてきて目を疑った。

　添付されていた写真を見ておそらく凛太朗くんだろうとわかり、ほっとしたのは一瞬ですぐにイラ立ちが募った。まるで恋人のごとく、依都の頬に触れていたから。

　波多野の話ではふたりでバイクに乗って帰っていったというし、身体が密着していたと考えるだけで腸はらわたが煮えくり返るようだ。依都の様子を見る限り、特にやましい行いはしていないようだが、腹が立って仕方ない。

　今も眉間にシワを寄せる俺を見て、波多野は苦笑している。

「やっぱり機嫌が悪い理由はそれだったんですね。社長をフォローする俺の身にもなってくださいよ」

「今日に限ったことじゃないだろ」

「もう少し悪びれてくれません？」

　彼のツッコミはもっともだ。俺が厳しく愛想がないせいで萎縮してしまう社員を、陽キャな波多野が和ませてくれているのだから。

　彼はフィレ肉のステーキを頬張り、美味しそうにもぐもぐと食べながら話す。

「依都さんにとっては従兄なんだし、気を遣わない間柄なんだからもうしょうがないじゃないですか。社長が嫉妬するのも致し方ないとは思うけど」

「……だよな」

「はい。それに、依都さんの気持ちもわからなくないですよ。誰だって、好きな人には自分のマイナスポイントは見せたくないと思うでしょう。信頼しているかどうかはまた別問題で」

　それは俺も理解できるので、「わかってる」と返した。実際、俺だって酒に弱いところは見せたくなかったしな。

「依都に怒っているわけじゃないんだ、本当に。むしろ、彼女がそんなに悩んでいたのに気づけなかった自分に悔しくなってる」

「まあ、それは難しいですよ。エスパーじゃないんだから」

　波多野の言う通り、人の心の中を読み取るのは至難の業だろう。しかし、思い起こせば彼女から感じるサインはあったのだ。

　お互いの家族と食事会をして跡取りの話になった時、彼女の表情が少し暗くなったような、なんとも言えない違和感を覚えた。あれは単に妊娠へのプレッシャーからくるものじゃないかと思っていたが、子どもを持つこと自体に拒否感があったせいなのだろう。

　もう少し俺が気にかけていれば、彼女も話しやすくなっていたかもしれない。……そう、結局は凛太朗くんのほうが信頼されているようで気に食わないのだ。

　ただの従兄なら、ここまで嫉妬はしなかっただろう。だが、俺には彼に下心があるように思えて仕方がない。依都に対して特別な感情を抱いているなら、すぐにそれを断ち切ってやりたくなる。

「総じてこのイライラの元凶はあの従兄なんだ。いまだに依都への未練がありそうだから……軽くけん制しておくか」

　冷ややかな目をしてそう言うと、波多野はぱちぱちと瞬きした後、こちらに身を乗り出してくる。

「カチコミにでも行くんですか!?」

「アホか。ただ話をしに行くだけだ」

　なんで俺を組の人間にしたがるんだよ、と目が据わる。だが、くだらないやり取りで気が抜けて、やっと俺の口元が緩んだ。

　凛太朗くんに会いに行って、彼の真意を確かめよう。精神衛生上、この件は男同士ではっきりさせておいたほうがいいはずだから。

　あれこれ話したおかげで少し気分が軽くなったのを感じていると、波多野が話を変える。

「それにしても社長、風柳千笑のことはまったく問題視していないですね」

「ああ、マスコミの対応が面倒なくらいだな。依都を困らせてるのは許しがたいが」

　彼女が俺を狙っているらしいことは薄々感づいていたが、まさか公の場で告白をするとは想定外だった。とはいえ、社外では一切関わっていないのだから、すぐに話題性は薄れていくだろう。

　あんな風にアピールしても俺は心変わりなど絶対にしないと彼女だってわかっているはずなのに、なぜ不毛な行動をし続けるのか。理解しがたいが、向こうが引かないなら俺もそれなりに対処するしかない。

「これ以上ややこしくなる前に手を打つ。仕事にも影響が出るのは避けたいし、なにより早く依都を安心させたいからな」

「なにをするつもりです？」

　怪訝そうにする波多野に口の端を上げてみせ、俺の考えを話し始めた。単純明快だが、千笑さんとの企画を遂行させ、かつ彼女からのアプローチを断ち切る方法を。




　翌日の昼、ランチの営業時間が終わる前の四時に足を運んだ。依都に伝えてあったので、皆驚きもせず喜んで迎えてくれた。

　あれから依都とはなんとなくよそよそしくなっていて、わだかまりがある状態だ。俺は凛太朗くんの件で自分が納得できておらず、依都は風柳千笑のことが気がかりなせいだろう。まずは俺自身の問題を解決させる。

　昼の営業を終えて店を閉める頃、凛太朗くんに「少しだけ、ふたりで話をしてもいいですか？」と尋ねてみた。彼は怪訝そうにしていたものの、一応承諾して誰もいない個室へと俺を促した。

　向かい合って座ると、凛太朗くんは居心地が悪そうに頭を掻いて切り出す。

「なんですか？　話って」

「先日、依都とあなたがふたりでいるところを見た人がいましてね。これが送られてきたので、さすがに物申したくなって」

　スマホのディスプレイを向け、波多野が撮った写真を見せた。ギョッとした様子の彼に、淡々と言い放つ。

「そんなに依都が好きなら、いっそ告白してください」

　俺の突拍子もない言葉に、凛太朗くんは目を見開いた。彼女の夫がそんなことを言うなんて、そりゃあ意味がわからないだろうな。

「は!?　あんた、なに言ってんだ……自分の妻に他の男が迫っていいのかよ」

「あなたが迫ったところで、依都はなびきませんから」

　余裕を見せる俺に、彼はぐっと黙り込む。悔しさが感じられるその様子を見ていれば、依都に気があるのは明白だ。

　しかし、ふたりの関係は四親等離れているとはいえ親族。きっと彼も悩んでいるのだろうと容易に想像がつく。

「……凛太朗さんは、とても真面目で優しい方なんでしょうね。従兄だからと世間体を気にするあまり、ずっと過保護な兄のような立場に留まっていたんじゃありませんか？」

　口調を和らげて寄り添うように語りかけると、彼がピクリと反応する。

「あなたが恋愛感情を抱いていても、別に法に触れるわけじゃないし、おかしなことでもない。想いを伝えてけじめがつけられるなら、私は黙って見守りますよ」

　凛太朗くんが依都への想いを吹っ切るためには、それが一番いいのではないかと考えていた。彼女が俺以外を愛することはないと、信じているからこそできる提案だ。

　彼は複雑そうな面持ちで顔を上げたものの、まつ毛を伏せて嘲笑を漏らす。

「……そんなことをしても、依都が困るだけでしょう。ただの自己満足でしかない」

　どうやら告白する気はないようで、彼は窓の向こうに目をやり本音を吐露し始める。

「告白しようかと迷った時もありました。でももしそうしたとして、依都が今と変わらない笑顔を俺に向けてくれる未来が、どうしても想像できなかった。だから、〝従兄として〟あいつを好きな感情を表に出して満足するようになっていたんです」

　やはり凛太朗くんも葛藤していたらしい。告白しないのは勇気がないからじゃなく、依都の気持ちを考えてのことなのだ。

　その瞳が、思いのほか穏やかな色を湛えてこちらに向けられる。

「依都が御鏡さんと出会って、本気で恋に落ちたのが嫌ってほどわかります。正直ほっとした部分もあるんですよ。いい加減に想いを捨てる覚悟ができたので。まあ、あなたはいけ好かないですけどね」

「承知しています」

　いたずらっぽく口の端を上げて答えると、凛太朗くんはふっと小さく笑った。彼が俺に対して笑みを浮かべるのは初めてで、少しだけ和む。

「いろいろと、御鏡さんのおかげってことにしておきます。俺の気持ちまで汲んでくれて、ありがとうございます」

　姿勢を正して頭を下げる彼は、本当に人がいい。従兄でなければ危うかっただろうなと思いつつ、にこりと笑ってみせる。

「私はそんなにお人好しではありませんよ。早く依都に振られて、次のお相手を見つけてほしかっただけですので」

「……やっぱあんた嫌い」

　微笑みと不釣り合いな薄情な発言をする俺に、凛太朗くんは仏頂面になって悪態をついた。俺たちのこういう関係は、まだしばらく変わらなさそうだ。

　用は済んだので切り上げようとしたものの、今度は凛太朗くんが話を振ってくる。

「それより、千笑さんをなんとかしてやってくださいね。依都が困ってますから」

　意外な名前が飛び出して、俺は眉根を寄せた。

「凛太朗くんも千笑さんと知り合いなのか？」

「子ども食堂にたまにボランティアで来てくれるんです。自分の欲に忠実ではあるけど、人の旦那を奪おうとするほど強欲な人ではないと思っていたから……ちょっとショックです」

　どうやら、俺よりも千笑さんとの付き合いは長そうだ。凛太朗くんも、最近の彼女は行きすぎていると感じているのかもしれない。

「ご心配なく。きっちりカタはつけるんで」

「あと、もうひとつ！」

　腰を上げようとする俺に、彼が待ったをかけた。なにやら複雑そうな表情で、「迷ったんですけど、御鏡さんには言っておいたほうがいいと思うので」と前置きをする。

　一体なんだろうかと、再び腰を据えて耳を傾けた。

　――凛太朗くんから聞いた話は、とても意外だが有益なものだった。依都に話そうかと考えたが、俺の仕事が遅くまでかかってしまい、帰った時には彼女は半分夢の中だったためやめておいた。

　急ぎの話ではないのでそれについては一旦胸にしまい、重要なイベントをまず成功させるべく意識を向ける。

　週末となった今日行われる祝賀会は、本社からほど近いホテルの会場を貸し切っている。二百名弱の従業員と、取引先や記者なども招待しているので、なかなか盛大なパーティーだ。

　両親にも声はかけたが、『雪がすごいからやめておく』という予想通りの反応だった。まあ、また父が〝盃を交わしましょう〟といろんな人に言いそうなので、来ないほうがいいかもしれない。

　祝賀会は午後六時からなので、それまでは通常通りに仕事をしているが、俺は社長室で千笑さんを待っている。完全に個人的な用で。

　彼女も祝賀会のゲストのひとりなので今夜も会うのだが、その前に話をしたかったのでここへ呼んだ。なにか勘繰っている社員もいるかもしれないが、会うのは会社が一番無難だろう。

　午後二時、波多野に案内されて千笑さんがやってきた。四歳の息子、楽がくくんと手を繋いで。

　今日は他の仕事は休みらしく、息子を連れてくると事前に聞いていた。祝賀会にも親子で参加する予定だが、その前に俺に会いたいと楽くんも望んでいたという。

　彼と会うのはまだ二回目で、前回も好かれるようなことをした覚えがないのに、なぜか俺を慕ってくれているらしい。今も俺を見上げて破顔している。

「こんちはー！」

「こんにちは、楽くん」

　千笑さんの面影を感じる顔で、元気な挨拶をする楽くんに俺も挨拶を返した。その小さな頭を撫でる千笑さんは、れっきとした母親の顔になっている。

「この子、ずっとあなたに会いたがってたの。よかったわね、楽」

「うん！　このおへや、すごーい」

　手を離してトコトコと中へ進む彼は、愛らしくて自然に口元がほころぶ。

「社長気分を味わってみるか？」

「へ？　……わっ！」

　ひょいっと小さな身体を抱き上げ、窓際にある俺のデスクチェアに座らせる。くるりと窓のほうを向かせると、東京の街並みを眺めて「わぁ～！」と声をあげた。

　十二階ではたいして高くないが、東京タワーが近くに望めて俺もわりと気に入っている。

「史悠は絶対いいパパになるわね」

　俺たちを眺めていた千笑さんが、微笑ましげにそう呟いた。叶芽にも似たようなことを言われたが、今はなんとなくいたたまれない。

　楽くんは千笑さんの影響なのか絵を描くのが好きらしいので、「ここ、使っていいぞ」とデスクをトントンと叩く。景色を眺めていた彼は「うん」と頷いて、自分のリュックからお絵かき帳を取り出し始めた。

　これで俺たちも少しは話ができるだろう。千笑さんを応接テーブルにつくよう促して俺も向かいに腰を下ろすと、彼女がにこりと微笑む。

「嬉しいわ。史悠のほうから誘ってくれるなんて。たとえ社長室でもね」

「なぜあなたが不毛なことをするのか、教えてもらいたかったので」

「不毛なんかじゃないわよ」

　軽い調子で返した彼女は、意地悪っぽく口角を上げる。

「私のあのインタビュー、依都さんも見たわよね？　ほんのちょっとでも、夫婦の仲を引っ掻き回せたかしら」

「正直、かなりうっとうしかったです」

　楽くんは俺たちの話は理解できないだろうと思いつつも、一応声を抑えて、しかし遠慮なく答えると、彼女はどこか満足げな笑みを浮かべた。さっきからそっけない態度を取っているのに、まったく気にしていないポジティブさは羨ましいほどだ。

　というか、仕事の打ち合わせで初めて会った時から、特別優しくした覚えもない。それなのに、なぜこんなに俺を手に入れようとしているのかが謎だ。

「私に執着する理由はなんですか？　結婚している男より、もっとあなたに相応しくて容易に手に入れられる人はいるでしょう」

「簡単かどうかは問題じゃない。私と、楽が欲しいと思った人はあなたしかいないの」

　彼女はぶれることなく、力強い眼差しを俺に向けてくる。

「最初に会った時、わがままばっかり言う楽を叱ってくれたでしょう。『我慢するのも大事だ。なにかをしてもらうことだけじゃなく、相手がどう思うかも考えろ』って」

　そう、最初の打ち合わせでも楽くんを連れてきていたのだが、この飲み物は嫌だの工場へ行きたいだのと、かなり騒いでいて仕事の話をするどころではなかった。つい常識というものを教えてやりたくなり、口を出してしまったわけだ。

「そうでしたね。あなた方には嫌われたものだとばかり」

「逆よ。楽も、嫌うどころかカッコいい！って思ったみたい。史悠に注意されてから、気に入らないことがあっても文句を言わなくなってきたのよ」

　俺の説教にそんな効果があったとは。内心驚いていると、千笑さんは黙々と絵を描いているわが子に目を向ける。

「私はつい甘やかしちゃうし周りもそういう存在ばかりだから、たぶん楽にとっても新鮮だったのよね。あなたならパパになってほしいって言ってるの。あの子がそこまで気に入った人は初めてよ。だから、簡単には諦められない」

　彼女が俺を選んだ理由はわかったが、本当に自分勝手だなとため息が漏れる。〝欲しいもののためなら努力は厭いとわない〟と言っているのをなにかの記事で見たが、ここまで来ると病的とさえ思えてくる。

「俺の気持ちはまったく無視ですか……。その傲慢さは呆れを通り越して賞賛します」

「ふふっ、子どものためならどんな汚い女にもなれるのよ」

　俺の嫌みも意に介さず、まるで悪女のように口角を上げる彼女。しかし今のひと言で、少しだけ勘違いしていたことに気づく。

　千笑さんは自分のためというより、楽くんに父親を与えてあげたくて俺たちを引き裂こうとしているのだ。母親はわが子のためにここまで強くなれるものなのか。

　彼女はさらにたたみかけてくる。

「史悠だって私と結婚するメリットはあるでしょう。あなたたちが造ったお酒やイベント事に、私のイラストをいくらでも提供するわ。夫婦で作ったとなれば話題性もあるし、御鏡酒造の売上アップも期待できるじゃない」

「あなたにそこまで頼ろうとは思っていませんよ」

「そう？　跡取りだって心配しなくてもよくなるのに。……あなたたち、子作りしてないんでしょう？」

　千笑さんは前屈みになって最後にそう囁いた。社員の噂を耳にしたのだろうが、はしたない内容に俺はわずかに表情を歪める。

「私とは愛し合わなくてもいいのよ。あの子の父親になってくれればそれで」

　小声で続ける彼女に、冷ややかな視線を送り続ける。

　父親にさえなれば、夫婦の本物の愛はいらない？　それで幸せな家庭になるはずがないのに、本気でそんな関係を望んでいるのだろうか。

　肝心の楽くんの気持ちはどうなんだろうと、デスクのほうにちらりと目をやると、絵を描いていたはずの彼と視線がぶつかった。

　彼は表情を強張らせ、まるで助けを求めているかのごとく俺を見つめている。その瞬間、楽くんの考えは千笑さんとは違うのではないかという疑念がよぎった。

「……あなたは、本当に楽くんの気持ちを理解していますか？」

「え？」

「彼の本心は別のところにある気がします」

　千笑さんに目線を戻し、考えを改めるべきだと訴えかける。しかし、彼女の表情がみるみる硬くなっていく。

「なに言ってるの。あの子のことは私が一番わかってるわ」

　不服そうに吐き捨てる彼女は、頑として譲らなさそうだ。予想はしていたが、やはり無理やりにでも諦めてもらうしかない。

　ただ、再びお絵かき帳に目を落とす楽くんが、どことなく元気がなくなったように見えることだけが気がかりだった。




　千笑さんとの話を切り上げ、午後はホテルへ移動して祝賀会の準備を行った。

　きらびやかな会場には、立食形式の和洋折衷な料理と、コンテストで受賞した酒が用意され、徐々に集まってきた関係者は楽しそうな笑顔を見せている。

　会が始まる前にも千笑さんは俺に話しかけてきたが、公の場では無下にできず、当たり障りなく接していた。その時、視界の端に依都が映り、そちらを見やるとぱっと目を逸らされた。

　この間からずっとこの調子で、俺が千笑さんの件をそのままにしているのが原因だとわかっていはいるものの、ため息が出てしまう。

　とりあえずひと声かけておこうと思い、上品な紺色のパンツドレス姿も綺麗な彼女のもとへ向かう。

「依都」

　社員と歓談していた彼女を呼ぶと、やや表情を強張らせて「お疲れ様です」と硬い挨拶をした。

　俺に注意されると思ったのか、こちらが口を開く前に一方的に話し始める。

「大丈夫、逃げませんよ。ここで変な態度を取ったら、また世間の誤解を生みそうですし。関係者の皆さんへの挨拶もちゃんとしますから」

　口角を上げてはいるが無理やりなのはバレバレで、目が泳いでいる。だが、こんなよそよそしい関係は、もうすぐ終わりにしてやる。

　彼女の腕を掴んで軽く引き寄せ、耳元で囁く。

「なにも心配しなくていい。俺だけを見てろ」

　目を見開く彼女と一度視線を合わせた後、ステージのほうへと向かった。

　会は定刻通りに始まった。乾杯の前に俺が壇上に上がり、今年最初の会であるため簡単に事業計画も述べる。

　例のコラボ企画についてはここで発表しなくてもいいのだが、あえて触れることにする。

「今年はイラストレーターの風柳千笑さんとタッグを組み、彼女のイラストからイメージした、これまでにない日本酒をお届けしようと計画しております。秋頃の発売を目標に邁まい進しんしてまいります」

　千笑さんの名前を出した途端、会場内がややざわついた。彼女を壇上に呼ぶと、記者は待ってましたと言わんばかりにカメラを構える。

　拍手が起こる中、ワンショルダーの黒のパーティードレスを纏った彼女が俺の隣にやってきた。一瞬俺に目配せをした後、皆の視線を一身に浴びながら自信に満ちた笑顔で「風柳千笑です」と挨拶をする。

「今回、憧れの御鏡社長とお仕事をご一緒する機会に恵まれて、とても嬉しいです。信念を持っている彼と、社員の皆さんとなら、素敵なお酒ができると確信しています。イラストにもたっぷりと愛を込めますので、楽しみにしていてください」

　昼に話した際、挨拶で余計なことを言うなと念を押しておいたので、内容は許容範囲だ。ただ、終始俺に意味深な視線と甘い笑みを向けてくるものだから、勘のいい人は彼女のアピールに気づくかもしれない。

　しかし、彼女を調子に乗らせるのはここまで。今度は俺が、公の前で告白する番だ。

　涼しい表情を崩さず、再びマイクを構える。

「風柳さんが描く絵はどこか懐かしく柔らかなタッチで、確かに慈愛のようなものを感じますね。私は彼女のイラストを見ると、真っ先に妻が頭に浮かぶんです」

　褒め言葉に嬉しそうにしていた千笑さんだが、突然〝妻〟という単語が出てキョトンとした。話を聞いていた皆も同様に。

「私は決して優しい人間ではありません。日頃から厳しくしているので、社員たちはよくわかっているでしょう。愛なんて持ち合わせていない鬼だと思われているかもしれない」

　若干自虐を交えて言うと、社員たちは目を逸らして気まずそうに笑った。

　彼らをゆっくりと見回し、ちょうど真ん中辺りに依都の姿を見つける。しっかり俺を見ていた彼女と視線が絡み合った。

「しかし妻だけは、初めて出会った時から、私自身ですら気づいていない優しい部分を見つけてくれました。誰かを尊び、愛する感情を呼び起してくれたのも彼女です」

　依都の瞳が、ゆっくり大きく見開く。

「つまり、私は生涯妻しか愛せないということです」

　シンプルに偽りのない想いを届けると、見つめ合ったままの彼女の瞳が揺れ、潤んで輝くのがわかった。

　こうして皆の前で宣言したのは、少しでも彼女の不安をなくしたかっただけではない。なにがあっても俺の気持ちは変わらないことを、千笑さんに、皆に知らしめたかった。

「風柳さんのイラストには、そんな風に誰かを愛する気持ちを思い出させてくれる、温かな魅力があると思います。私たちも真心を込めて日本酒を造り上げていきますので、大切な人と一緒に嗜んでいただきたいですね」

　いつの間にか会場はしんと静まり返っていて、皆一様に真顔で耳を傾けている。俺が話し終えると、それが感動したような様子に変わって温かな拍手が湧き起こった。

　複雑そうな顔をする千笑さんと共に降壇し、会は乾杯へと移る。役員が短い挨拶をする最中、隣にいた千笑さんが小声で「史悠」と呼びかけてくる。

「あなたがこんなに大勢の前で愛を語るとは思わなかった。これでもう、私がなにを言っても響かなくなっちゃったわね」

「公衆の面前で告白してくれたので、私もそれ相応に返させていただきました」

　その告白の相手は妻だが。これで俺が千笑さんを相手にしていないことが世間に伝わるだろう。

　意地悪な笑みを浮かべてみせると、彼女は口を尖らせてグラスを掲げ、濁りのない日本酒を眺める。

「……私を選ぶ気は一切ないってことね」

「ええ。申し訳ありませんが」

　最後の確認をする彼女に迷いなく頷き、乾杯の声があがると同時に吐き捨てる。

「依都以外の女と夫婦になるなんて、想像するだけで反へ吐どが出る」

　笑みを消し、ひと際低い声で悪態をつく俺に、千笑さんはギョッとして若干引いていた。

　食事が始まり一気に賑やかになる中、固まっている彼女に口調を和らげて言う。

「ですが、イラストに対して述べた言葉もすべて本心です。あなたは素晴らしい才能をお持ちだ。よきビジネスパートナーとして、今後もよろしくお願いします」

　向き直って軽く頭を下げると、彼女は目を丸くした後、ふっと呆れたような笑みをこぼす。

「あなたって……そういうところが罪なのよ」

　ひとり言のように呟き、グラスに口をつける。日本酒をひと口含み「今ならどんどん飲めそう」とぼやく彼女に、俺も口元が緩んだ。

　ようやく諦めがついただろうか。これから俺たちと会う時は、いい商品を作ることだけを考えてほしい。

　千笑さんから離れ、ゲストの方々に挨拶しながら依都を探す。妻だと紹介したいのもあるが、それ以上にただ会いたい。

　ところが、彼女の姿は一向に見つからない。トイレにでも行ったのだろうかと、不思議に思いつつ会場から出てみると、「えっ!?」と驚く声が耳に飛び込んできた。

　声の主は千笑さんだ。スマホを耳に当てて誰かと電話しているようだが、とても切羽詰まった様子が見て取れるので、なにかトラブルがあったのだろうと察する。

「どうかしましたか？」

　通話を終えたらしきところで声をかけると、こちらを勢いよく振り返った彼女は、心底困った表情で助けを求めるように俺を見てくる。

「どうしよう……楽がいなくなったって！」

　この広いホテルの中で迷子になるという、まさかの展開。一難去ってまた一難だと眉根を寄せつつ、とりあえず詳しい状況を聞く。

　千笑さんが挨拶をする間、マネージャーの女性が楽くんの面倒を見ることになっていた。しかし、トイレに行くとひとりで走っていってしまい、彼女が追いかけたがトイレにはいなかったのだそう。

　今、マネージャーが捜しながら電話をかけてきたらしい。俺はまだ会場を抜けるわけにいかないが、ホテルのスタッフにも伝えたようなので早く見つかることを願う。

「戻ってくるかもしれませんから、千笑さんはここにいたほうがいいですよ」

「ええ……でも、心配でいてもたってもいられない。あの子、喘ぜん息そく持ちだから」

　千笑さんはとても不安そうにスマホを握りしめ、初めてその事実を明かした。

「最近風邪っぽかったし、発作が出やすくなってる時なの。薬は私が持っているし、対処できずに悪化したら危ないのよ。最悪の場合、窒息することもある」

　確かに喘息死というものも聞いたことがある。母親にとっては迷子になっただけでも心配なのに、持病があるなら余計に気が気ではないだろう。

　焦燥と不安でいっぱいになっているに違いない千笑さんは、怯えたように声を震わせる。

「どうしよう、ひとりでいる時にそんなことになったら――」

「落ち着いて」

　俺は彼女の背中にそっと手を当て、励ましの言葉をかけることしかできない。

「子どもの足なら、そんなに遠くには行けない。ホテルの外へ出ることはないだろうし、あらゆる場所にスタッフもいるからきっと大丈夫です。今は待ちましょう」

　不安要素を少しずつ取り除くように言うと、彼女は軽く深呼吸をして「そうね」と頷いた。

　俺の代わりに、捜索要員として波多野を向かわせるか。そう思いポケットに手を入れると同時に、ふと昼間の一瞬元気がなくなった楽くんの様子を思い出した。

　もしかしたら、単に迷子になったのではないのかもしれない……と、漠然とした考えがよぎる。

　なんにせよ、早くまた無邪気な笑顔をママに見せてあげてほしい。そう願いながら、通話ボタンを押してスマホを耳に当てた。










避妊をやめた日




　何百人もの参加者の中から、なにかのセンサーでもついているかのごとく彼は私を見つけ、その瞳を一心に向けてきた。そして、何度も重ね合った唇が、ベッドの上とはまた違うしなやかな声色で愛を紡ぐ。

「つまり、私は生涯妻しか愛せないということです」

　こんなに大勢の人がいるのに、私だけへの想いを語ってくれた。彼が『逃げるなよ』、『俺だけを見てろ』と言ったのは、この姿を私に見せるためだったのだ。

　涙が出そうなほど感激すると同時に、必要のない不安を抱いていたことを早く謝りたくなる。会が終わったらごめんねと言って、それ以上に感謝と、私も愛しているとたくさん伝えよう。

　涙はこぼれる寸前で我慢できた。しかし、鼻水も出てきてあまり人に見られたくない顔になってしまったので、乾杯してすぐに一旦お手洗いに逃げ込むことにする。

　会場から化粧室はやや離れたところにあり、広いホテルなので迷子にならないよう気をつけて向かった。

　鼻をかみ、軽くメイクを直して化粧室を出ると、近くにエレベーターホールがある。その前を通った時、ちょうど扉が開いたのでなにげなくそちらに目をやった。

　その瞬間、二度見してしまった。大人たちに紛れて挙動不審になっている、ひとりの男の子が乗っていたから。

　あの子、確か風柳さんの息子の楽くんよね？　マネージャーさんが連れていて、会が始まる少し前に社員さんたちと一緒に私も挨拶をしたのだ。

　どうしてこんなところにひとりで……と不思議に思っていると、楽くんはごほごほと咳き込み始めた。漠然と嫌な予感がして降ろしたほうがいいと咄嗟に判断し、私はエレベーターに駆け寄って「すみません！」と言いながら彼の小さな手を引っ張った。

　お客さんたちに不審がられていそうだけれど、扉はすぐに閉まる。それを横目に、私はしゃがんで彼と目線を合わせる。

「楽くん、こんなところでどうしたの？　大丈夫？」

　彼はなにかを答えようと口を開けるも、咳が出てしまって言葉にならない。風邪をひいているのだろうか、少しつらそうで心配になる。

　なにかいい方法は……と思案してすぐに、のど飴を持っていることを思い出した。ひとまず近くにあったひとり掛けのソファに座らせ、ハンドバッグの中を探る。

「飴、舐めない？　ちょっとは喉がラクになるかも」

　包み紙を取って小さな口に入れてあげた。そして、よくなるようにと祈りながら優しく背中をさする。

　自然にそうしていて、ふと遠い記憶が蘇ってきた。はっきりとした映像ではないが、自分も誰かに抱っこされて背中をさすられた感覚があるのだ。

　あれは、いつ……？と、物思いに耽りそうになった時、けほっという軽い咳で我に返る。さっきより咳が酷くなくなり、呼吸も整ってきたので胸を撫で下ろす。

「よかった、落ち着いてきたね」

「……ん。ありがと」

　私を見上げてお礼を言う楽くんは、改めて見ると女の子みたいな顔立ちでとても可愛い。そりゃあ風柳さんも溺愛するよね、と納得しながら、しばらく背中をさすり続けた。

　自分からおしゃべりをするようになってきたので、隣のソファに私も腰を下ろして尋ねてみる。

「ねえ楽くん、どうしてあんなところにひとりでいたの？」

「あのねー、トイレいったらね、わかんなくなっちゃったの」

　けろっとして答える彼につい笑ってしまった。

　普通に迷子だったのか。ひとりで勝手にどこかへ行ってしまう子どもって、やっぱり怖い存在だなと思う。親の気苦労は絶えないだろうし、親になっているすべての人を本当に尊敬する。

「そっか。ママたち、心配してるんじゃないかな。一緒に戻ろう」

　というか、絶対心配してるよ……と内心苦笑いしつつ腰を上げようとするも、楽くんは岩のように動こうとしない。

「いかない。ママ、しんぱいじゃないよ。ママは、しゆーがいればいーんだ」

　むすっとした彼の口からそんな言葉が出てきて、私は口の端を引きつらせた。

　しゆーって、史悠さんのことよね。風柳さんの好意は楽くんもヤキモチを妬くほどなの？　さっきの公開告白で諦めてくれているといいのだけど……すごい複雑な気分。

「楽くんのママって、そんなに史悠さんが好きなんだ……」

「ぼくもすき。だけど、パパはいらない」

　意外な言葉が続けられて、私は目をしばたたかせて楽くんを見つめる。

「楽くんもパパが欲しいんじゃないの？」

　風柳さんの話ではそうだったよね、と矛盾を感じて問いかけると、彼は小さく首を横に振る。

「ママ、しゆーといると、うれしそうだから。だから、ぼくもほしいっていったの」

　楽くんの本当の気持ちがわかって、私は目を丸くした。

　楽くんが、史悠さんならパパになってもいいと言ったのは、自分が欲しいわけじゃなく、すべてママのためだったのだ。

　欲しがるものをすべて与えられてきた楽くんは、自分が欲しいと言えば、結果的にママのものになると思ったのだろう。なんていじらしいの……。

　胸が締めつけられるのを感じていると、彼は今度は眉尻を下げて「でも」と続ける。

「ぼくは、ママがいればいい。ふたりでえをかいたり、おしゃべりしたり、いろんなとこいきたい」

　ママとふたりでいたいというのが、楽くんの本音なのだ。たぶん風柳さんは気づいていない。それを教えてあげたくて、楽くんに提案してみる。

「楽くんのその気持ち、ママに伝えたらどうかな。〝僕は本当はこう思ってるよ〟って、お話しするの」

「……がまんするのもだいじ、ってしゆーがいった」

　どうやら史悠さんが教育していたらしく、ちょっと混乱してしまっている。史悠さんの言うことを素直に聞いていたんだなと感心し、「そっか。それで我慢してたんだね。えらいね」と頭を撫でた。

　どう伝えたらいいかと悩むも、最終的にここはフィーリングだ！と大雑把になる。

「難しいけど、我慢しなくてもいい時があるの。今がそうなのよ」

「……ママ、おこるかも」

「大丈夫。私が一緒についていてあげる」

　楽くんのそばにしゃがみ、小さな手をそっと握って微笑みかけた。歳は全然違うのに、彼が自分と重なって見える。

「私もね、勇気が出なくて、自分の正直な気持ちを伝えるどころか会えずじまいの人がいるの。たぶん、相手も同じなんだと思う。でも、そのままだとお互いに苦しいだけなのよね」

　ついひとり言のように話してしまい、楽くんはつまらなそうな顔で首をかしげる。

「よくわかんない」

「あはは、だよね。ごめん」

　軽く笑って、彼の手を握ったまま腰を上げる。

「とりあえず、ママのところに戻ろう。絶対心配してるよ。ママは誰よりも楽くんが好きで、なによりも大切なんだから」

　それは間違いないと自信を持って言うと、楽くんも今度は素直に「うん」と返事をしてソファから降りた。

　手を繋いで会場に向かって歩いていると、前方からひとりの女性が小走りでやってくる。

「いた！　楽くん！」

　声をあげる彼女は、風柳さんのマネージャーさんだ。私たちのそばまで来ると、がばっと勢いよく頭を下げた。

「すみません！　私が少し目を離した隙に、楽くんの行方がわからなくなってしまって……」

「いえいえ！　私こそ、すぐに連れてこなくてすみません」

「ぼくがやだっていったの。おねーちゃん、わるくないよ」

　かばってくれる楽くん……正義感があっていい子だな。じーんとする。

　三人で再び歩き始めて会場を出たところのロビーまで来た時、心配そうに待つ風柳さんを見つけて楽くんが「ママ！」と呼んだ。私から手を離して一目散に駆けていき、心底ほっとした様子の彼女の胸に飛び込んだ。

「楽！　大丈夫!?　咳、ごほごほってならなかった？」

「なった。けど、おねーちゃんがアメくれたから。せなかも、なでなでしてた」

　楽くんの両腕を掴んで必死に確認した風柳さんは、視線を上げて「ありがとう、依都さん……！」とお礼を言った。

「この子、喘息でね。咳が酷くなっていたら発作を起こしてたと思う。本当にありがとう」

「いえ、たいしたことはしてないので……！」

　うそ、あの咳は喘息の始まりみたいなものだったの？　詳しくはわからないけど、発作ってぜーぜーしちゃう感じよね？　もしそんな事態になっていたらと思うと、薬もないし怖すぎる……。

　内心ぞっとするも平静を装って答えていると、会場のほうからスマホを耳に当てた史悠さんがやってきた。

「ああ、戻ってきていいぞ。ご苦労さん」

　誰かにそう告げて電話を切った彼は、再会を果たした風柳さん親子を見下ろして微笑む。

「波多野にも捜させてたんだが、見つかってよかった。まさか依都と一緒にいたとは」

「お手洗いに行ったら、偶然見つけたんです。楽くん、エレベーターに乗ってたんですよ」

　さっきの状況を話すとマネージャーさんが驚きを露わにして、「エレベーター！　見つからないわけだ……」とうなだれていた。きっとフロア中を捜し回っていたんだろう。

　風柳さんは不思議そうに楽くんを見て問いかける。

「どうしてひとりで行ったの？　いつも勝手に行くようなことしないのに」

「だって、ママ……またしゆーといたから」

「え？」

　楽くんは口を尖らせて、本音をこぼし始める。

「ぼくより、しゆーのほうがだいじなんだって――」

「そんなわけないでしょう！」

　間髪を容れずに風柳さんが声をあげ、楽くんはビクッと肩を震わせて押し黙った。風柳さんは彼の両肩に手を置き、諭すように言う。

「楽が史悠を好きだって言ってたから、パパになってほしかったの。楽のために……って思ったのよ」

　やっぱり、風柳さんも自分より楽くんの幸せを優先しようとしていたのだ。相手の本当の思いに気づかないまま。彼女自身も史悠さんを気に入っていたと思うが、それ以上に息子のためという気持ちが強かったのだろう。

　楽くんは私をちらりと見てくる。私はにこりと微笑み、〝正直に言っていいんだよ〟と伝えるように頷いた。

　彼はもう一度ママに顔を向け、ゆっくり小さな口を動かす。

「ぼくも、しゆーといるとママうれしそうだから、ほしいっていったの。ほんとは、パパはいらない」

「……楽」

「ぼく、ママとふたりでいいよ。いつもたのしいよ」

　楽くんの本心を知って見開いていた風柳さんの目に、みるみる涙が溜まっていく。小さな身体を引き寄せると同時に、雫がぽろりとこぼれ落ちた。

「ごめん……ごめん、楽。ママ、楽の気持ち全然わかってなかったね。ごめんね」

　わが子を抱きしめて謝る彼女からは、いつもの我の強さはまったく感じない。

「ずっと、ママだけじゃ寂しがらせてるんじゃないかって思ってたの。でも、ママも楽さえいればいい」

　抱きしめ合うふたりの姿を見て、こちらまで胸が熱くなった。

　無償の愛というものを目の当たりにした気がする。たとえ誤解があったとしても、親と子の思い合う力はすごい。私も、こんな関係を築きたい――。

　心の奥からそんな気持ちが込み上げてきた時、「あ～よかった！　見つかって」と言いながら波多野さんが小走りでやってきた。彼も安堵した表情を浮かべている。

「社長、ここにいて大丈夫なんですか？」

「まだ歓談中だからな。多少抜けたって問題ない」

　肩の力を抜いて頷いた彼は、おもむろに腕を組んで風柳さん親子を見下ろす。

「さて……いい加減に反省しましたよね、千笑さん。兄さんの時の二の舞にならないでくださいよ」

　若干冷ややかな視線を突き刺す彼から、気になるワードが飛び出したので私は首をかしげる。

「兄さん？」

「あ、千笑さんの元旦那、実は俺の兄なんですよ」

「えぇぇ!?」

　意外すぎる関係性が発覚し、ついすっとんきょうな声をあげてしまった。まさかそんな繋がりがあったとは！

　波多野さんはにこっと笑い、「なー、楽」と頭をわしゃわしゃと撫でている。そういえば以前、彼は風柳さんの扱いを熟知していそうだなと感じたっけ。

　驚きつつ納得する私に、史悠さんが顔を寄せて囁く。

「自由奔放で、息子を甘やかしまくる彼女に、波多野の兄貴がついていけなくなって離婚したらしい」

「そうだったんですか……」

　離婚の原因を知って苦笑していると、波多野さんが厳しい表情に戻って説教する。

「やっとわかったでしょう。楽が欲しがるものを、なんでもかんでも与えていいわけじゃないって」

　黙っていた風柳さんは濡れた頬を指で拭い、やや決まり悪そうにして立ち上がる。

「……わかってたわよ、間違ってるってことくらい。でも自分では止められなかった。だから、ブレーキをかけてくれる人が必要だと思ったの。史悠を選んだ理由のひとつはそれよ」

「ご期待に沿えず、申し訳ありません」

　丁寧に断る史悠さんに、彼女はふっと嘲笑を漏らした。

　幼い頃の自分と同じ目には遭わせないという思いがエスカレートしていたことを、風柳さんは自覚していたようだ。誰に対してもはっきり意見を言う史悠さんなら、確かに彼女を止められただろう。認められるわけがないけれど。

　波多野さんは、まだきりっとした表情を崩さずに言う。

「兄の元嫁ってのを気にして遠慮してましたけど、これからは俺がブレーキかけまくってやりますよ」

「ブレーキもかけすぎると効かなくなるのよ。気をつけてよね」

「なんで上から目線なんだ、あんたは！」

　すっかりいつもの調子に戻った風柳さんに波多野さんは怒り心頭だったが、彼女は素知らぬ顔で私に向き直る。

「依都さん、迷惑をかけてごめんなさい」

　頭を下げて謝られ、心に巣食っていた不安が綺麗になくなっていく。風柳さんも、よく晴れた早朝の空のようにすっきりとした表情になっていた。

　彼女に続いて、楽くんも私を見上げて言う。

「おねーちゃん、ありがと」

「ううん。こちらこそ、ありがとう」

　膝を曲げて屈み、笑みを返した。楽くんのおかげで、私も大切なことがわかった気がするから。

　すると、楽くんはママを見上げ「パパはまたこんどちょーだい」と言う。子どもらしいトンデモ発言に、皆して笑ってしまった。

　どうやら〝今は〟パパはいらない、という心境みたいだ。いつかそうなってくれる存在が現れたら、今度こそ平和に幸せになってほしい。




　その後は問題なく祝賀会は進み、無事終了。お酒も料理もしっかり味わって、社員の方々との親睦も深められた。

　私たち夫婦の仲を心配していた、あの女性社員三人組は、史悠さんのスピーチを聞いてメロメロになっていて。『鬼蔵元があんなに甘くなるなんて……！　ときめきをありがとう！』と、なぜかお礼を言われた。

　夫婦円満であるというのが皆にも伝わったようで、照れるけれどやっぱり嬉しい。

　皆がぞろぞろと帰宅していく中、私はロビーのソファに座って史悠さんを待つ。しばらくして会場から出てきた彼は、私を見つけるときりりとした表情を崩して穏やかに微笑んだ。

　隣に並んで歩き出すと、まだ残っていた社員たちはにんまりとして私たちに挨拶をする。今だけじゃなく、史悠さんのスピーチの後からこんな感じだ。

　照れ臭くて俯き気味になりつつ、小声で言う。

「史悠さんが宣言してくれたおかげで、皆さんの見る目が変わってちょっと恥ずかしいです」

「俺たちはなにも変わってないけどな」

　確かに、私たちは最初から愛し合っているのに、周りが誤解していただけだ。ふふっと笑い、言おうと思っていたことを伝える。

「史悠さん、ごめんなさい。ずっと子どもみたいなヤキモチを妬いていて」

「ああ、いいんだよ。妬かせたかったのも多少あるし」

「もう……。でも、ありがとうございました。史悠さんに愛されてるって実感できてすごく嬉しかったし、自信がつきました」

　彼は私を見下ろしたものの、少し照れたように目を逸らしてしまった。

　そしてエレベーターに乗り込んだ彼は、一階ではなく客室がある三十五階のボタンを押す。まだ帰らないのだろうか。

「史悠さん、どこへ……」

「部屋を取っておいた。急で悪いが、今夜はここに泊まる」

「えっ!?」

　このホテルに泊まるなんて聞いていない……本当に急すぎる！　至極冷静な彼とは反対に、私はあたふたしてしまう。

「泊まる準備、なにもしてないんですが!?　着替えもないし」

「足りないものは買えばいい。服は必要ない気もするが」

「必要ないって……」

　そこまで口にして、彼の言葉の意味にピンと来た。まさか、〝どうせ脱ぐからいらない〟ということでは？

　勝手にそう解釈してドキリとする私に、彼は耳に近づいて囁く。

「家に帰る時間すら惜しいんだ。早くふたりになって、朝まで依都を抱いていたい」

　甘い予感が的中し、顔が火照るのがわかって俯いた。

　反論する気はさらさらなく、人がいなくなったエレベーターの中で彼と指を絡ませる。目下に広がる夜景をうっとりと目に映していると、史悠さんがふいに話し出す。

「さっき、楽くんとふたりでも大丈夫だったみたいだな。苦手意識は克服したか」

　言われて気づいた。確かに、ずっと子どもに関わるのは抵抗があったのに、今日はそんなこと考えずに接していた。

「そういえば、忘れてました。様子がおかしかったあの子を、なんとかしてあげたいって気持ちだけで勝手に動いていて……いつの間にか普通に話してました。子ども食堂でちょっとだけ慣れたせいかな」

　楽くんがいい子だったからというのも大きいけれど、少しの間だけでもちゃんと会話して、面倒を見られたのはすごい進歩だと思う。

　自惚れてほくほくする私に、史悠さんは優しい目をして言う。

「食堂での経験が役立ったのかもしれないが、一番は依都が思いやりの心を持った素敵な人だからだよ。楽くんが本心を伝えられたのも、きっと依都のおかげなんだろう」

　褒めすぎなくらいだけれど素直に嬉しくて、「だといいな」と呟いた。

　三十五階に着いてエレベーターを降り、部屋に向かってふかふかの廊下を歩く。風柳さん親子のおかげで、いろいろなことを感じられたなと思い返しながら。

「あんな風に突然いなくなったり、持病を持っていたり……子育てって気を張ることばかりなんだなって思いました。ひとりの人間を育てるんだから大変に決まってますよね。自分も子どもができたらこうやって子育てするんだって思うと、やっぱり正直怖いです」

　ひとりでいる場面で今日のような事態に陥った時、ちゃんと自分で対処できるのか、不安になるところはある。

「でも、それを乗り越えられるくらいの愛が生まれるんだなって、ふたりを見ていて感じました。あんな風に無償の愛を注げるなんて、本当に羨ましい」

　お互いが相手の幸せのためになにかを犠牲にするというのは、なかなかできることではない。なのに、大抵の親子はそれを自然にできてしまうのだからすごいことだ。

　部屋に入りドアが閉まったところで、熱のこもった瞳で史悠さんを見上げる。

「私も、子どもが欲しい。史悠さんと、もっと幸せな家族を作りたい」

　これは、嘘偽りのない本音。無理もしていない、心からの願望だ。

　それを口にした直後、身体を引き寄せられて唇が重なった。優しいキスをして、彼は「そう望んでくれて嬉しい」と微笑む。

　なにも言わなくても想いが伝わっているように、私たちはそのままベッドへ向かい、上着を脱いでなだれ込んだ。

　数日間触れていなかっただけで身体は敏感になっていて、素肌を合わせるとすぐに熱を持つ。至るところに落とされる甘いキスと、いたずらな指に翻弄されて、私はひとつになる前にあっさり達してしまった。

　指を引き抜かれるだけでビクッと身体を震わせる私を、史悠さんは悦に入った表情で見下ろす。

「今日の依都、いつもよりも淫らで綺麗だ」

「や……恥ずかしい」

「もうこんなにとろけてるのに、このまま挿れたらどうなるんだろうな」

　彼はやや挑発的に言い、避妊具をつけずに濡れそぼった入り口をなぞる。蜜が絡んで、すぐに入ってしまいそうだけれど構わない。今夜はこのまま繋がりたい。

「私も、どうなるか知りたい」

　心も身体も高揚しているのを隠せず、そう口にした。史悠さんの瞳に獣のような力強さが宿り、直接中に入ってきて、私は息を詰めた。

　もう何度も迎え入れて、彼の形も熱さも覚えているのに、たった数ミリの隔たりがないだけで違った感覚を抱く。

　いつもより熱く、滑らかに動いて、お互いの愛がダイレクトに伝わってきて気持ちがいい。いけないことをしているようで、逆にとても尊い行為にも感じる。

　史悠さんの口から漏れる声もさらに色っぽさを増して、また高みに連れていかれてしまう。

「あっ、う、史悠さ……っ」

「依都……っ、好きだ。愛してる」

　情熱的に囁かれ、強い快感が走って背中がのけ反る。私の中がうねり、彼も限界に達したのがわかった。

　その瞬間、彼は私の中から出ていき、熱いものがお腹の上に放たれた。私は肩で息をしながら、初めて見る生々しい光景に呆気に取られる。

　男の人が果てる時って、こんな風になるんだ……エ、エロすぎる。じゃなくて、てっきり中で終わるのだろうと思っていたから、ちょっとびっくりした。

「なんで……？」

「まだふたりで楽しんでいたいなと思ったら、つい。今のじゃ避妊にはならないけど」

　彼も荒い息をしてワイルドに前髪を掻き上げ、「好きなんだよ。依都も、依都とのセックスも」とあられもない言葉を放った。直接的すぎて赤面してしまう。

　私も史悠さんと抱き合うのはすごく好きだから、これでもし妊娠してしばらくおあずけになったら、正直物足りない気分ではあるかも。

　彼はベッドを下りてティッシュを取り、意地悪っぽく口角を上げる。

「そんなに中に出してほしかったのか？」

「違っ、そうじゃないですけど！」

　あーもう、恥ずかしいことばっかり言うんだから！

　両手で顔を覆う私に、彼はクスクスと笑って身体を拭いてくれた。そして、お決まりのように私の隣に横たわり、腕枕をしてまったり話をする。

「赤ちゃんは欲しいって思うようになったけど、だからって焦る必要はないですもんね。結婚式も、新婚旅行もこれからだし」

「そうだな」

　穏やかに頷いた史悠さんは、やや真面目な表情になって切り出す。

「実は、電話でお義か母あさんと話をさせてもらったんだ。花菱さんから連絡先を聞いて」

「えっ!?」

　予想外の事実に、私はバッと勢いよく彼に顔を向けた。

　私たちは諸々の事情を考慮して、十月に式を挙げる予定で動いている。母を招待するかどうかで悩んでいたのだが、まさか史悠さんが動いていたなんて。

「前に式場見学に行った時、参加者の親子が仲睦まじくしているところをじっと見ていただろう。あの時に、きっと依都は一歩踏み出したいんじゃないかと思って。勝手なのは承知で、お義母さんのほうはどう考えているのか先に聞いてみた」

　そういえば、と先月行った式場見学を思い出す。確かに、母親と一緒に参加している女性がいて、仲よくドレス選びや料理の試食をしている場面を私は無意識に見つめていた。その眼差しが羨望のものだったことに、彼は気づいていたらしい。

「……母は、なんて？」

「依都に合わせる顔がないと言っていたよ。『今さら依都の姿を見たいなんて願うのは勝手すぎるでしょう。私はすべて祖父母に任せ、あの子を捨てて逃げた最低の母親なんですから』って、懺悔するみたいに」

　自分を責めているらしい母の心境を知り、複雑で胸が苦しくなる。まつ毛を伏せる私の髪を、史悠さんは優しく撫でて言葉を紡ぐ。

「俺は、お義母さんはずっと強い罪悪感を抱き続けているように感じた。君を愛していないとは到底思えない。……依都はどうしたい？」

　問いかけられて、もう自分の中で答えは出ていると気づく。今日の風柳さん親子を見て、自分はどうしたいのかがはっきりわかった。

「私、会って話したいです。今日のことがあって、やっと気持ちに整理がつきました。一緒についてきてくれますか？」

　迷いのない瞳で史悠さんを見つめると、彼はふわりと微笑んで「もちろん、一緒に行くよ」と当たり前のように返した。私の気持ちはたぶんお見通しだったのだろう。

「史悠さんのほうが、私のことをよくわかってるかもしれませんね」

「どうすれば君を幸せにできるか、毎日考えているからな」

　大きな愛情をさらりと口にする彼に、胸がきゅっと締めつけられる。こんなに旦那様に愛されて、私はなんて恵まれているんだろう。

　私が悩みを減らすことで彼の幸せにも繋がるのなら、母と向き合うことくらい容易たやすいと思える。勇気を出そうと心に決め、逞しい彼の身体に抱きついた。




　数日後、再び史悠さんが母と連絡を取って、会う約束を取りつけてくれた。

　その時も怖気づいていた彼女に、『依都はあなたと会うことを望んでいます。せっかく訪れた機会なのに、また逃げてもいいのですか』と冷静に告げたそう。母に対しても厳しいのが彼らしい。

　会ってどうなるかは予想できないし、今さら親子として接することができるのかもわからない。ただ、いつか史悠さんが言っていたように、私は自分が抱えてきたものをすべて伝えようと思う。

　日中はだいぶ暖かくなってきた三月中旬、史悠さんの運転で新潟駅にやってきた。新潟市ではまだ桜は咲いていないが、大きな商業施設があるので人で賑わっている。

　待ち合わせしているのは、母から提案された駅前にあるレトロな喫茶店。コーヒーのほろ苦い香りが漂う、薄暗く落ち着いた雰囲気で、ボックス席もあるので話しやすそうだ。

　早く着いたので、そわそわしながら約束の時間になるのを待つ。その五分前に、カランと音を立てて入り口のドアが開き、ひとりの女性が入ってきた。

　品のあるショートカットで、少しやつれているものの綺麗な顔立ちの女性。彼女を見た瞬間、感じるものがあって目が離せなくなった。

　周りを見回した彼女も、私と視線が合うとしばし固まって、目を大きく開いていく。

「……依都？」

　名前を呼ばれ、心臓がひと際大きく揺れ動いた。

　この人が、私のお母さん……。記憶にぼんやりと残っている母の面影を、目の前の彼女に重ねていく。知っているのに知らない人みたいな、不思議な感覚だ。

　母は信じられない気持ちと感動が混ざったような顔で呟く。

「依都……大きくなったわね……」

「そりゃあ……もう二十六歳だから、ね」

「そっか、そうよね」

　うわ、めちゃくちゃぎこちなくなってしまう。気まずい空気に包まれるも、史悠さんが「どうぞ、こちらへ」と冷静に席へ促してくれた。

　私を安心させるように微笑みかける彼と目を合わせ、心を落ち着かせて口を開く。

「体調は大丈夫？　副作用がつらいって聞いてはいるけど」

「今日はいいほうよ。ありがとう」

　微笑む母は多少無理しているんだろうなと感じるも、思ったよりは元気そうでよかった。

　会ったら憎しみが出てきてしまうのでは、と少し心配だったけれど、逆に〝よかった〟という感情が自然に湧いてくる自分に驚く。

　すぐにコーヒーを注文した母に、まず史悠さんを紹介した。改めて直接挨拶をする彼に、母も丁寧に頭を下げる。

「史悠さん、この機会を作ってくれてありがとうございます」

「いえ、私はなにも。お義母さんと依都が、本当はお互いに会いたいと思っていたから実現できたんですよ」

　温かい言葉をかける彼に、母は複雑そうな笑みを見せた。そして、運ばれてきたコーヒーを見下ろしてひと呼吸置いた後、彼女の真剣な瞳が私を捉える。

「依都、今さらこんなこと言っても遅いけど……本当にごめんなさい」

　うなだれて謝る彼女を、なんとも言えない気持ちで見つめる。

「一番そばにいてあげなきゃいけなかった時期に、悲しい思いをたくさんさせた。どれだけ謝っても足りない……」

　母は顔を俯かせたまま、若干震える声を紡いだ。私がどんな反応をするかわからず、怯えているように感じる。

　上辺だけの謝罪ではなく、母が本当に反省しているのは伝わってくるのに、私はなぜか怖いくらい冷静になっていた。

「……今でも覚えてる。四歳の誕生日の前日に、お母さんがいなくなったこと」

　硬い声で話し出すと、母がビクッと小さく震える。思い出したくもなかったあの日のことを、こうして人に話すのは初めてだ。

「なにか用事があっただけで、誕生日になったらプレゼントみたいに戻って来てくれると信じてた。でも、お母さんを見たのはその日が最後で。お祖父ちゃんたちが代わりにお祝いしてくれたけど、ずっと申し訳なさそうな、悲しそうな顔をしてた」

　史悠さんが切なげな顔でこちらを一瞥する。

　そう、彼と出会ったあの日は、私にとっては一番つらい日だったのだ。凛くんたちもいなくて寂しさに拍車がかかっていたから、思いがけず史悠さんが祝ってくれて余計に嬉しかった。

「それから誕生日なんて嫌いになったし、自分は望まれて生まれてきたわけじゃなかったんだって失望した。毎日お母さんに髪を結んでもらってる子も、遊びに行くとお母さんがおやつを出してくれる子も、皆が羨ましくて仕方なかったよ」

　冷静だったはずが、徐々に声に憤りが表れ、悔しさで顔が歪む。母が今にも泣き出しそうなほど苦しげにしているのに、思いを吐き出すのを止められない。

「ねえ、私のなにが嫌だった？　どうすれば、愛してもらえてたの？」

　私の目にも涙が込み上げ、母の姿がぼやける。あの時からずっと、私は母にこれを聞きたかったんだ。

　母はついに涙を溢れさせて、ぽつぽつと語り始める。

「……お父さんが亡くなってから、私はずっと無気力で、かと思えば少しのことでイライラして、あのまま一緒にいたら依都に手をあげてしまいそうで怖かった。あなたを愛しているのは間違いないのに、誕生日を祝いたいとも、可愛いとも思えなかった自分は、母親失格だと言い訳をして逃げ出したの」

　包み隠さない母の本音は、想像以上に胸をえぐられる。ノイローゼで仕方なかったと理解していても、受け止めるのは結構しんどい。

　唇を噛みしめていると、彼女は涙ながらに「でも」と続ける。

「離れてから愛しい気持ちが戻ってくると、後悔しか残らなかった。どうしてもっと耐えられなかったのか、なんでこの選択をしてしまったのかって毎日考えてた。一日もあなたを忘れたことなんてない」

　私の目からもはらはらと涙がこぼれる。

「依都はなんにも悪くない。全部、私が弱かったせいよ。ごめんね……ごめんなさい……！」

　母は周りの目も気にせず、テーブルに額がつくくらい頭を下げて懺悔していた。

　つらくて、切ない気持ちでいっぱいだ。でも母の本心を直接聞けて、幾分か心が軽くなったようにも感じる。彼女がたくさん後悔したのも伝わってきたから。

　なにも言わず、背中にそっと手を当ててくれている史悠さんのおかげで、徐々に落ち着きを取り戻してきた。ハンカチで涙を拭って、ぎゅっと結んでいた唇をゆっくり開く。

「……やっぱり、簡単には許せない」

「ええ……わかってるわ」

「でも、私の誕生日はずっと覚えていたんだね」

　許されないのは覚悟していたようにまつ毛を伏せていた母が、私が続けたその言葉は意外だったらしく、目線を上げる。

「……え？」

「これ、見覚えがあるでしょう」

　私はテーブルに置いていたスマホを操作して、ディスプレイを母に向ける。そこに映し出されているのは、私の誕生日と同じ日に、四時の周年記念のお祝いで届いた花の写真。

　それを見た母は、はっとした様子で目を見張る。この花を贈った本人だからだ。

　静観していた史悠さんが口を開く。

「四時を経営している新さんの息子さんから聞きました。四時への周年記念はカモフラージュで、実は依都のために毎年花を贈っていたんですね」

　そう、いつの間にか凛くんが史悠さんに打ち明けていたらしいのだ。『実は、四時に毎年届く花は、依都のお母さんが贈っているものなんです』と。この事実を聞いた時、一体どういうことなのか意味がわからなかった。

　母は決まりが悪そうな顔になって説明する。

「……主人のお兄さんはずっと前から私の連絡先を知っていたので、依都がアルバイトを始めた時にわざわざ連絡をくれたんです。その時に話していて、四時が開店した日と依都の誕生日が同じだとわかりました」

　まさか伯父さんが母と繋がっていたとは思わなかったが、よくよく考えれば父が生きていた頃は交流があっただろうし、なにも不思議ではない。優しい伯父さんはきっと、厚意で私の近況を母に教えてあげたのだろう。

「あの日からなにもしてあげられていなかったから、せめてもの償いとお祝いのつもりでお店へ花を贈りました。それをきっかけに毎年の習慣になっていて。送り主が私だとわかったら依都がどう思うか不安だったので、絶対に名前は伏せてもらっていました。……ただの自己満足なんです」

　母は洟はなをすすり、自嘲気味の笑みをわずかに浮かべた。

　つまり、凛くんたちは母の意思を汲み取って、ずっと私に内緒にしていたのだ。私が母への憎しみを抱いていたのも知っているし、言いたくても言えなかっただろう。

　この事実を聞いて穏やかな気持ちでいられるのはきっと、大きな愛で支えてくれる人が隣にいるからだ。彼がいなかったら、今さらそんなことをされても迷惑だと腐っていたかもしれない。

「毎年届けられる花を見て、同じ日に四時はこんなに愛されてるのに、私は……ってひがんだりもした。でも、忘れられていたわけじゃないとわかって、嬉しかった」

　私の反応が意外だったのか、母が信じられないような顔で目線を上げる。

「許す許さないの前に、もっと大事なことがあった。今、私が大好きな人に囲まれて幸せに生きていられるのは、お母さんに生んでもらえたおかげだから」

　母を見つめ、「ありがとう」と伝えた。すごく恥ずかしくてむず痒いけれど、心が温まっていく感じがする。

　彼女は再び瞳を潤ませ、堪えきれなくなった大粒の雫がぽろぽろと落ちる。

「私にそんな……言われる資格ないわ。母親らしいこと、なにもしてあげられていないのに……」

「お義母さん」

　嗚お咽えつを漏らす彼女に、史悠さんが優しく呼びかける。

「私の家は酒蔵なのですが、父がよく言うんです。〝日本酒造りは子育てと似ている〟と」

「子育て……」

「ええ。一つひとつ個性の違う酒に、それぞれ手間暇をかけて向き合っていく。中身が出来上がったら、どんな装いで旅立たせるかを考える。確かに、わが子を送り出すようなものですね」

　彼の話は興味深くて、私も耳を傾ける。

「でもそこで終わりじゃない。飲んだ人がどんな感想を抱くか、どう改良すればさらにいいものができるか、ずっと観察していく必要がある。生みの親の大事な役目です」

　史悠さんも母を見つめ、わずかに微笑みかける。

「お義母さんも、これからは依都を見守ってあげていてください。母親らしいことをするのは、今からでも決して遅くはありません」

　暗い影を落としていた母の顔から、徐々に苦しみの色が消えていく。頬を濡らしたまま頷き、「……ありがとう」と紡いだ。

　和解なんてできないだろうと諦めていたのに、人の気持ちは本当に移ろいやすい。でも、今回は変われてよかった。

　私も史悠さんと出会えて優しくなれたのだ。心変わりは人の世の常でも、私が彼を愛する気持ちは絶対に揺らがない。










契りを交わす記念日




　穏やかに晴れた十月の初旬、私は刺繍の光沢が美しい白無垢に身を包み、厳かな拝殿に着座している。隣に座るのは、紋付羽織袴姿も凛々しくてとても素敵な旦那様。

　今日、大切な人たちに見守られる中、私たちは夫婦の契りを交わす。今は三献の儀が行われている最中だ。

　真っ赤な盃に注がれた神み酒きを、まずは史悠さんが三回に分けて口にする。今度は私が同じことを繰り返す。この三々九度の儀式は、固い絆を結び一生苦楽を共にするという誓いを意味しているのだそう。

　ひとつの器で夫婦が交互に飲む行為は、奥ゆかしい誓いのキスのようだ。綿帽子で隠れた隣の彼に想いを馳はせ、紅をひいた唇で弧を描いた。

　式が終わりに近づくと親族盃の儀があり、両家の親族一同も盃に注いだ神酒を飲む。この神酒も、もちろん御鏡酒造の大吟醸酒だ。華やかな香りと重厚な味を楽しめる最高峰のお酒は、今日という晴れの日にぴったり。

　神酒を飲み干す一同には、史悠さんの家族と私の祖父、そして母の姿がある。

　黒の留袖姿の母は、前より少し頬がふっくらしてきて顔色もよく、年齢のわりに綺麗。祖父と一緒に私を見守るその瞳は、終始潤んでいるように見えた。

　彼女にとっては、この式に参列するのにも勇気がいっただろう。それでも来てくれたことが嬉しいし、感無量な様子の祖父を見ていると、もう一度親子としてやり直すことを決めてよかったと思う。

　神前式は滞りなく終わり、私たち夫婦はひと足先に退場した。清々しい青空の下、やっと緊張を解いて史悠さんに意味ありげな瞳を向けると、彼もこちらを見下ろす。

「心配しなくても、あれだけじゃ酔わない」

　私が聞く前に余裕そうに返したので、思わず笑ってしまった。一緒にいるうちに、お互いに考えていることがなんとなくわかるようになってきている。

「この後の披露宴でも飲まされないようにね」

「わかってる。俺が甘くなるのは、依都の前でだけって決めてるから」

　嬉しいことを言う彼はこちらに向き直り、ほんのり熱い視線で私を捉える。

「綺麗だ、すごく」

「史悠さんこそ、世界一素敵」

　甘い言葉を紡がれてくすぐったい気分になり、私は照れ笑いを浮かべて褒め返した。

　彼は綿帽子の隙間から私の頬に触れ、真顔で呟く。

「どうしてこんなに可愛いんだ、君は」

「史悠さんが愛してくれてるからよ」

　こうやって愛情表現をしてくれるから、明日もその先も、ずっとあなたに好かれていられるように努力できるのだ。

　見上げて微笑むと、クールな彼が幸せそうに破顔した。そのギャップにはいまだにドキッとさせられる。

「じゃあ、おばあちゃんになってもずっと可愛いままだな」

　何十年先も変わらずにいると伝えてくれているみたいで、幾度となく胸が鳴った。

　ふたりの世界に入りつつある私たちを現実に引き戻すかのごとく、社殿のほうから賑やかな声が聞こえてくる。

「いやぁ、正真正銘、盃を交わしましたな！」

「これでもう兄弟だわ！」

　お義父様と祖父がそろって「はっはっは」と笑い声をあげ、目を据わらせる叶芽さんが「おバカで恥ずかしすぎるからやめて」と注意していた。史悠さんも彼女と同じ顔になっていて笑える。

　母も祖父の後に続いてやってきて、少しだけ乱れた胸元の懐剣をそっと直してくれた。その様子を、祖父は感慨深げに眺めている。

「依都と眞由がこんな風に並んでるのを見られる日が来るなんてなぁ……。全部あんたの、史悠くんのおかげだ」

「本当に。ありがとうございます」

　お礼を言う祖父と母に、史悠さんは微笑んで首を横に振り、「私はきっかけを作っただけですから」とまた謙遜していた。

　祖父は明るい表情で、着慣れないブラックスーツの腕を組む。

「結婚生活はまだまだこれからだからな。依都の幸せな顔をもっとたくさん見てからじゃないと死ねねぇや。なあ、眞由」

　あけっぴろげにセンシティブな話を振る祖父に、若干ハラハラしたのは一瞬だった。母も肩の力を抜いた笑顔を見せて頷く。

「そうね。生きる楽しみが増えたから頑張れるわ」

　前向きになった母にほっとして、私も口元を緩める。「元気でいてね、ふたりとも」と切実に告げた。

　これから集合写真を撮るため皆でしばし待っていると、聞き慣れた可愛い声がする。

「ちょ、凛くん泣いてんの？」

　そう聞こえてきたので振り向くと、俯いて顔を逸らす凛くんを雫が何度も覗き込もうとしていた。伯父さんたちは和やかに笑っているけれど、凛くんは私たちの式に感動してくれたのだろう。本当にお兄ちゃんみたいだ。

　そのうち凛くんは天を仰ぎ、そのまま瞬きを繰り返して言う。

「泣いてねーし。花粉症だし」

「子どもか」

　すかさずツッコんだ雫は、凛くんにハンカチを押しつけて私のそばにやってくる。ダスティピンクのパーティードレスに、今日は上品なメイクをしていて別人みたいだ。大人っぽくてとても可愛い。

「依都ちゃん、本当におめでとう！　もうめっちゃ綺麗～エモい～尊い～」

「俺の分まで幸せになってくれ……」

　自分のことのように喜んで祝福してくれる雫は、鼻の頭を赤くして言う凛くんに「死ぬのかよ」とまたツッコむ。いつも笑わせてくれるふたりには感謝でいっぱいだ。

「ありがとう。今の言葉、ふたりにそっくりそのまま返すよ」

　できれば、ふたりがくっついて幸せになってほしいな。と、心の中で密かにつけ加える。

　私が結婚して以来、凛くんは少し離れたところから見守るような態度になってきた。逆に、私に向けていた過保護さが、すっかり四時の一員になった雫に向けられているように感じる。

　いつもの軽口を叩きながらも、時々意識しているっぽい態度を取ったり、愛しそうな目をしていたりするのがわかるのだ。それは雫も同じ。むしろ彼女のほうが、凛くんのことが好きなんだなと感じる時が多い。

　きっと、一緒に働き始めてお互いの知らない部分が見えてきたからなのだろう。尊敬できるところを知ったり、悩みを相談し合ったりして、恋愛感情が動き出すのはなにも不思議なことではない。

　たぶん、これまで私の存在が邪魔になっていて、お互いに意識するまでに至らなかったのだと思う。私がいなかったら、もっと早くにふたりの仲が進展していたかもしれない。

　そう考えると申し訳ない気持ちになるけれど、その分ふたりの幸せのためにできることはしてあげたい。私もふたりに支えてもらったように。

　私の横では波多野さんが嬉しそうに史悠さんと話していて、雫もそちらに挨拶をする。彼女と波多野さんが自己紹介し合っている隙に、私は凛くんにこそっと告げる。

「凛くん、雫のことよろしくね」

「え？」

「今も、凛くんの頭に真っ先に思い浮かぶのはうるさいギャル、なんでしょう？」

　ぴたっと動きを止める彼に、さらに小声で続ける。

「雫が最初に助っ人で四時に入った時、あの子の着物姿に見惚れちゃってたし」

　意味ありげに口角を上げて言うと、凛くんはあからさまに目を泳がせた。

　私が御鏡酒造に行く時、代わりに雫が着物を着て接客をしているのだが、その初日に私たちは驚いたのだ。

　着物に合わせて髪は品のあるシニヨンに、メイクもナチュラルにしてきた彼女は、普段のギャルのイメージとはまったく違う雰囲気に変身していたから。

　丁寧かつ、お客様の反応に合わせていつものノリを交える彼女の接客もすぐに人気になり、今では看板娘のような存在になっている。

　そんな魅力たっぷりな雫を好きにならないほうがおかしいよね、なんて思いながら凛くんを観察していると、彼の頬がみるみる赤らんでくる。

「あれは、別に見惚れてたわけじゃ……ギャルでもＴＰＯをわきまえられるんだなと感心しただけで」

「なになに、私の話？　悪口っぽく聞こえたけどー」

　凛くんの腕にぴょんっと飛びついてきた雫が、彼を見上げる。至近距離でふたりの視線が絡んだ瞬間、お互いに心を奪われたかのごとく真顔になって固まった。

「いや……お前もちゃんとすれば可愛いんだなって話だよ」

「凛くんも、スーツ姿結構エグいよ」

　ぽうっと見つめ合ったまま呟くふたりは、たぶんお互いに褒め合っている。なんだかとってもいい雰囲気に、内心〝きゃー〟と叫ぶ私。

　しかし次の瞬間、ふたりはぎゅっと眉根を寄せて小首をかしげる。

「『ちゃんとすれば』ってなに？」

「『エグい』ってどういう意味？」

　同時にまぬけな声を発したので、私は一気に脱力して笑ってしまった。こういう抜けたところも息ぴったりで面白い。

　そこで「準備が整いましたので記念撮影を行います」と声がかかり、凛くんたちはまた言い合いながら撮影場所に向かっていく。

　くっつくのも時間の問題かな、と微笑ましげに見ていると、史悠さんが同じ方向に目をやって言う。

「凛太朗くん、依都から離れてやっと新しい恋ができそうか」

「うん。私がお邪魔虫だったんだって気づいた。凛くんに悪いことしちゃったかも」

　苦笑いすると、史悠さんはなぜか気の毒そうな顔で凛くんと私を交互に見て呟く。

「……そうだな。依都の鈍感さは罪深い」

「え」

　私、そんなに罪なことしたっけ？とギョッとするも、史悠さんはクスッと笑って手を差し出す。よくわからないままだが、とりあえず手を取って私たちも歩き出した。

　全員が綺麗に並び、私の隣には母がやってくる。

　再会してから今日までに何度も電話でやり取りをして、ぎこちなさはなくなっている。幼い頃の記憶にあるギスギスした感じはまったくなく、こんなに優しかったのかと驚くくらい彼女は穏やかで、これが本来の母なのだと悟った。

　今では、普通の親子の会話をするのが楽しくなってきた。遅くなったけれど、母に甘えてみてもいいだろうか。

「……お母さん、私が生まれた時のこと覚えてる？」

　カメラマンが皆に指示するのを眺めながら問いかけた。彼女は一瞬キョトンとした後、懐かしそうな目をして微笑む。

「もちろん。陣痛が来たのは初雪が舞うくらい寒い日の朝方でね、まだ寝てた依都のお父さんを叩き起こして病院に連れてってもらったわ」

　生まれた時間や体重、父の喜ぶ姿や私の様子など、細かいこともしっかり覚えていて、それくらい印象的だったのだとわかる。

「あんなに死ぬほど痛くて、最高に幸せな瞬間を忘れるわけがない」

　そう言い切る母の表情は、母性に溢れて輝いていた。私は愛されて生まれてきたんだと改めて実感して、心が満たされていく。

「じゃあ、これから頼らせてもらうね」

　私のひと言の意味がわからなかったのだろう。母は不思議そうな顔をしたものの、「撮りますよー」と声がかかったので前を向いた。

　数枚写真を撮った後、白無垢の上からお腹に手を当てた。その上に史悠さんが手を重ね、心配そうにこっそり尋ねる。

「体調、大丈夫か？」

「大丈夫。幸せだねって、心の中で伝えてたところ」

　温かい気持ちでそう言うと、彼もほっとした様子で頬を緩め、お腹を見下ろした。

　――今ここに、私たちの赤ちゃんがいる。実は先日妊娠が発覚したのだ。

　生理が遅れているのに気づいて検査薬で調べたら陽性で、産婦人科で診てもらったところ妊娠六週目だそう。式の直前ということで少々焦ってしまったけれど、それ以上にエコーで動いている心臓が見えてとても感動した。

　今日までの数カ月の間に旅行にも行けたし、存分に愛し合った。史悠さんともたくさん話をして不安はできる限りなくせたし、周りの支えがあるから妊娠しても大丈夫だと心構えはできていたから、素直に喜べた。

　幸いつわりの症状は眠気くらいでつらくはないし、式に大きな問題はない。先ほどの三々九度の儀式でも、私は盃に口をつけただけでお酒は飲んでいない。

　家族にはまだ伝えていないので、披露宴が終わったらサプライズで打ち明けようかと話している。

　これからの妊婦生活で困ったことがあれば、大先輩の母に相談してみよう。『頼らせてもらう』と言ったのはそういう意味だ。

「……安心して生まれてきてね」

　小さく声をかけ、晴れ晴れとした気分で顔を上げる。

　大好きな旦那様と結婚指輪が輝く手を繋ぎ、幸せな未来に向かって歩み始めた。

　――それから約九カ月後、梅雨の雨に濡れた満開の紫陽花が美しい日に、元気な女の子が産まれた。

　破水してからもなかなか陣痛が来なくて促進剤を使ったこと以外は、比較的順調な出産だったらしい。なにもかも初めてだから戸惑ってばかりだったが、史悠さんが立ち会ってくれたのはかなり心強かった。

　慣れない育児に奮闘しているとあっという間に月日が経っていて、現在娘は生後二カ月を迎えたところ。

　ベビーベッドの上で手足をじたばたと動かしながら、こちらをぽうっと見つめる。その姿を眺める私と史悠さんの顔も、ふにゃっと締まりがなくなっている。

「どうしよう史悠さん。めちゃくちゃ可愛い」

「俺たちのミニチュアなんだから、可愛いに決まってる」

　私たち夫婦のやり取りは毎日こんな感じだ。同じことばかり言っているので語彙力がなくなっている気がしてならない。

　愛せないかもしれないと、ずっと感じていた恐怖はなんだったのだろうと思うくらい、わが子が可愛くて仕方ない。史悠さんもすっかり子煩悩と化していて、家庭限定で鬼の面影はどこへやら、といった調子だ。

　私たちが夕飯を終えた頃、タイミングを見計らったかのごとくぐずり始めたので、柔らかな身体を抱き上げて優しく揺らす。

　以前、楽くんと接した時に急に蘇ってきた、誰かに抱っこされて背中をさすられる感覚と、優しい匂い。あれはきっと、こうやって母に抱かれていた記憶なのだろう。

　この子にも伝わるように、「大好きだよ」と囁いて頬をくっつけた。

　娘をあやしている間、史悠さんは私の分のハーブティーを淹れてくれている。晩酌するのは当分おあずけの身なので、日本酒が恋しい。

「早くまたお酒が飲みたいなぁ」

「花菱さんの新種の酒米で作った酒、絶品だぞ」

「うぅ……意地悪」

　例の新しい日本酒の売り上げも好調のようで嬉しいけれど、味わえないのが悔しい。

　口を尖らせて娘を再びベッドに寝かせると、史悠さんはこちらに歩み寄って不敵に口角を上げる。

「代わりに、俺が酔わせてやる。酒を飲むより気持ちよくさせるから」

　私の顎を持ち上げエロティックに囁く艶めかしい彼に、心臓が激しく動き出す。

「……確かに、恋しいのはお酒だけじゃないね」

　彼との官能的な触れ合いもそう。数カ月間治まっていた欲情が急に湧いてくる感覚を抱き、味見をするようにキスをして笑い合った。

　夫婦になり親になっても、日々甘く熟成していく芳醇な愛に、私たちは今夜も酔いしれる。
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特別書き下ろし番外編










愛に溢れた誕生日




　子どもの手を紅葉のようだと例えた人は誰なのだろう。

　センスのある人よね……なんてぼんやり思いながら、懐かしい紅葉の柄の着物を着た雫と、私の娘が戯れているのを眺める。娘を連れて、夜の営業が始まる前の四時に少しだけ顔を出しにきたのだ。

　二歳半になる紗さ代よはとても人懐っこく、特に雫と凛くんが大好き。今も遊んでもらってご満悦そうだが、雫たちも会うのを楽しみにしてくれている。

「紗代ちゃんを見てると、私も子ども欲しくなってくるー。超可愛いんだもん」

「わかるわー。癒やされるよなぁ」

　雫に続いて、凛くんも紗代の頭を撫でて言った。私はふたりを交互に見てにんまりする。

「作ればいいじゃない、ふたりも」

　私のひと言で一瞬ぴたっと動きを止めたふたりは、目を見合わせてのろけた顔になり、「「そうするかぁ～」」と声をそろえた。紗代のおかげでデレているな。

　雫と凛くんは私の結婚式を終えてしばらくしてからつき合い始め、順調に二年ほど交際を続けて今年の夏に籍を入れたのだ。今はあーだこーだと言い合いながらも、仲よく結婚式に向けて準備を進めているところ。

　私は出産を機に四時を辞め、育児に専念することにした。紗代がプレ幼稚園に通い出した今は、時々御鏡酒造に出向いてアドバイスしていて、本格的に入園したらこちらで働くつもりだ。そのほうが夜遅い勤務はなくなって土日に休めるし、子育てとの両立をしやすいから。

　四時は雫がばっちり引き継いでくれたので問題ない。将来は凛くんとふたりで切り盛りしていくだろう。

「ふたりが幸せそうで本当によかった。結婚式、楽しみにしてるね」

　幸せを分けてもらった気分で言うと、雫がちょっぴり照れ臭そうにして茶化す。

「私より、凛くんのほうが泣いてそう～って想像するだけでウケる」

「俺、泣いたことなんて人生で一度もないんですけど」

「子供か！」

　相変わらずなふたりに対して紗代が「らぶらぶねー」なんて言うので、私はまた笑ってしまった。

　その時、バッグの中でスマホが音を立てた。取り出してみると、史悠さんからメッセージが届いている。

　それをさっそく読んだ私は、「ああ……やっぱり」とひとりごちて苦笑を漏らした。




【俺も熱が出てきた。早めに帰る】

　短いそのメッセージを見て、私たちも四時の皆に別れを告げてすぐマンションに帰った。

　数日前に紗代が風邪をもらってきて、それが私に移ったので、これはきっと史悠さんにも移って風邪ループになるなと覚悟はしていた。

　ただ、彼がここまで体調を崩すのは珍しい。最近仕事も忙しいようだし、疲れているせいもあるのかもしれない。なんにせよ、やっぱり子どもから移る風邪は強いな、とつくづく実感する。

　私たちの後、しばらくして帰宅した彼は見るからに熱っぽい顔をしていて、すぐベッドに入った。が、すっかり回復した紗代は、お構いなしにベッドによじ登って毛布に潜り込もうとする。

「パパ、あそぶー」

「パパは具合が悪いの。今日は我慢ね」

　私と同じく彼が大好きで、くっつき虫みたいになっている紗代を剥がそうとすると、彼女は細く長い髪を揺らし「あー」と不満げな声を出した。

「ごめんな、紗代……元気になったらいっぱい遊ぶから」

　うつろな目をして微笑む彼を見て、紗代もいつもと違うと感じ取ったらしい。数秒後、ふいに史悠さんの額にぺしっと手を当て、その手を宙に向ける。

「たいのたいの、とんでけー」

　拙いおまじないをして、額にちゅっとキスをする彼女。目をぱちくりさせた史悠さんは、表情はあまり変わらないものの周りにハートを飛ばしているように感じる。

「……もう元気になった」

「うん、気持ちはわかるけど」

　娘の可愛すぎる行動には私もキュンとするし、デレデレになってしまうのも仕方ないけれど、なんなら今体調の悪さはピークでしょうよ……と苦笑した。

　それから紗代は、冷却シートやら着替えやらを度々部屋に運び、甲斐甲斐しくパパのお世話をしていた。面倒見のいい子になりそうでほっこりする。

　母子ふたりで夕食を食べてお風呂に入り、順調に午後九時には寝かしつけることができた。天使のような寝顔を見届けてから、今度はおかゆを用意して史悠さんのもとへ向かう。

　いつもはキングサイズのベッドで川の字になって寝ているけれど、今夜は史悠さんだけ別の部屋で休んでいる。彼が使っているベッドは紗代が夜泣きしていた頃に買ったもので、今はこうして具合が悪い時に主に使っているのだ。

　ノックして部屋に入ると、彼がこちらに目を向ける。

「紗代は寝た？　全部やらせてすまない」

「大丈夫、こんな時に気にしないで。おかゆ食べられそう？」

「ああ。解熱剤飲んだから、さっきよりだいぶいい」

　ゆっくり上体を起こす彼は、確かにいくらか顔色がよくなってきていてほっとした。

　テーブルにおかゆをのせたトレーを置いて椅子に座ると、史悠さんはだるそうな調子で「俺は大丈夫だから、依都も早く寝な」と言う。

　そうやって気遣ってくれるところも愛おしいけれど、私は看病してあげたいのだ。私が風邪をひいた数日前は、史悠さんもあれこれやってくれたのだからお互い様。

　彼の言葉を無視しておかゆとスプーンを手に取り、ひと口すくってふーふーする。

「私、これ一度史悠さんにやってみたかったの。はい、あーん」

　含み笑いして冷ましたそれを近づける仕草をすると、目を丸くした彼の頬がやや赤みを帯びていく。これはたぶん、熱のせいではない。

　彼は「いいよ」と遠慮していたものの、私が引き下がらないので観念して渋々口を開ける。半ば強制的に食べさせられた彼は、照れ臭そうに手の甲で口元を隠した。

「……実際にやられると恥ずかしすぎる。子どもになった気分だ」

「ふふ。私は嬉しい」

〝風邪をひいた彼を看病する〟というシチュエーションになぜか憧れがあった私は、満足げに口角を上げた。史悠さんもちょっぴり呆れたように笑う。

「紗代のこともこんな風にして面倒みてくれてるんだもんな。いつもありがとう。……無理してないか？」

　労ってくれた彼は、ふと真面目な面持ちになってそう問いかけた。きっと、母がノイローゼになった過去があるから心配しているのだろう。

　自分が幼い頃に母と過ごせなかった分、娘とは一緒にいたいと思い、三歳までは自宅保育をする道を選んだ。精神的に負担が大きい部分もあるが、私はこの生活をまったく後悔していない。

「大変だけど、紗代と一緒にいられる時間がたくさんあって幸せ。そう思えるのは、史悠さんが協力してくれるからだよ。あなたと家族になれて本当によかった」

　私も心から感謝しながら、少し弱っている彼を見つめ、眉尻を下げて微笑む。

「熱に浮かされてるのは私のほうかも。出会った時からずっと、史悠さんのことが大好きでしょうがないんだもの」

　四六時中、彼に夢中になる魔法でもかけられているのかと思うほどだ。一緒に暮らして何年経とうが、この熱量は変わらない。

　史悠さんは額に手を当て、仰向けにベッドに倒れた。身体がつらいのかと一瞬心配になったものの、彼の口からは甘い呟きがこぼれる。

「ったく、拷問だよ……今すぐ君を抱きたい欲求を抑えるのは」

　どうやら具合は悪くても欲情はするらしい。いつまでも私を女として求めてくれるのが嬉しくて、頬が緩んだ。

　おかゆの器を一旦置き、彼のそばに寄る。ギシ、とベッドに手をついて身を屈め、少し熱い唇にキスを落とした。

「今はこれで我慢して」

　いたずらっぽく口角を上げると、熱のせいでとろんとしていた史悠さんの瞳に、若干妖艶な色が帯びていく。

「俺を煽ってる？」

「えっ」

「一度キスしたら、その先もしたくなるだろ。……治ったら容赦しないから」

　私の長い髪を梳くように手を差し込み、後頭部を支えてそう警告をした。彼に攻められる妄想が脳裏をよぎり、ドキリと胸が鳴る。

　甘いお仕置きなら大歓迎だ。その意味も込めて、私は余裕の笑みを浮かべてもう一度唇を重ねた。




　――数日後、私も史悠さんも完全復活して、わが家には平穏な日常が戻ってきた。

　しかし、とある平日の朝。目が覚めた私は、いつもよりぐっすり寝た気がするなと思いつつ時計を見た瞬間に、ひゅっと息を呑んだ。

　もう九時!?　え、目覚まし鳴った!?　とにかくふたりに朝ごはんを作らなきゃ！

「ごめん！　完全に寝坊し――」

　寝室を飛び出し勢いよくリビングの扉を開けると、いつもはないカラフルなものが視界に飛び込んできて一瞬思考回路が停止した。その直後、明るい声が響き渡る。

「「ハッピーバースデー！」」

　声をそろえたふたりが笑顔で登場し、私は目と口をぽかんと開いて固まった。「ハッ、ピー……？」と繰り返そうとして、ようやく今日が自分の誕生日だったことに気づく。

　呆然としたまま目を動かすと、真っ先に視界に入ったのは飾りつけられた色とりどりのバルーンだった。テーブルの上にはカトラリーが用意されていて、美味しそうな匂いも漂っている。

「うそ……！」

　驚きすぎて無意識に呟くと、史悠さんがしたり顔で説明する。

「最近依都にばっかり負担かけさせてたから、今日は一日家事や育児のこと考えないで好きに過ごさせてあげたいと思って。朝食も作らせないように目覚まし止めさせてもらった」

「えぇー!?　仕事は？」

「もちろん休み。波多野が『奥さんに尽くしてあげてください！』って、快く仕事を引き受けてくれたよ」

　忙しいはずなのにわざわざ休みを取って、こんなことを計画していたなんて。

　負担に思っていたわけではないけれど、ここのところ史悠さんは留守にする日が多かったし、風邪ループもあってゆっくりした時間は取れていなかった。それを労おうとしてくれる気持ちがすごく嬉しい。

　感激で立ち尽くしている私のもとへ、紗代がなにかを持ってトコトコとやってくる。

「ママ、おめれとっ」

　にっこり笑顔で差し出されたものは、一生懸命描いたであろう私の絵と、折り紙で作った一輪の花。パパと一緒に内緒で用意していたのだと思うと、もう胸がいっぱいになる。

「ありがとう、紗代……！　う～、泣きそう」

　子どもからのプレゼントは、たとえヘタだろうがなんだろうが嬉しい。頑張って子育てしてよかったと報われる瞬間だ。

　半泣き状態でかろうじて顔だとわかる絵を眺めていると、史悠さんが紗代の頭を撫でてから私に向き直る。そして「これは俺から」と、長方形の箱を手渡してきた。

　胸をときめかせて包装を明けると、やや赤みがかった綺麗な宝石のネックレスが現れる。

「わぁ、素敵！　これってもしかして……」

「ああ、誕生石のトパーズ。そろそろつけてもいたずらされないだろ」

　そう、以前ネックレスをつけてお出かけをしたら、まだ小さかった紗代を抱っこしている時に弄られてチェーンが切れてしまったのだ。それ以来避けていたのだが、彼の言う通りそろそろまたつけたいと思っていたので驚く。

　しかもこのオレンジっぽいインペリアルは、トパーズの中でも希少価値が高いとされるもの。いまだに貧乏性な私は、もらっていいの!?と遠慮してしまう。

　史悠さんはそれもお見通しなようで、結婚指輪をくれた時と同じくネックレスを手に取り、私の首につけてくれた。最後にうなじに軽くキスをされ、触れられた部分からじわりと火照っていく。

「似合ってる」

「ありがとう。本当に嬉しい」

　なんだか恋人気分になって照れた笑みを浮かべると、私たちを見上げる紗代が「ママいいなー」と羨ましがっていた。




　それから、史悠さんが『子守りは任せろ』と言うので、お言葉に甘えて普段ゆっくりできないショッピングを自由にしてきた。おひとり様時間を満喫するのは、今ではかなり貴重になっている。

　私が出かけている間、彼は子守りだけでなく洗濯や掃除もしてくれていて、かなりラクをさせてもらった。料理もひとり暮らしの時に多少自炊していたようだから簡単なものならできるし、本当に完璧すぎて頭が上がらない。

　夕方には三人でレストランに行き、豪華なフルコースを堪能した。去年は紗代が小さかったこともあり高級レストランは遠慮したけれど、だいぶおとなしく席についているようになったので食事も楽しむことができた。

　幸せすぎる一日の終わりは、紗代がぐっすり眠ったのを見届けてから夫婦の時間を過ごす。リビングのソファに並んで座り、壁に飾った花を見上げる。

　今年も母から可愛いミニブーケが贈られてきた。もう四時ではなく、私のもとに直接届いている。お礼の電話をしたら、彼女のほうが喜んでいた。

　とにかくいい一日だったなと、感慨に浸りつつ史悠さんに語りかける。

「今日は本当にありがとう。紗代が生まれてから自分の誕生日はどうでもよくなってたから、朝まですっかり忘れてたの。前はあんなに気にしていたのに、不思議ね」

　それはたぶん、自分よりも大切なものができた証拠なのだろう。

　史悠さんはふっと微笑み、私の頭を優しく引き寄せる。

「俺が覚えてるから大丈夫だ。俺にとってはすごく大事だから。依都が生まれた日も、紗代が生まれた日も」

　彼の想いが伝わってきて、胸が温かくなる。

　きっと誕生日にいい思い出がなかった私のために、毎年趣向を凝らしてくれているのよね。おかげで、最高の誕生日の記録は塗り替えられ続けている。

　私も、紗代と史悠さんに同じようにしてあげたい。

「四月の史悠さんの誕生日も、精一杯お祝いするから楽しみにしててね。プレゼントはなにがいいかな」

「家族三人で過ごせることが一番のプレゼントだよ」

　寡欲な返答に「それはもちろんそうなんだけど」と口を尖らせた時、彼はなにかを思いついたように言う。

「でも欲を言えば、もうひとり欲しい」

「もう、ひとり……？」

　意味を理解して、ぽっと頬が火照る。史悠さんのほうへ顔を向けた直後、唇が近づいて甘いキスをお見舞いされた。

　舌が交わる音が耳に響き、彼の瞳にも情欲の色が滲むのがわかって淫らな気分になっていく。彼の手はルームウェアの中にするりと忍び込み、私の弱い部分を弄り始める。

　身体も気持ちも、あっという間に繋がる準備が整ってしまった。ソファに倒された状態で、鼓動を速めて物欲しげに彼を見つめていると、含みのある調子で問いかけられる。

「このままする？」

　いつだったか、同じように聞かれたシーンが蘇る。あの時は避妊するほうを選んだけれど、今は違う。もう一度私たちの愛の証を残したいと、心から思う。

「……うん。したい」

　恥ずかしさを堪えて素直に答えると、史悠さんは嬉しそうに微笑んだ。

　指を絡めた私たちは、愛に満ちた行為に溺れていく。さらなる奇跡と幸せを、貪欲に求めて。
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あとがき




　本作をお読みくださった皆様、ありがとうございます！　葉月りゅうです。

　あまり書かれていないお話を生み出すことを常日頃から目標にしているのですが、今回の〝とっても仲よしなのに避妊し続けている夫婦〟のラブストーリーはいかがだったでしょうか。

　テーマがこんな感じなので、いちゃいちゃシーンをいつもより多く入れられて私は満足しております（にんまり）。契約でも政略的でもない、普通の恋愛結婚のふたりを久々に書けたのも嬉しかったです。

　依都ほどではありませんが、私も昔は子どもが好きなわけではなく、積極的に関わりたいとは思っていませんでした。

　それが、いざ自分の子どもができると……変貌しましたよね、完全なる親バカに。いまだに柔らかいほっぺを見るだけで「可愛いぃぃ」と悶えるほどです。

　依都が変われたのも、よきパートナーに出会えたおかげだと思います。史悠さんは最初から鬼社長にするつもりでしたが、なぜかいつの間にかあんなに口の悪いキャラになっていました。修正前のサイト版ではもっと組の人っぽい彼が見られますよ（笑）

　さて余談ですが、ふたりが最初に食事をしに行ったレストランと、一瞬出てくるラヴァルさんの名前にピンと来た方はいらっしゃるでしょうか。

　これらがどの作品に出てくるかわかった方は超マニアックです！　いつか握手させてほしいくらいです……！（大真面目）

　最後になりますが、読んでいて日本酒が飲みたくなるとおっしゃってくださった担当様方や制作陣の皆様、今作もご尽力いただき感謝しております。

　れの子先生、愛し合うふたりを素敵に描いてくださり、ありがとうございました。そこはかとなくＳっ気を感じるヒーローが、特にイメージぴったりで感激です。

　そして今作をお手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございました。ぽん酒大好き人間としては、この作品で日本酒に興味を持っていただけたら嬉しいです。

　皆様をうっとり酔わせるような物語を作るべく精進していきますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします！




葉は月づきりゅう
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